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巻頭言
新学習指導要衝が本年度 (平成 14年)4月から小学校 ･中学校で同時完全実施され
ました｡新学習指導要領では､従来の教え込み学習から子ども主体の学びの学習の転換
を図り､ゆとりの中で ｢自ら学び､自ら考える｣等の ｢生きる力｣の育成を目指す方向
性が示されています｡
新学習指導要衝の改訂については､算数の指導内容を30%桁減 したことで､学力低
下を危倶する論議がマスコミ等でも盛んに取り上げられています.学力低下が本当に生
じているという客観的なデータはないようです｡大事なことは､学力低下を生じさせな
いようにすることであると思われます｡丑的な面から算数の学力を捉え､算数の指導内
容を30%縮減したのを元通りにフィー ドバックすれば､算数の学力低下は起こらない
という短絡的な問題でもなさそうです｡新学習指導要領が目指す､数量や図形に子ども
が主体的に関わり､算数を自ら学び､自ら考える力を身に付け､｢算数大好き｣｢算数好
き｣という子どもがどんどん増えていけば､学力低下を危供しなくてもよいと思われま
す｡
理数離れが進んでいるという声をよく聞きます.子どもは初めから算数嫌いなのかと
いうと､現場の先生の声を聞くと,そうではないようです｡第 1学年では好きだったの
に､学年が上がるにつれてだんだん嫌いな子どもが増えていくようです｡｢算数が分か
らなくなった｣｢算数ができなくなった｣というのが､一番の要因だそうです｡
私たちは､子どもが算数を楽しく学び.充実感を味わうためには､算数の学習指導に
おいて､教科書程度の指導内容を確実に学ぶことが大切であると考えています｡基礎 ･
基本の確実な定着を図り､これを次の算数の学習に主体的に､創造的に活用し､また､
新 しい基礎 ･基本を確実に身に付けていくというようにサイクリックに基礎的 ･基本的
な算数を学ぶ続ける子どもを育成したいと願っています｡
本研究は､教科書の内容を子どもたちは本当にどのくらい理解 しているのか､その現
状を認識してから､新学習指導要蘭の意図する算数の授業改善を図ることを考えました｡
私たちの算数学力診断調査にご協力頂いた岡山県内の小学校 17校､岡山県外の小学
校2校の先生方には､深甚より感謝申し上げます｡お陰を持ちまして､岡山大学算数学
力診断調査プロジェクトの先生方の連携協力により､｢数と計算｣の簡域における 『算
数学力診断を生かす ｢数と計算｣の指導』という算数の授業改善の具体的方策の実践例
をここにまとめることができました｡
学力の向上を目指す先生方の算数科授業改善の具体的な提案になれば幸いだと思って
います｡
平成 14年8月
岡山大学算数 ･数学教育学会
会長 高橋敏雄
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一 2-
序章
1 算数学力診断プロジェクトを立ち上げた経緯
平成 8年の中央教育審議会の第 1次答申では､こらからの学校教育の在り
方として､
1 ゆとりの中で自ら学び自ら考える力などの ｢生きる力｣の育成を
基本とすること
2 教育内容の厳選と基礎 ･基本の徹底を図ること
3 一人一人の個性を生かすための教育を推進すること
4 豊かな人間性とたくましい体をはぐくむための教育を改善するこ
と
5 横断的 ･総合的な指導を推進するための ｢総合的な時間｣を設け
ること
6 完全学校週5日制を導入すること
などが提言された｡
私たちが一番関心を引かれたのは､｢2 教育内容の厳選と基礎 ･基本
の徹底を図ること｣である｡ゆとりの中で中で､自ら学び､自ら考える力の
育成を基本とすることは､望ましいことである｡
しかしながら､ゆとりを生むために教育内容を厳選と称して30%縮減す
ることには､非常に大きい戸惑いを感じた｡台形の面積の削除､複雑な計算
は取り扱わない､｢分数は第4学年から｣｢合同な図形｣｢対称な図形｣等は
算数教育では取り扱わない等の方針が打ち出されたからである｡
指導内容u)30%縮減は､算数教育を推進している私たちに ｢教育内容の厳
選｣は総論賛成ではあるが､各論として本当にこれで算数の ｢基礎 ･基本の
徹底｣が図れるのだろうかという危快感を抱かせるものであった｡これを機
に､今行っている算数の授業で､子どもはどんな算数の学力を､どの程度身
につけているのだろうか､これを調査してみようということになった｡
こうした経緯で､岡山大学算数 ･数学学会の中に ｢算数学力診断プロジェ
クト｣が平成9年6月に立ち上がった｡
2 算数学力診断プロジェクトのねらい
岡山大学算数 ･数学学会算数学力診断プロジェクトの行う算数学力診断調
査の目的は､子どもたちがどんな算数の学力を､どの程度持っているか､そ
の実態を調査することだけに終わない｡その結果を､平素の算数の授業実践
にフィー ドバックすることを主要な目的としている｡
例えば､数量や図形-の関心 ･意欲が低いという実態が明らかになれば､
数量や図形への関心 ･意欲を高める受業改善をする必要があるOまた､｢計
算はできるが､計算の仕方が分からない､説明できない｣という実態が判明
- 3 -
すれば､計算の仕方が分かり､子どもながらもブロックを使うなどの算数的
活動を通して､筋道を立てて計算の仕方を説明することができるように受業
改善する必要があるからである｡
算数の学力は､盈的に算数の指導内容が増えると学力が上がり､盈的に算
数の指導内容が減ると学力が上がるという単純なものではない｡算数教育で
身に付く算数の学力は碍導内容の丑的な面
だけで決定するものではない｡
右の図のように､指導内容
を､子どもにどんな授業の工
夫を行って授業実践するか､
教師の行う授業実践の質によ
って､子どもに身に付 く算数の学力 も大きく左右 されるものと考える｡
したがって､算数の学力低下が現実に起きているとしても､短絡的に新学
習指導要領で指導内容が30%縮減されたことのみに要因をみようとするわ
けにはいかないと思われる｡むしろ､縮減された基礎的 ･基本的な指導内容
を､子ども自らが数丑や図形に関わり自ら学び､考えるような授業改善をし､
質の高い指導実践をしていくことが大切だと考えるCこうした授業改善を図る
ためのデータベースが､算数学力診断調査である｡
3 私たちの考える算数学力診断調査
(1)算数学力診断調査間居を実施する目的
算数学力診断調査問題を実施する目的は､
①現行の学習指導要領に基づく子どもの実態を知り､算数教育のカリ
キュラムを開発研究するための基礎資料としての調査
②児童の理解困難な算数の指導内容やつまずきが生じやすい指導事項
を明らかにし､授業改善に資する基礎資料としての調査
③学校間､地域間の算数の学力実態を調査し､算数の学力の格差実態
を知るためや格差をなくすためにの基礎資料としての調査
等が考えられる｡
私たちの行った算数学力診断調査の主要な目的は②にある｡本音は､｢数と
計算｣の領域を対象として整理したものであるが､
① ｢数と計算｣領域で､理解困難な指導事項は何か､その要因は何か
を明らかにすること
② ｢数と計算｣｣領域における特徴的な ｢誤答｣や ｢つまずき｣は何
か､その要因は何かを明らかにすること
を､算数学力診断の目的とし､算数実践指導上の問題点を明らかにするとと
もに､その授業改善の具体的方策の根拠にしたいと考えた｡
(2)算数学力診断調査閉居の特徴
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ア 4観点に基づく算数の学力診断評価
算数学力診断調査については､ややもすれば ｢知識 ･理解｣｢表現 ･処理｣
に偏重したものになりやすい｡｢関心 ･意欲｣｢数学的な考え方｣についても､
何とかペーパーテス トで学力診断評価しようと工夫を加えたO
｢関心 ･意欲 ･態度｣の評価としては､OPENN-ENDの問題を取り入れ､数や
計算への ｢関心 ･意欲 ･態度｣をみとるようにした｡
例えば､｢12÷3の問題をつくりましょう｣の問題である｡一見､わり算
の意味理解の達成度を評価している間鹿受け止められるかも知れないが､私た
ちはこの間膚は､｢関心 ･意欲 ･態度｣の評価問題と考えることにしたO
･等分除の問題 :｢みかん12個を3人に同じように分けると何人に分
けられますか｣
･包含除の問題 :｢みかん12個を3個ずつ分けると何人に分けられま
すか｣
･倍を求める問題 :｢みかん12個は､3個の何倍ですか｣
等のわり算の問題づくりが考えられるOこの反応を子どもが進んでどんな類型
の問題を何パターンの作間できるかで､わり算の計算-の ｢関心 ･意欲 ･態度｣
を見取ることにしたのである｡
また､｢数学的な考え方｣の診断評価問題としては､記述方式を採用すること
にした｡
例えば､｢9.98×4.12の見当をつける計算をしましょう｣と自由記
述にした｡もちろん､｢10×4-10で､10と見当つける｣と応えた子ど
もだけが正解とは限らない｡｢9×4-36､36を越えると見当つけた｣と
応えた子どもも正解である｡数についてのどんな見方 ･考え方をする子どもが､
どんな指導によって育てられているのかを､こうした問題によって診断評価し
たいのである｡
イ 教科書水準の算数の学力診断評価
私たちは､算数学力診断調査間膚の水準を教科書水準にした.理由は､子ど
もたちの算数の学力は､学校教育の成果として身に付くものを対象とするのが
適切であると判断したからである｡教科書に準拠した算数の授業実践が行われ
ており､算数の授業によって算数の学力が形成されている｡したがって､これ
に即した学力診断評価のよって算数の学力形成形成の実態をつかむことこそ
が､算数の授業改善の成否の鍵を握っていると考えたからである｡
なお､私たちが実施した ｢数と計算｣における算数学力診断調査問題は､従
来の学習指導要領に準拠したものであり､新学習指導要領に基づいたものでは
ないことを断っておきたい｡
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第 1章 算数学力診断の結果と特徴的な傾向
- ｢数と計算｣の領域-
1 第1学年の算数学力診断結果と特徴的な傾向
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3 第3学年の算数学力診断結果と特徴的な傾向
4 第4学年の算数学力診断結果と特徴的な傾向
5 第5学年の算数学力診断結果と特徴的な傾向
6 第6学年の算数学力診断結果と特徴的な傾向
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第 1学年 結果と傾向
1 結果 (調査対象児童数865人)
1 口に あてはまる かすを かききしょう.
(1) いくつでLjう.
0 71 5と匿塞 ① 10は白と匹茅
(2)いくつに fjもでしょう.
･ 4と って 医事 a-7と って 匝袈
包容75%
2 Jの かTを Dに かきfLiう.
3 いくつ あもでしょう
(I) ●●●●●●
(2) ☆ ☆ せ せ ★ ★ ☆ ☆
☆★ ☆ ☆ ☆ ★
+ + * * * *
★ ☆ せ せ 古 書 ☆ ☆ せ
せ ☆ ☆ せ せ ★
.田 こ
田 こ
4 0に あてはまる かTを かきfLよう.
(1) 10を 7つ 1を 3つ 9)わttf= かすは
7 こ†二九を f三T L書を かさfL⊥う.
(1) はす(= 5にん のっていまLf=.
31こん のって きまLf:.
いf はすに fjんにん のっているでしょう
(2) みかんh( 5こ あります.
〇二 T:ぺもと のこり;i tjんこてし⊥う.
8あといくつで10にfJ.-もか ロlこ かTを かきましょう.(1) (2)
団 だ竺二]匡耳
○ けい～んの しかf=を いいfLょう,
Dl=あてはまる かTを かefLよう.
(l)9+3のけいさんのしかた
匿 ] ●●●
Oに □ を たして [≡][コと⊂コで[コ(2)14-9のけいさんのしかf=
●●●●●
●●●●●
●●●
･Oから ロ を ひいて□
4と 口 で 口 篭 君Y.
lQ けいさんLfLよう.
[亘四 - 7十3-BB (2,,.-8-匹耳
(2㌦ 三:I,忘 十 忘 諸 .,."
5 ちい～いじrDんに Urごりから f+-らペfLよう.[三ロロコ:]巨 互] 〔エ ロ [互∃
(l) 8)わtてtJんU亡でしょう.
(2)ちかいは (+IんLF書でしょ う.
(コ)2十8+4t;匝袈(4)4+8-4tBj3'.
･6)13---匡覗 く8,7･0-匝3.
(7)20十30=
匹 丑
(a)23+301=
3まいの えを みて 5-2の おはfjLを つくりfLよう.
医者
(解 )曾7./.
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2 傾向
(日 達成率が高い指導内容
①数について
r数え方.数の系列､10の補数｣(問屠 1,
問題2､8)
･数学的な考え方に関して､工夫して2と
びで数えることは十分達成されていた (問
題 1 (3)達成率950/O､問題3 (1)､
達成率97%)｡
･数学的な知沌 ･理解に関して､直線によ
って100前後の数の系列を読み取る力
は十分達成できていた (問腐 2アイウ､
いずれも90%以上の達成率)0
･加法 ･滅法の計舞の仕方を兄いだす上の
基礎となる10の補数の見方については､
十分達成できていた (問題8日),(2)､
達成率はそれぞれ93%.91%)∩
②計算について
｢加法.減法の意味｣(問題6,7､11)
･加法 ･減法の意味理解については､十分
達成している (問題7 (1)達成率93
%､(2)達成率93%)｡また､加 ･減
計芽の問題作り-の関心 ･意欲も高いも
のがあった (問題 11達成率87%)
ただし､絵から情報収集して､演算決
定する加法 ･減法の問髄についての達成
率は､特に､求差の場合で低い (6 (2)
達成率72%)0
｢加減計算の仕方｣(間屠 10)
･計算の仕方に関しては､計算の仕方につ
いての考え方と計算処理の2面がある｡
計算処理､すなわち､加法一減法の基本
的な計算技能については十分達成してい
る (問題10 (1)～ (4)､(6)､いず
れも達成率90%以上)
･新指導要領では第2学年に移行されるが､
(何十)+(何十)､(何十何)+(何)
等の計算技能についても､達成率は高い
(問腐 10 (7)(8)､達成率約90%)
(2)達成率が気がかりな指導内容
①数について
r敦の見方｣(問題 1)
･1つの数を2つの数の和や差とみる教の
多角的な見方は､重要な内容である｡
しかし､これについての達成率は低いc
数の合成 (和とみる見方)は数の分解よ
りも達成率は高いものの､想定していた
達成率90%を下回るものであった (問
題1 (1)①②､達成率それぞれ87%､
84%､)0
また,数の分解的にみる見方については
数の合成的な見方よりも更に低い達成率
であった (問題 (2)①②､達成率そil,
ぞれ83%｡76%)｡これでは､基数の
加佐 ･減伍の計算の仕方を考える上で､
支障が出てくるものと危快される実態で
ある｡
｢数の構成的な見方｣(問題4)
･新指導要領では.数の範囲が ｢100ま
での教 Jになるため,第2学年に移行さ
れるが､｢100といくつ｣という数の見
方についての達成率は低い (問庸 4 (2)
達成率56%)0
②計算について
｢加法の計算の仕方を見出す力｣(問題9)
･加法の計算技能の達成率は高いが､加法
の仕方を見出す力 (数字的な考え方)揺
弱いことが判明した (問題 9 (日 達成
率42%)0
｢滅法の計算の仕方を見出す力｣(問題9)
･加法同様､減法についても､引き算の仕
方を見出す数学的な考え方が育っていな
いことが分かった (閉居 9 (2)達成率
400,ち)｡加減の計算の仕方を見出し,そ
れを筋道立てて説明できる力の育成が急
務の課博であるD (黒崎東洋郎)
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鵜 2 学 iILi
l 結果 (調査対象児童数 1030名)
糸.Jl-=取 と 1頃 lli｣
8 こf=えが つぎの hIこ/Jも かけJtの しき告 げんぷ かきましょう.
(1) 12 (2)38
1 あわttていくつに/Jもかtb事でかせtLよう(之)
Lj亘亘 福豆く4)
'3'雷管 ◎①① 回 ①①-
[豆亘豆 [正司
2 ロに あては士も tIをかせtLょう.
･,日 日0は.Oを圏 こ あ- ,I- 十
･2, 4500は,00吉田 こ わ め,=附 す1
3 ll拝しtLょう.
(1)27 (2)98 (3)72 (4)120+35 +37 -28 -32
17% 13D/O 7To/o A /O
･5,7氾4-短頭(8,9×7-圧団 (7,8-匝司
4 1の かT'を ロlこ かき≠しよう.
E)CK) 9〔XI Hog
5 どちらの 人軌が 争いか くらべてJはしょう.
E 3芸 二] 琵 聖]
く1)どこの くらいを 見れば
よいでしょう. を 見ればよい
'2'最 し:言･口に 878臣酎92
8 つぎの t,んだいをよんで､し書に かせtLよう.
uろしさんの 小判 如) 典の千120人と 女の子150を
あわせたELは.30人より すく/JL､です.
7 こ(=九号 Iiす しそを かきましょう.
(1) 赤の リボンは 3nrです.
Iの リボンは 赤の 2はいの 長さだそうです.
■の リボンは fJんrTllILよう.
(2) ケーキの はこか 31よこ8)り*十.1はこに ケーキは 2こrつ
はいって いf-T.
ケーキIl.tr'んぷで fJんこあもでしょう.
い
7xl≡亡7
7yZ514
7Y3I21
(1)丁のf三んのせtL)tみつけてかきtLよう.
O
(2)7yBの こたえを わナJl.て しまいtLr=.
7yBの こl=九書 t'のようにして f三せは よいでしょう.
Zr4,2F.let-7t相.ty_7.I-,_寸を._..…‥_‖‥…_2.17+1.1tJろ 20㌢○∠○
10 こたえの f=しかd)tLtす.
じぷんの た
(1) 8 3
-2 7(LT8%'=g
Ot つけ≠しよう.
8+27卓 II■して 53に/Jもか
うかe r=しかd)ち.
i7(3Pyq'吾….L:tも芸も是3-e言7^､日 iLl鵠 f
(/go/O'田 や l
2'7XO欄
t つかって たしかめも.
7t 6かい (=して たしかd)ち.
ox7で たしかめも.
7Y5ロ351= 7音たして たしかめも.
おはじきを つかって たしかわも.
11 つぎの し卓と★のIIを杜でつ/JぎtLょう.
巨笥 4 0/. 甲 !4D/O 甲 ア/C/P
盟 .
良;≡-;
1之 稔を 見て 3x4の 坑になる おはを つくり暮しよう.
あ 噛 勅 鴨晋
('bg) 20
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2 帆 ごり
(1)蓮成串が高い指導内耳
(∋数に関して
｢故の構成｣ (同題 目
1000までの数について,数え樺やお金
の図を見て数字で表すことは達成率が80%
をこえており,十進位取り記数法に基づいた
数の構成の指導の徹底が図られているといえ
る.
r牡の大小比較｣ (同債5(2)
678と692の大小比較では,達成率が
97%で,不等号を使って正しく式に表すこ
とができており,十進位取り記数法に基づい
た数の大小比較の指導の徹底が図られている
といえる｡
②計拝に関して
rたし算やひき算の筆算｣ (同局3)
(2位数)+ (2位敷)の輩算では,繰 り
上がりが 1匝1ある計昇で97%,2LgJある計
昇で93%. (2位数)- (2位数)の輩井
では.繰り下がりが 1回ある計昇で87%,
(3位致)- (2位数)で繰り下がりが1回
ある計昇で85%であったOひき井の方が,
達成率が少し低いが,筆算の計井技能に関し
てはよく指導がされているといえる｡
rかけ貫 (九九)の計算｣ (同属3)
8×6の計算が達成率87%と,7×4,
9×7の計井に比べると少し低いが,どの針
井も達成率はおおむねよい｡九九を確実に暗
記させ,繰 り返し習熟が図られているといえ
る｡
(2) 達成串が気がかLJな指導内容
①数に関して
｢畝の相対的な見方｣ (閉店2)
10や 100を単位にして数の大きさをと
らえる見方に関しては, 180で79%,
4500では,81%の達成率であり,やや
低いといえる｡つまずきの反応として,間贋
2(1)では, ｢8｣と西いたものが多く,十進
一 10 -
位触り記数法に基づく数の仙対r'JなIL方につ
いての指導が不十分であるといえる｡
｢数直線を用いた軌系列｣ (同招4)
850をよむことについては,81%の達
成率であったが,990については74%,
1050については55%と達成率が非常に
低く,1000前後の数を.1目盛りが10
になっている数直線上でよむことはできにく
い｡1050のよみでは100･5,1500
のつまずきが多く,1目盛りの大きさが1で
はない数直線については,T牢に指導をJI了な
う必要がある｡
②計井に関して
｢不等式｣ (同氏6)
不等式を使って数量の大小関係を式に表す
ことができたのは7%と達成率は非常に低い
といえる｡つまずきでは,120日50=270と等
号を用いて計昇の答えを表した式が多かったO
数量の相等関係を正しく式に表すことができ
るようになるためには,具体的な場面を式に
表したり,逆に式から赦免の関係を読み取っ
たりする指導に時間をかける必要があるO
｢かけ算の意味｣ (同店7,1日
問題 7(1)で達成率が43%,(2)では35%
と非常に低いといえる｡また,問題 11でも
同様に低くなっている｡どちらも ｢基準量の
いくつ分｣という見方とかけ昇の式のつなが
りが十分理解されておらず,かけ算の意味の
指導では,これまで以上に時間をかけて丁寧
に扱う必要がある｡
rかけ算の式を読む力｣ (同額12)
問題3(5)～(7)の結果からかけ算の計昇技能
の達成率はよいが,同じかけ算でも問題 12
のようなかけ算の式を読む問題では,達成率
が52%で不十分な数値になっている｡かけ
算の用いられている場面について,絵に丸を
つけるなどして,同じものが複数あることに
しっかりと目を向かせて作間をさせる必要が
ある｡ (新潮陽子,鈴木隆幸)
第 3 学 年
1 結果 (調査対良児童数 1088人)
E三∃E】踊掬鼻東泉頭数 /0才8匁
1 01= あては*るJif かefLJ;ラ.
(1)7※4の甘えは. 7xBの書九より
(2)2400000は.10000を
(3)500を､ 1Of書した牡は
fl=､ i0でわったALは
(4)iは
(5)0.1t
[亘頭
書3こわつめた牡でT.
こあっわた牡は lでT
2 1の 出せ 書き辞しよう.
ら∝加 700c
小さい.
こ あつめた牡でT.
コ ロの中J=.<か> か 一 書 tきtLよう.
･,, 011匝巨 (2, 019回 ,
･3) 1回 子 (4);国 ‡
4 次 の 】十JEt･し+しょう.
･.) 2 0-EiZ ] (2, 9- ･EiZ]
･3)2--匹互](A, 120･- 匹:]
5 7十Jlのしかたを■えてい正す.
L ~lLま･t'んyJIIJ托 しているのでLiう･
(l)tFの事え
2 7
k 5
136
(2)I2x3のl†暮告.12を工夫して1十暮すると
-⊂:三二二
(○)25x18のlHlを.18を工夫してItJ:Tると.
25※I8F
ー 11-
布青果 と 佃頁向
0 次のJ十井e gEJtでLtLよう.
(1)27xa (2)●○※○
(3)48X32 (4)72+3
(a)l32÷4 (8)ala+3
57%
7 次の仰山を比んで.V九を出Tztを 書とナしょう.
(1) あめが18こありナ丁.∩人に爪 じkLY'っあけtT.
1人分は,fJんこでしょう.
it CダQ/
(2) 24mの｡-プは.4mのE3-プの何紬でしょう.
Jt 17
(a) 20こ りんごがありtT.1人に3こTつくばりfT.
何人にくばれて.なんこ あtもでしょう.
式 3∠
8 次のわリ井のうち.ばっとJLて.¥九がaけたにfJもztI=
0モつけtLよう.
( ) 877T ( ) 7)i-汀 VTR4)丁丁丁
o 30÷4-7-･2 の¥九モ たしかわtT.
あfJf=tJら.どの4えでたしかわもか O書つけFLょう.
(//./.)おはじせaoこe･4こfつ分けてたしかJ)も･
ds〆)4のliんの九加 .い -LETい如 ら`たしかめる.
(弁解 4り +2 の1十井をしてt:しかめも･
lO 12+J の仰JItけり*しょう.
{茄七万t57七井 モ斤 七万 -d7七万七万七方 く方 t7
包含怜 2㌔7(.
分隙 f3○.
何伽､由 ,5 /頼
不敗 絹 珊 声o〆
2 傾向
(1)達成率が高い指串内容
(D数に関して
｢数の構成｣ (問也 1(1))
数学的な知識 ･理解に関して,7×4と7
×5の差を考える間頃では達成率が85%で,
かけ算九九のしくみに基づいて考えられてい
る｡これは,かけ弥九九の数が 1増えれば,
かけられる数ずつ増えていくという九九のfI
成についての指導の徹底が図られているとい
える｡
｢小kの大小比較｣ (間額3(1).(2))
数学的な知識 ｡理解に関して,0.1と0,
0.9 と1の大小比較では,達成率がそれぞ
れ95%,96%で.不等号を使って正しく
式に表すことができている｡これは,単位小
数の 0.1に基づいた政の大小比較の指導の
徹底が図られているといえる｡
②計夢に関して
｢かけ算｣ (間箆 4(1),(3))
敢学的な考え方に関して,20×5の計井
では達成率は92%,200×5の計井では
94%であった｡これは,20,200を 1
0. 100のいくつ分と考えて2×5をもと
にして考える計井の仕方の指導の徹底が図ら
れているといえる｡
｢かけ算の筆井｣ (問現6(1).(2))
27×3,48×6の達成率は,それぞれ
89%,85%であったoこれは, (2位敦)
× (1位救)の筆算の習熟が繰 り返し行われ,
定着 しているといえる｡
(2)達成率が気がかりな指導内容
①敦に関して
｢牡の相対的な見方｣ (問EEH (2))
10000を単位として数の大きさをとら
える問題では,達成率が53%と低い｡
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これは,十進位取 り記数法に基づいた散の相
対的な見方の指導が不十分であるといえる.
r分政の意味｣ (問Bll(4).3(3),(4))
1/ 5を単位として分数の大きさをとらえ
る閉局は,64%となっている.これは,分
散の意味理解の指導が不十分であるといえる｡
閉居 3 (3)の7/ 7を 1と見る閉居の達成
率は,73%とやや低いOまた,閉居 3(4)
の 1/ 3と1/ 5の大小比較では,達成率が
34%ときわめて低い｡これも,分数の意味
理解の指導が不十分であるといえるO
②計算に関して
｢計算の仕方｣ (問癌 5(1))
27×5の筆井の計昇の仕方を説明する間
厚では,達成率が 22%ときわめて低い｡こ
れは,十の位を 1つずらしている意味の指尊
が不十分であるといえる｡
｢計井の工夫｣ (問8 5(2).(3))
12×3の 12を工夫して計算する閉居,
25×18の 18を工夫して計穿する間麿で
は.達成率がそれぞれ 27%,26%と低いO
これは, 12を 10と2に, i8を 10と8
に分けて考える分配法則を括川することがで
きるような指導が不十分であるといえる.
｢わり算の筆算｣ (問租6(6))
315÷3の筆算は,達成率が57%と他
のかけ算やわり算の筆井に比べて低い｡これ
は.検討づけを生かした笹井指導が不十分で
あるといえるo
(片山 晴夫 森金 永二)
第4学年
1 結果 (調査対象児童数 867名)
lZi事でかきまLJ.う｡
(l) 五4六千
(2) 十兆三百CL
2 [コ の中に.あてはまる位をかきましょう.
(1)4cm万の 10僧の軌ま
(2)5兆の +.Iの-
(3)0 1を3こ.0 01を4こあわせf=牡は
(4)0 001を 20こJLd)たhlま
(5)与を 7こJL批 政は
結果 と傾向
8 次のTl暮古事暮でLfLょう.
(l) 27 4 + l a (2) 3 2 - 0.37
(3) 252 ÷ 36 (4) 672 - 32
です.
です｡
圧 亘亘 ] でTq
[扇 豆 ]です･
三 二
です.
(6) 1. 7､6.3､8.4 の 8この牧羊のうち.4このh事を
使って4けf=の位をつくろうと思い書す｡
① 一書大きいtiは
(p-暮小さいtLIま
(7)394を上から1けたのq牡にすると
です.
です.
[二夏空口 です.
3 25¥17=425です｡
このことをうまく使って.次のtl暮の答えを求めましょう｡
(l) 2500<170=
(2)0 25 × 17:=
4 口 にあて■まま桝 か竺 ± 二 鳥 --23D/O
-[= コ Llr.:･占 3毎,(I) 18丁 (2+8)
･2, B3･5･9- - 83+[憂国+5｡
5 ':'L;…三霊 近 'L::.
': '; 8:06Iy:麿 ', 68:.0::;020oo｡
(5) 2.8 × 34 (8) 4 ⊥ 25
7 次のI十Jtのうち.rlっと見て育えが2け(=r=なるわL)Jlはどれでしょう
書えが2けたにfJもと思うものに みんfJOをつけましょう.
( )98÷32
( )252÷38
( )11553T3,% O :(
( )732÷32
)312÷28
) 8833÷25
8 ( )を仕って 苔えを求d)も式を,1つの式で書LtLょう｡
(1)lきつ75円のノー トを4さっと.1本25円の伯暮を4本1いfLT=.
代金lま､全部で何円でし上う｡
し′75十2g)x在 ･jOyro
(/Fbh41)+節線ノト･2/yo
(2)f=t ごが 5048)リ*す.このた まごを､たて J= 24.fLに 5也 fJ ら
ぺてパ ック(=つd)i:うと思い ます｡
た書 ._Jバックは.いくついるで しょう.
9 次のI十井の巾で 240+6の巾より大きいのはどれでしょう｡
大きいものにみんな0をつけましょう.
( '240÷5 発各 ()250÷6
( )220÷8 4La/O()240÷7
10 伝分取は7f分散か書取に.7f分hTま債分tlになおし苦しよう｡
･2,号-匝司 (3,. i -匝司
11 右のぶんほうぐを 下いました. :えんぴつ ･- 72円 :
代金を求d)るとき､あ/JT=は.ど ;ilLコ'L ･･･23円 :
ちらのF十井方法手玉tJますか. :のり･ 182円 :
Oをつけましょう. :.色栴∴･..I/.∴?,早.甲.i
封 O/o'
- 1 3 -
33,ol0.,2… 2.,8
∴ こ,:_-,
72+3B+23+B2
110+I05
215
2 悌向
く1)暮虞雷が嘉い樽嶋内専
①敦に関して
r小義･分最の知■･理鱒J(間■2(3).(4).(5))
小数や分数の意味,構成の知沌 ･理解につ
いての達成率はどれも87%以上であり.指
導の徹底が図られているといえる｡
②計算に関して
r整数のわりJlの計算技能｣(MlJLo(3).(4))
第4学年までで,整数についての基本的な
四則計井が確実にできることがねらわれてい
る｡(加減乗除の計算が含まれている)並数
のわり算についての計井技能面についての達
成率はいずれも86%であった｡ただ,わる
数がわられる数より大きい場合 (間用 6(6))
には戸惑いが見られ.達成率は37%であっ
た∩4÷25を25÷4に置き換えてしまう
例も21%あった｡
(2)濃度雷が気がかりな樽場内尊
①故に関して
r大きな敵の10億.1/10｣(間■2(1).(2))
十進位取り記数法のしくみをもとに,大き
な数の10倍を考えることの達成率は62%,
1/10を考えることの達成率は47%と低か
ったQ十進位取り記数法のしくみの理解が不
十分であるといえる｡
②計算に関して
r計算の鼻積もり｣(間轟7.間■○)
商の桁数を見積もる閉局の達成率は22
%,また,商の大きさを見積もる問題の達成
率は46%であった｡新しい学習指導要領で
｢計井の仕方を考えたり,計算の確かめをし
たりするときに.計井の結果の見積もりを生
かすようにすること｣が ｢指導計画の作成と
各学年にわたる内容の取扱い｣であげられて
いるが,この結果からも指導を重視する必要
があることがうなずける｡
｢計算のきまりの竃鴨｣
(間14(1).(3).間18(1))
交換法則についてはおおむね達成されてい
た (問題4 (2)の達成率は90%)oしか
し,( )を使った式については,その表現
･処理についての達成率は23%.数学的な
考え方についての達成率は53%,知弛 ･理
解についての達成率は30%と低かった｡
( )を使った式の意味についての指導,そ
のよさを味わわせる指導が不十分であると考
えられる｡
｢計算輸鼻の活用｣(間13(1).(2).間竃○(5))
新しい学習指導要領では,桁数の多い整数
･小数の加減乗除などの計算を軽減すること
がうたわれている｡当然,学習内容は減るわ
けであるが.今まで以上に,既習事項を活用
する力を育てることが大切になってくる｡と
ころが,(2けた) ×(2けた)の計算結果
を活用する問題の達成率は,1000倍を考え
るものは75%,1/100を考えるものは58
%,1/10を考えるものは57%と低かったD
この結果を見ると,新しい指導要領でノJ､数の
かけ井の指導内容が第6学年に移行される点
はうなずけるものの,今後,既習事項を活用
する力を育てる指等を一層重視する必要があ
ると考えられる｡
rわりJlの性JtJ(間JL5)
わる数とわられる数に同じ数をかけても,
わる数とわられる数を同じ数でわっても,そ
の計井結果は同じになるという ｢わり算の性
質｣の達成率は73%と必ずしも高くなかっ
たnこの ｢わり算の性質｣は,小数÷小数,
分数÷分数につながる重要な内容である｡指
導の徹底を図る必要があると考える｡
(福田 博雅 ･杉能 道明)
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第 5 学 年
1 結果 (調査対象児童数 1038人)
1っぎの 口 に あてはまる杜をfu Lふう.
I.,2,7=一骨 O ,≠oo-口語/.
(2)2 35を10FBLI=LLは
(3) 0 3 5 r2. 3 5の
･4,iをr"Tもと
･5,4と色のA,･t,棚 は [二田 です.
(6)24と36のA大公It)bli
(7)3T7の巾は
田 です･
34./です.
2 次の間JIをJ*んで.書えをホd)もJtをかさ手しよう.
(日 A～ 22 4mのD-フがあL)ます.このロ-プを 6 6mすーっに
切って巧いロープを作ろうとBLいます.
粗いC)-プは何事作れるでし▲う.
･ ?5o/.
(2) 1r･n/】t500円のリボン を . 2 8mTおうと思います.
代*はいくらでしょう.
穴 g 6 '/
(3)tLのほうの1さtl/)､つIこら 1.44klでLT=.
このAのほうの&させJIベ′こら 1.8mでLl=.
この仏のほうの 1mのJさは､何kJでし▲う.
式 67y.
(4)あさらさんの拝JIi35ktでT.
お兄さん0)fIlは.^tらさんのけtの 1 2他IiそうでT.
お兄さんの拝暮lJFlkJT'し▲う.
･ ?37.
3古えが4 5をJJAも式に.71んIjOをつLlfL▲う.
( )4 B Jt 1 6 ()48
I-6卓浩 与27.
糸吉 栗 と イ頃 向
5次のI■をLtLよう.
(1)4 2 r 3 7 (2) 5 6 x O 75
(3)465115 (4)2 55 1 7 5
6 78x43=3268 でT.
このことをdlって. 0 76 x 4 3 の苔えを出そうと丘います｡
巻えにOをつりまし上う.
( )0 3268 (旨2Y. ,, 268
( )32 68 ( )326 8
7 912- 24=38です.
このこと をdlって､ 9 12 - 2 4 の 苔 え を出そ う と包 い ま す .
7SAに0 をつり手 L▲う.
･ ,38 (50 '/. , 38 日 0 38 - 0 038
8 次のlI■の 育えの^畠をつり手し上う.
(I)a aa N 4 12
A出をつけi)Il■
LO X4 I--ら4-y･
IO14､1 5yD
(2)856T0OJ)
?日 --･15年ズ
…与 .･て -- ∴
9 1日lしまLよう
くり
2 1
5 7
･2, .i - i -
･ ,- x o . ( ,- T O･,叫牛印 で東野6官7.
- 4 6 T O 8 - 4 - 0 9h･)か っ･7線5g完
4 分tLli小Bに.小Bは分LII=ljおしまLよう.
･.十 回 (2, 0･75.
1 0 /こ/三LさんがJtJtfもと. 46N70 8 の fIは 325868に
/jつJ二tうでT.
書えが正しいかどうか書4かめもJ=ri,あIJlこljら次のどの方iLでFr
かの暮Tか.0書つけfし▲う.
30Xh､'湖 と… ら… … 人… ^て.7｡… 6を印 すも.
37か6x708を･もう-JH M も･
30'Li三;三.0,亮 hO.三….700とhて･60り 00p380OO
lPXi2三't';^'t;Nk3/6'三'の帆 … ′二か" 'このとちらか'='J
- 15-
2 傾向
(1)達成率が高い措辞内容
①数に関して
｢小数のしくみ｣ (問題 1(7))
｢小敢相互の関係｣ (問題 1(2))
小数を構成する数字の意味理解についての
達成率は87%であり,小数点を右に移動さ
せて 10倍した小数を作ることについての達
成率は88%である｡十進位取り記数法に基
づいた小数の見方の指導の徹底が図られてい
るといえる｡
②計算に関して
｢小数についての計井の意味J
(問題2(日(2日4))
小数倍にあたる散見を求める立式(2)(4)は,
どちらの達成率も85%をこえており,包含
除場面の立式(i)の達成率は95%であるC小
数倍にあたる数量を求める場合や,包含除の
場合の計算の意味については十分な指導がな
されているといえる｡
(∋見積もりに関して
｢小払同士の積や商の見積もり｣ (問領8)
′ト数のかけ算については69%,わり井に
ついては64%の児童が計算結果の見積もり
ができている｡この内容はまだ新しいのが,
見積もりを取り入れた指導を実践している教
師が増えていることが分かる｡
(2)達成率が気がかりな措辞内容
①数に関して
｢小払相互の関係｣ (問題l(2))
O.35は3.5の何倍であるかをたずねた問題の
達成率は41%と低く,小数相互の関係を捉
えさせる指導が不十分であるといえる｡
r公約数｣ (問題 1(6))
24と36の最大公約数をたずねた問題の達成
率は55%で,つまずきの多くは,公約数で
はあるが最大ではない ｢6｣であった｡ ｢最
大公約数｣の意味について,丁寧な指導を行
う必要がある｡
r商分散｣ (間組 l(7))
3÷7の商をきちんと表すことについての
達成率は,34%と低い｡つまずきの例とし
ては,小数で表そうとした児童が32%で,
分数で表せばよいことはわかっているが,分
子と分母を逆に書いている児童が3%いた｡
割り切れない場合でも,分数で表せばきちん
と表すことのできるよさに気づかせることを
大切に扱う必要がある｡
r分散と小数の関係｣ (間通 4)
分数を小数に直すことについては63%.
小数を分数に直すことについては35%と,
低い達成率になったoただし,0.75について
は,75/100と書いた不完全正答の31%は含
めていない｡また,0.75についてのつまずき
でもっとも多かったのは.5/7または7/5で,
15%であった｡分数や小数の大きさについ
て丁寧な指導を行う必要がある｡
②計算に関して
r小牧のわリ算の意味｣ (問拐2(3))
等分除場面の立式の達成率は, 67%と低
い｡つまずき反応では,割る数と割られる数
を逆に書いたり (7%),無答 (12%)で
あったりするものがみられた｡図などを使っ
て問題場面の理解を十分に図る指導が不十分
であるといえる｡
r計算結果の活用｣ (問榎7)
整数のわり算の商を使って,小数のわり算
の商を求める間唐の達成率は,50%であっ
たO小数点の移動を間違えて,0.038や0.38と
答えるつまずきは.計41%であった.計井
の仕方についての十分な理解をはかりながら
丁寧に指導していく必要がある｡
｢分数の計算の習熊｣ (問題9)
異分母分数のひき算については.真分数同
士の計算の達成率が71%なのに比べ.帯分
数を含む計井の達成率は49%であった｡約
分途中の不完全正答とあわせても67%で,
低い達成率である｡
(診見積もりに関して
｢小軌の計算のしくみ｣ (間組3)
小数をかけたり割ったりしたとき,もとの
数より大きくなるか小さくなるかを正しく答
えることのできた児童は52%で,低い達成
率となった｡見積もりをするよさに気づくこ
とのでき.るような指導を工夫するとともに,
いろいろな場面においてその指導を繰 り返す
必要がある｡
｢整政の積の見積もり｣ (間組 10)
整数の積が正しいかどうかを調べる方法を
4種類の中から複数回答させた結果,どの方
法も30%程度であった｡50×700や 2けたX
3けたの方法を期待していたので,残念な結
果となった｡概数を用いて計算するよさが子
どもに分かる指導を行う必要がある｡
(深 井 文 雄 )
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第 6 学 左F
l 結 果 (調査対象児童数 1010名)
l つぎの 口 -=あては事も鵬 IFH ELよう.
･., 号 - は [司 - 丁･
･2)十 回=-
2 次のWEIをはんで.甘えを水t)も式をIFさtL▲う.
(,) .-の･Lさが 号 ･'の- ′'<プがか ノ‡T･
この且の/(イブ3mのtさは.柄-1でしょう.
求
(2)5i -のひもが^L)･tT･このひもを i･-TつにU･もと･
何事のt}もができるでしょう.
求
(3)iBのリ1t(ンの&さは8mあります.
これ胤 Iの川 ンの 号 ･=^ ,=もそうです･
十のリボンのAさは.何m-CL▲う.
(4)あもJL- はトラ" 一細 って･ ,- あr=り 号 h･の畑 を
J*L*T.
i 州 では･何hJの7k田をJJTでLFう.
(5)ひろしさんのCItは40111'T.
- 休1は､Uろしさんの休一の 吉 相だそうです･
Aの件Jは阿りでしょう.
3 口 にあては車も郎 かきfLよう.
i x4rl⊂ ]
･iから･ そ×4-
〟 (2X4)こ
先着斗3y.
雪□-[コ
結 果 と 傾 l占J
4 日暮し暮しよう.
･り 卜-[亘]
(2) 昔 日号;
･3阜5-匹]
･5, % ･号･[□
(8) を ･ 号 x 号 -
5
(7) i x 号 +! ､- エフ
5 次のlIJtを かけJlの式にfJおしfL▲う.
二･=･=
･2,5÷蒜:E･.3-□1□×∩
6 書えが3上り大きいitに 71んljOをつけまLFう.
･ ,3･ i ( )3- 号
( )･37号 ( )3- 一号
( )3÷ 玉 女LSs･ユ1. ( )- ii
, 2÷川 の… を,班 霊 獣 ;･調 号踊 準 収
自分の丁もJI■方法にOをつけfLよう.
( )左から付 にlI■ T も ( )かけ井の式に手と Y)て
1.2
(.)号×3･-言-貞治84.
(2)5÷3÷1.3=
12T8パ3=(2丁8) ★ 3
-1 巨 :I
1
E -3 ※ 3
=1 3371.
2÷6X3-2弓 × 3
2×1 ×3
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2 傾 ｢句
(1)達成率が轟い指導内専
(D計算に関して
｢分数のかけ算 ･わリ算の什算技能｣(間且4)
(】)旦x4 (95%) (2)旦Xl旦 (92%)
7 5 3
3 2.2
(3)了÷5 (88%) (5)盲~盲 (91%)
は､達成率を90%と設定していたので,逮
成率からみて,習熟できているのではないか
と考えられる｡
r計算方法の傾向｣(闘Jr7)
達成率は 98%で,ほとんどの子どもが自分の
しやすい計算方法を選んでいた｡傾向として
は左から順にする(33%)よりも,わり算も分
数の形に直し､かけ算の式に統一-してしよう
(65%)という子どもの方が多いという結果
がでた｡
(2)達成率が気がかりな柑jr内専
①計算に関して
｢分散の計算のJE味｣(間J72(3)(4))
(3)6÷31(58% ) (4)旦xl (51%)
3 45
の達成率からもわかるように今一歩である｡
立式の際,もとになる数量が何であるかをき
ちんと把握できていなかったり,そのもとに
なる数量をどうするのかという演算決定がで
きていない子どもが多かった｡6年生だけで
なく4年生5年生の時から,基準量のいくつ
分という意味や等分した大きさの意味を計算
技能とともに大師 ことりあつかう必要がある0
6年生では,数量に分数も入ってくるため,
条件を把握することが,整数や小数の場合と
比べてさらに難 しいということから,既習事
項の整数や小数の場合に振り返って考えさせ
たり,テープ図や面積図等の図を活用したり
して,条件を把握させるべき指導が必要だと
考えられる｡
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｢分数の打算の仕方｣(闘慮3)
2
-x4 は 口が (2×4)こ だから
言x4=響 =[] (完答 4,%)
からもわかるように,今一歩である｡つま
り ｢2/5×4 は口が (2×4)こ ｣
というところの口に.】/5が入らない
子どもが,半数以上いたということになるO
問題4での計算の技能が習熟できていても
その計算の仕方そのものを考えることにつ
いても,大切にすべきことである｡計舞の
仕方を考えることも大切だという認識を子
どもにもたせる指導が,必要だと考えられ
る｡
r分数の計算の¶f｣(間JZl4(6)(7))
(6)1+旦言 (48 %) (7)旦言+ix旦
24 3 5 7 5 7
(50%)からわかるように,演算の順序に
ついての子どもの認識が今一歩である｡演
算記号を考えずとにかく前から順にやって
いた｡分数の場合も整数や小数の場合の指
導と同じようにおりに触れ何度となく計算
の順序について,どうしてかけ算を先にす
るのか具体的場面で考えさせる指導が必要
だと考えられる｡
rかける数やわる散を lを基準にして判断す
る見方｣(P)Jr6)
(1)～ (6)の完答の達成率(52%)からわか
るように今一歩である｡-一つ-つ計算して
いってのミスもあるが,とにかくかける数
やわる数を1を基準にして判断する見方が
できていなかった｡分数の場合も整数や小
数の場合の指導と同じように,1を基準に
してその大小で判断する見方を,そのよさ
とともに指導する必要があると考えられ
る｡
(糸島 新太郎)
(平成11年4月24日受理)
第 2章 算数学力診断調査結果 とその分析
- ｢数と計算｣の領域-
1 第 1学年の算数学力診断結果とその分析
2 第2学年の算数学力診断結果とその分析
3 第3学年の算数学力診断結果とその分析
4 第4学年の算数学力診断結果とその分析
5 第5学年の算数学力診断結果とその分析
6 第6学年の算数学力診断結果とその分析
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第1学年算数学力診断調査結果と分析
-｢数と計算｣の領域-
調査 平成 10年 3月
調査対象児童数 865人
新学習指導要領において
▲上の学年に移行統合される内容項目
▼下の学年に移行される内容項目
★削除される内容項目
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担当者 (黒崎東洋郎)
調査項目1 10までの数の合成 ･分解
(1) 算数の学力
【数学的な考え方】
【表現 ･処理】
(2) 問題
(3)児童の反応
01つの数を2つの数の和と考えることができる｡
010までの数を,手際よく分解 したり合成 したりすること
ができる｡
1 口に あてはまる かずを かきましょうo
(1) いくつでしょうo【10までの数の分解】
① 7は 5と[コ ② 10は 8と[コ
(2) いくつになるでしょうo【10までの数の合成】
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
1 (1 ) (ら 2...83% ･75- 6%12 9② 76 8 1480 2
(2) (D 7...87% ･43- 8%
(4)反応から見た学力診断
①数の合成 ･分解 数を他の数の和,差,積などと多様に見ることができるよう
にし,数に対する感覚を豊かにすることが大切である｡そこで,
この間題では, 1つの数を他の数の和や差としてみる見方がで
きるかどうかを調査した｡
数を分解する見方ができた児童は,7の分解に関しては83
%,10の分解に関しては76%であった｡また,数の合成す
る見方ができた児童は,7の合成に関しては87%, 10の合
成に関しては84%であった｡期待値を90%と設定 していた
ので,結果は,期待値を下回るものであった｡
･つまずき反応 . 10の分解に関する主なっまずき反応は,18 (14%)や
:80 (2%)であった｡18というのは,10と8を合成 した
:ものと考えられる｡また,80という反応は, 10を8個と考
至えたものと考えられる｡l
- 10の合成に関する主なっまずき反応は, 73 (6%)で
:あった｡数字の位置の違いで数を表す問題と勘違いをし,数字
:を横並びに ｢73｣と置き,73と考えたものと考えられる｡
･つまずきの原因･ つまずきの原因としては,次の点が考えられる｡
l
. ア 数の合成 ･分解の見方の指導が不十分
: 10までの数の,合成 ･分解の見方に指導の徹底が不十分で
乙あることが指摘できるo
･ イ 操作の内面化が不十分I
･ ゲームを通して数の合成 ･分解の指導をするが,数を見て合
:成 ･分解する記号的段階まで高められていないと考えられる｡
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調査項目2 数の系列 ･順序
(1) 算数の学力
【数学的な考え方】
【知識 ･理解】
(2) 問題
○数の並びのきまりを見つけて,数系列を作ることができる｡
02とび,10とびの数の順序や系列を理解できる｡
1 口に あてはまる かずを かきましょうo
【2とびの数系列】
(3)2 4 8 12
【10とびの数系列】
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
1 (3) 完答 ...95%
(4) 完答 ...73% ア (100)に関して
ア (100)...95% ･99-1%
イ (110)...73% イ (110)に関して･20 -7%1 8
(4)反応から見た学力診断
･2･10とびの! 順序数としての数の概念を形成するためには,順序よく数をI
数の系列 ･順序.唱えたりすることが大切である｡
: そこで,この問題では,2とび, 10とびの数の系列 ･順IL1･;
匿 関する見方ができるかどうかを調査 した｡
･ 2とびの数の系列 ･順序に関する見方ができた児童は,95
!/Oであった｡一方, 10とびの数の系列 ･順序に関する見方が
:できた児童は73%と低い｡これは今回の指導要領から100
:を越える数について取り扱うことになっているが,これについ
!ての見方ができていなかったためである (73%)0l
･10とびの教科 10とびの数系列 ･順序に関するつまずきでは,(4)アで
列 ･順序に関す;100と見るところを99と見ているものが 1%いた(
るつまずき反応: また,(4)イで110と見るところを,200や101と
･見ている児童があわせて 15%いた｡これは, 100に続く数l
iを101や200と見ているものと考えられる｡
･つまずきの原因 ; っまずきの原因としては,次の点が考えられる.
: ア 100の前後の数概念の指導が不十分
･ 100を含めてその前後の数は,児童にはとらえにくい数でI
iある｡｢100より1,10小さい数｣｢100より1, lo大
:きい数｣という見方に触れさせたいものである｡
■ イ 10とびに数える経験の不足
･ 10とびに数える経験が不足 していると考えられる｡ 120I
･程度まで, 10とびに順序よく数える経験をさせたいものであ
;る｡この見方は, 10を単位 とする相対的な見方の基礎ともな
!る重要なことである｡
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調査項目3 数直線
(1)算数の学力
【数学的な考え方】
【表現 ･処理】
(2) 問題
01目盛りの大きさを考えて,数の大きさを判断することがで
きる｡
○数直線上の数を手際よくよむことができる｡
【数直線上の数をよitP】
2 1の かずを 口に かきましょうo
アロ イ□ ウ□
80 1 90 11001 110lll… … lllH lllll古 lll… llll…
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
2 ア 85...97%イ 99
(4)反応から見た学力診断
①数直線上の数を! 数直線には,数の大小,順序,系列等を直感的によむことが
よむ …できるというよさがある｡そこで,この間層では,数直線上に
･つまずき反応
表 した100前後の数を, 1目盛りの大きさを考えて数をよみ
とることができるかどうかを調査した｡
100までの数については,97%と非常に達成率が高い実
態であった (85をよむ-97%,99をよむ-97%)0
また, 100を超える数 105をよむことについては91%
であった｡期待する反応の達成率を90%と設定していたので,
数直線上の数をよむことについては,達成率がよく,好ましい
状況にあることが分かった｡
100を越える105という数のよみに関するつまずきを取
り上げると,一番多いのは 104であった｡これは目盛 りの数
の単なる読み間違いと考えられる｡ 101は, 100を越える
3数の理解が不十分と考えられる.
つまずきの原因:っまずさの原因としては,次の点が考えられるJ
; 105を1目盛り数え間違えて 104としたケアレスミスは
;問題ないが, 101とするのは問題がある｡数直線上の目盛りl
･と数が 1対 1対応できないためと考える｡ 100を越える数に
;っいては,特に,理解が難 しいので,丁寧に取り扱 う必要があ
:ると考えるa
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調査項目4 個数を工夫して数え,数字で表すこと
(1)算数の学力
【算数への関心意欲】 ○数えやすく工夫して数えようとする｡
【数学的な考え方】 010ずつにまとめて数えることを考えることができる｡
【表現 ･処理】
(2) 問題
○個数を数字で表すことができる｡
【個数を数えて数字で表すこと】
3 いく-' あるでL,よ:).
【2とびで数える】
(1)●● ●● ●●●●
【10のまとまりをつくって数える】
(2) ☆ ☆ ☆ ☆☆☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆☆☆☆ ☆☆ ☆
☆ ☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆☆ ☆ ☆ ☆ ☆
(3)児童の反応
34 ･･･4%
36･･･6%
(4)反応から見た学力診断
個数を数えること
2とびで数える
10ずっまとめて
･つまずき反応
具体的なものの個数を数え,これを数字で表すことは,数の
概念を形成 していく上で大切なことである｡ (1)の問題は,
20までの数について,数え方を工夫し2とびで正しく数える
ことができるかどうかを調べる問題である｡結果は97%と上
出来であった｡(2)の問題は,20を越える大きな数の数え
方を工夫 し,10ずつにまとめて数える問題であるO達成率は
800/.であった｡ 10ずっにまとめて数えるとい う考え方は重
点を置いて指導している割には,通過率80%はやや低いと考
えられる0
3 (2)のつまずき反応は, 34が 4%,36が6%で合計
10%を占めていたOこうした誤答は,単なる数え間違いした
;ケアレスミスのように見えるが,そうではない｡個数が多くな
:っているにもかかわらず, 順に数詞を唱えながら個数を数え,
リ 0ずつのまとまりをつくって数えるという数え方の工夫を括
:用していないため,数え間違いしたものと考えられる｡
･つまずきの原因 .iつまずきの原因としては,次の点が考えられる.
･(1)具体物を10ずつまとめて数える経験不足
乙 数えにくいものを, 10ずつにまとめ,束にする,囲むなど
:の工夫をして数えたり,数えやすいものに置き換えて数えたり
サ る体験が不十分なためと考えられる｡
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調査項目5 数の構成
(1)算数の学力
【数学的な考え方】
【知識 ･理解】
(2) 問題
○数の大きさを,10や 100を単位にして,そのいくつ分と
考えることができる｡
〇十進位取り記数法に基づく数の構成を理解することができる｡
【数の構成】
4(lT =10bkT誓 lA㌘ ㌔ -bゝ慧 崇 かずは□･2) 20は [コ を 1 [口 を 2-
(3)児童の反応
問 期待する反応 主なつまずき反応
4 (1) 73...86% 71 ...3%
(2) 完答 ...56% 100と20..4%
ア 100..71% 10... 7%
(4)反応から見た学力診断
100までの数の
数構成
･つまずき反応
･つまずきの原因
｢単位のいくつ分｣と見る見方から,100までの数の構成
をとらえることができているかどうかを調査した0
4 (1)は, 10と1を単位とする数の数の見方ができるか
どうかを調べたものである｡達成率は860/OであったO基本的
な数の構成なので,やや達成率は低いと考える｡
また,4 (2)は,｢100といくつ｣と言う見方ができる
かどうかを調査したものである｡達成率は56%であった｡達
成率としてはかなり低い｡新指導要領からは削除される内容で
あるが,やはり, 1年生にとっては難 しい内容と考えられる｡
73のつまずきは,｢71｣という反応が3%で一番多い｡
次に ｢21｣が多かった｡
120を数構成的に見る見方については,｢100と20｣
というつまずきが4%であった｡また, 100と捉えるべきと
ころを10と捉え,｢10と20で 120｣と捉えている児童
も3%いた｡
70という数も,｢10,20,30,･･ ,70｣と数え
･て70であり,｢10が7個で70｣という見方の指導が徹底l
萱していないためと考えられる｡数え棒やブロックを数える操作
;を通して,｢10を単位にいくつ分｣という考えに高める必要
-がある｡このことは120の数の指導でも同様である｡
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調査項目6 数の大小 ･順序
(1)算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】○進んで数の大小の判断し,小さい順に並べようとする｡
【数学的な考え方】 ○頭の位の数に着目して数の大小を判断することができる
【知識 ･理解】
(2) 問屠
〇十進位取り記数法に基づき,数の大小 ･順序を理解すること
ができる｡
【数の大小 ･順序】
5 ちいさい じゆんに ひだりから ならべましょうo
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
5 完答 ...89% ･｢19,28,76,91,35｣..2%71, 91, 2835 9
(4)反応から見た学力診断
100までの数のi 10Oまでの数の大小 ･順序をとらえることができているかl
大小 ･順序 享どうかを調査したO
達成率は期待 していた900/.に近い89%であったOしたが
って, 100までの数の大小 ･順序はおおむね達成できている
と考える｡
なお,数の大きい順に並べている児童もあったが,大小 ･順
序が合っていればよいと考えて,正答として処理したO
･つまずき反応 ■ ｢19,28,76,91,35｣というつまずきが2%
つまずきの原因
｢76,91,28,35, 19｣というつまずきが2%あっ
た｡
｢19,28,76,91,35｣というつまずきの原因は,
19と28の大小,76と91の大小,28と76の大小 まで
は,上手に大小比較したものの,残りの35の取り扱いにまで
根気が続かなかったのかも知れない｡こうした見方からつまず
きをとらえると,数の大小や順序の理解が甘いと言うよりも,
数多くの数の大小比較を順序よく並べることに抵抗があったと
考えられる｡
こうしたつまずきをする児童の最大の要因は,数を概観 して
から数の大小や順序を考えるという問題解決の態度に問題があ
ると考える｡
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調査項目7 絵を見ての加減の演算決定
(1)算数の学力
【数学的な考え方】○絵から演算決定に必要な情報を収集することができる
【表現 ･処理】 ○具体的な数丑に着目して,たし算やひき舞の式で表すことができ
る｡
【知識 ･理解】 ○合併や求差の場面を理解することがで､きる
(2) 問題
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
6 (1) 3+2...87% ･式をかかず答えのみ･..10%無答 .. 2%
(4)反応から見た学力診断
･絵を見て演算決定 ･ 問題場面の絵から情報を収集 して,たし算とひき算の演算決
すること
･つまずき反応
定する問題であるO
演算決定問題としては,たし算は合併の問題,ひき算は求差
の問題を取り上げた｡結果は,加法についての達成率は87%,
引き算については72%であった｡
なお,答えのみ書いている児童も,式は書いていないものの
演算は分かっているものと見なすと,たし算については97%,
引き算については90%の達成率となり,たし算とひき算の演
算決定力はおおむね育成できていると見なすことができる｡
たし算,ひき節ともに答えのみの児童が,それぞれ 100/0,
18%ものがいた｡また,(2)はひき算なのに,加法で表 し
ていた児童がいた｡
つまずきの原因一 答えのみ書いている児童は,答えは結果を書くことであると】
喜いう意識が強く,式を書くことも答えであるという意識に乏 し
:い児童と思われる｡無答の児童等は,絵から必要な数量を取 り
:出して演算決定する力がまだ十分育っていなかったり,たし第
･ひき算の意味が捉え切れていないためと考えられる.)
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調査項目8 文章題を読んで加減の演算決定をすること
(1)算数の学力
【数学的な考え方】○文章題から演算決定に必要な情報を収集することができる
【表現 ･処理】 ○文章題の具体的な数量に着目して,たし算やひき算の式で表すこ
とができるo
【知識 ･理解】 ○増加や求残の場面を理解することができる
(2) 問題
【文章題による演算決定】
7 こたえを だす しきを かきましょう｡
(1)ばすに5にんのっていました｡
3にんのってきました｡
いま,ばすに,なんにん のって いるでしょうL.
(2)みかんが 5こ あります｡
3こ たべると なんこに なるでしょう｡
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
7 (1) 5+3...93% ･式をかかず答えのみ･4%5- 2...1
(2) 5-3...93% ･式をかかず答えのみ･..4%513...1%
(4)反応から見た学力診断
文章題をよんで演
算決定すること
･つまずき反応
文章題を読んで情報を収集 し,たし算とひき算の演算決定す
る問題であるd 演算決定問題としては,たし算は増加の問題,
ひき算は求残の問題を取り上げた｡結果は,増加の場合の加法
についての達成率は93%で,求残の場合のひき算についても
93%であった｡なお,答えのみ書いている児童も,式は書い
ていないものの演算は分かっているものと見なすと,たし算に
ついては97%,引き算については97%の達成率となり,文
章題を読んでのたし算とひき算の演算決定力は十分育成できて
いると見なすことができる｡
たし算,ひき算ともに答えのみの児童が,ともに4%いた｡
また,増加の場面を引き算で表 したものが 1%,求残の場合
を加法で表したものも1%いた｡
つまずきの原因! 答えのみ書いている児童は,式を書くことも答えであるといl
喜う意識に乏しい児童と思われる｡演算の間違いについては,操
:作的活動が,必ずしも計算の意味に結びついていないためと考
享えられるo
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調査項目9 10の補数
(1)算数の学力
【数学的な考え方】010の合成 ･分解の見方を活用して､10の補数を考えることが
できるO
【表現 ･処理】 ○数図を見て､手際よく10の補数を見つけることができるし,
(2) 問題
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
8 (1) 3...93% ･7...4%
(4)反応から見た学力診断
･10の補数を見つ≡ 10の合成 ･分解と関連して,10の補数を見つけることは
･つまずき反応
繰り上がりのあるたし算や繰 り下がりのあるひき算を手際よく
計算する ｢計算の仕方｣を見出す上で基礎となる大切な見方 ･
考え方であるし.そこで, 10の補数が手際よく見出すことがで
きるかどうかを調査した｡結果は,10に近い7の場合の達成
率は93%,10から遠い4の場合は91%であった.,おおむ
ね達成できていると考えてよいと思われる｡.
主な誤答例は,7を見て 10の補数を言 う場合の誤答例は
･｢7｣で,4%を占めていた｡また,4を見て10の補数を言l
≒う場合についての誤答例は ｢4｣で,4%を占めていたO
つまずきの原因: ｢7｣｢4｣を見て10の補数を取り出す誤答が ｢7｣｢4｣
≡であったということは,題意を読み間違いと考える｡,
･ この問題は,10の補数をイメージとして捉えやすくしていl
.るために､わざわざ数図で ｢7｣｢4｣を示している｡
: 単なる問題の読み違えならいいが,数図を見て直感的に10
:の補数が言えないようでは､数の加法的 ･分解的イメージを頭
･の中に思い浮かべることができるまでに至っていないと考えら
:れる｡,
: 数図を見て10の補数が言える､数字カー ドを見て 10の補
:数が言えるなど､ 10の補数についての繰り返し練習が重要で
!ある日
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調査項目10 繰り上がりのある基数同士のたし算の仕方
(1)算数の学力
【数学的な考え方】O｢たされる数の10の補数に着目し､加数分解 してたす｣という
たし算の計算の仕方を考えることができるし.
【知識 ･理解】 ○繰り上がりのあるたし算の仕方を説明することができる∩
(2) 問題
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
(4)反応から見た学力診断
･繰り上がりのある･ この間題では,被加数を見て10の補数を意識 し,加数分解
たし算の仕方 ;して繰り上がりのあるたし算の仕方を見出すことができるかど
:うかを調査した､.計算の過程を問い,穴埋め方式を採用した.
: 結果は,上記の表の通り達成率は42%と低い.ノ計算の仕カ
をー生み出す考えができにくい実態が判明した.一I
･つまずき反応 . 誤答のうち,第 1段階の ｢9に1たして 10｣と言う10の
:補数を意識できても,第2段階で ｢10と3で13｣とか ｢9
:と3で12｣などとつまずいている児童が合計 37%いたL,
･つまずきの原因･ 10の補数を意識できるまでに至っていても､第 2段階でつl
!まずくのは,3+7十4のよ')な3口の計算で､筋道を立てて
:計算の仕方を考える指導が不十分なためと考えられるリ
: 例えば､計算の仕方を声に出して､｢3と7で10, 10と
･4で14｣というように､筋道を立てて説明できるまで高めて
.おくことが重要であると考える一,
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調査項目11 繰り下がりのあるひき算の仕方 (基数同士の加法の逆)
(1)算数の学力
【数学的な考え方】010から9をひくことに着日し､減加法による繰り下がりのある
計算の仕方を考えることができる(.
【知識 ･理解】 ○繰り下がりのあるひき算の仕方を説明することができろ.こ
(2) 問麹
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
(4)反応から見た学力診断
繰り下がりのある
たし算の仕方
･つまずき反応
･つまずきの原因
この問題は,減数9を見て ｢10から9を一気に引いて減数
を加える｣という滅加法を用いて､繰 り下がりのあるひき算の
仕方を見出すことができるかどうかを調査するものである′,
上記の通り,達成率は40%と低く,計算の仕方を生み出す
考えができにくい実態が判明したく.
つまずき児童の内,｢10から4ひいて｣などと､数図に目
を奪われ､数図に表れない減数 9を4と間違えている児童が8
%いたO第 1段階の ｢10から9をひいて1｣と言 うところま
では到達しているものの,｢10から9ひいて 工 4と6で 1
0｣(2%)の例のように第2段階でまずきをしている児童が
合計 14%いた,.
｢10から4引いて｣と第1段階からつまずいている児童は､
滅減法で ｢14から4ひいて ･ ･｣と計算しようとする考え
が強く､誤ったものと考えられる.減加法の考えのよさが分か
らないためと思われる.また､｢10から9引いて｣という第
1段階は通過しても第2段階でつまずく児童は, 1O-3十4
のような3口の計第の仕方を､ 順々に考えるという論理をつな
ぐ力が育っていないためと考えられる.､
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調脊項田12 基本的なたし算 ･ひき算の計算技能
▲問題 10(7)(S)<2位数同士の加減計算2年に移行統合>
(1)算数の学力
【表現 ･処理】 ○くりあがりのあるたし舞や繰 り下がりのあるひき算等を手際よく計
算できる｡
03口の計算を手際よくできるユ
○数構成に基づく計算ができる .
【知識 ･理解】 ○数構成に基づく計算を通して十進位取り記数法の理解を深めること
ができる､.
(2) 問題
10 けいさん しましよう.
(1)7+3 (2)ll-8
(3)2+8+4 (4)4+6-4
(5)13-3+5 (6)7十0
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
10 (1) 10...97%
(2) 3...91%
(3) 14...94%
(4) 6...91%
(5) 15...86%
(6) 7...95%
▲(7) 50...92%
▲(8) 53...87%
(3)児童の反応
(4)反応から見た学力診断
･たし算ひき算 ･ 問題 (1)(2)(6)は,基数同士の基礎的なたし算ひき算!
!である‥ 90%を越えているので,おおむね達成できていると
…考えられる._予想 したとおり,たし算や 0のた し算に比べて線
:り下がりのあるひき算 (2)の達成率はやや低い傾向にあった√
･ 問題 (3)(4)(5)は､｢10といくつ｣と言 う見方を括l
≒用する3口の計算である,(3)は繰 り上がりのあるたし算､(4)
;は繰 り下がりのあるひき算の基礎 となる計算である-_.達成率は
:ともに90%を越えているので､おおむねよいと考えられる(,
･ 問題 (7)(8)は数構成に基づく計算である｡(7)の達成
…率は92%でおおむねよいが,(8)については87%で達成
:率が想定した90%を切っている,.
: 新しい指導要領では (8)の指導内容が 1学年から2年生に
:移行されるようであるが,達成率が不十分な実態からすれば､l
.移行するのは望ましいといえる〔.
･つまずきの原因: 問題 (1)(2)のような基礎的基本的な計算の習熟ができ
:ていないのは,繰 り返 し練習が不足 している'.その単元を学習
･したときだけ練習するのではなく,習熟できるまで繰 り返 し練I
i習を重視する必要がある｡.もちろん､楽 しみながら取 り組める
:繰 り返し練習を工夫する必要がある｡
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調査項目12 ひき算の作問
(1)算数の学力
【関心 ･意欲】 03枚の絵から,風船の数に着目し,進んでひき算の話を作ろうと
する｡
【知識 ･理解】 ○ひき算の話作りを通して求算の場面理解を深めることができる｡
(2) 問題
(3)児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
ll 完答 ...87% ･被減数を忘れた作問
例 になっている
風船を5こもっていますo 2%
2ことんでいきましたo ･5-3になっている
(4)反応から見た学力診断
たし算ひき算 この問題は,ひき算の作問である｡ひき算の式指導では,具
体的な問題を抽象的な式に表すことと,逆に.式から具体的な
ミ問題場面を読むことの両面がある｡一般的には,式を見て作問
:するが,1年生なので3コマの絵を見せて5-2の話を作らせ
;るようにしたO1
･ 結果は87%の達成率で,おおむねよいと思われる｡これは,
:学校現場で作問指導を重視した算数の授業が多く観られること
:に起因する｡
･つまずき反応 一 つまずき反応としては,被減数の5を忘れた作問になっていl
!る児童が2%いた｡また, 3コマ目の風船3個に目を奪われ,
:5-3の作問になってしまっている児童が 1%いた｡
: また,無回答の児童も2%いた｡
･つまずきの原因･ 5-2のひき算の作問を作りやすいように,3コマ浸酎 こしl
■ているが,オープンセンテンスの作問ではなく,クローズ ドに
:なっていた点が考えられる｡すなわち,5-2ではなく5-2
≡-3になっている点で,作問しにくい点が上げられる｡どちら
‡で問いかけるのがよいのか検討を要する｡作問指導では,作りl
･切りの指導が多いが,解き合わせるなどして,正しく作問でき
:たかどうかを振り返らせることが大切である｡
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第2学年算数学力診断調査結果と分析
-｢数と計算｣の領域-
調査 平成 10年 3月
調査対象児童数 1030人
新学習指導要領において
▲上の学年に移行統合される内容項目
▼下の学年に移行される内容項目
★削除される内容項目
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担当者 (新瀬陽子 ･鈴木隆幸)
調査項目1 1000までの数の表 し方と数の構成
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 01000までの数をよんだり,表 したりすることができる｡
【知識 ･理解】 0100Oまでの数のしくみを,十進位収記数法に基づいて理解
することができる｡
(2) 問題
1 あわせていくつになるかを数字でかきましょうo
(3) 児童の反応
問 ■題 期待する反応 主なつまずき反応
i (1) 234...88% 20031,2304など
(A) 反応か ら見た学力診断
数の表 し方 と構
成
･つまずき反応
･つまずきの原因
｢100の束｣ ｢10の束｣ ｢1のばら｣の数を,それぞれ
異なる記号を用いるのではなく.数字をか く位置によって表す,
十進位取記数法についての理解を深めることが大切である｡
そこで,この問題では, 3桁の数を数え樺を使 って表 したも
のを,十進位取記数法に基づいて数字でかくことができるかど
うか調査 した｡
空位のないものについては88%,空位のあるものについて
は86%,であった｡
期待する反応の達成率を90%と設定 していたので,結果は
期待値をやや下回るものであった｡
つまずき反応としては,例えば,問題 (1)の234を
20034や2304のようにかいたものや,また,単に,数
え棒を数え間違えて,例えば,問題 (2)の205を204や
206のようにかいて しまったケアレスミスなどがあった｡
つまずきの原因としては,次の点が考えられる｡
205を204や206としたケアレス ミスは問題ないが,
234を20034や2304とするのは,問題がある｡
これは,それぞれの束の数を (決められた位置に)かけばよ
い十進位取記数法の理解が不十分なため,数を読んだままかき
表 して (命数法) しまったと考えられる｡
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調査項目2 10000までの数の表し方と数の構成
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】
【知識 ･理解】
(2) 問題
010000までの数をよんだり,表 したりすることができる｡
010000までの数のしくみを,十進位取記数法に基づいて理
解することができる｡
1 あわせていくつに なるかを 数字で かきましょうo
(3'回 ㊥⑳ ◎ ① ① (4k O① ① ①①
(3) 児童の反応
問 題 期待す~る反応 主なつまずき反応
1 (3) 2312..84% 230012.2311など
(4) 反応から見た学力診断
数の表 し方と構
成
･つまずき反応
･つまずきの原因
｢1000の束｣｢100の束｣｢10の束｣｢1のばら｣
の数肴,それぞれ異なる記号を用いるのではなく∴数字をかく
位置によって表す.十進位取記数法についての理解を深めるこ
とが大切である｡
そこで,この間題では,4桁の数をお金の図により表 したも
のを,十進位取記数法に基づいて数字でか くことができるかど
うか調査 した｡
空位のないものについては84%,空位のあるものについて
は89%,であった｡
期待する反応の達成率を90%と設定 していたので,結果は
期待値をやや下回るものであった｡
つまずき反応としては,例えば,問題 (1)の2312を
230012のようにかいたものや.また,単に,お金を数え
間違えて,例えば2311や2313のようにかいて しまった
ケアレスミスなどがあった｡
つまずきの原因としては,次の点が考えられる｡
2312を2311や2313としたケアレスミスは問題な
いが.230012のようにするのは,問題がある｡
これは, 1000までの数の十進位取記数法の理解が不十分
なため,数が10000まで拡張されても同 じようにつまずい
てしまったと考えられる｡
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調査項目3 数の相対的な見方
(1) 井数の学力
【数学的な考え方】010や100を単位にして数の大きさをとらえることができる｡
【知識 ･理解】 〇十進位取り記数法に基づく数の構成を理解することができる｡
(2) 問題
2 口に あてはまる 数を かきましょうo
(1) 180は 10を[= 二二 】こ あつめた数ですo
(2) 4500は 100を⊂ = コ こ あつめた数ですo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまづき反応
2 (1) 18...79% 8...9%
(4) 反応から見た学力診断
数の相対的な見
方
･つまずき反応
･つまずきの原因
かずの相対的な見方とは,10や100などを単位にして,
それらのいくつ分で数の大きさをとらえる見方である｡相対的
な見方は,数のしくみの理解を深めたり数感覚を豊かにしたり
計井の結果を見境もったりする上で大切である｡
10を単位にする数の相対的な見方については,79%,
100を単位にする数の相対的な見方については,81%とい
う達成率であった｡達成率はやや低いと考えられる｡
問題 (1)のつまずき反応として. ｢8｣と書いたものが一
番多く9%であった｡問題 (2)についても同様の間違いが若
干見られた｡
つまずきの原因として考えられるのは,180を ｢10のい
くつ分｣ととらえる相対的な見方と180を ｢100を1つと
10を8つ合わせた数｣と見る見方とを混同したためと思われ
る｡
十進位取り記数法に基づく数の構成を理解するためには,ど
ちらの数の見方も大切なものであるので,数え棒やお金模型な
どを使い具体的な操作を通して.どちら考え方も更に丁寧に理
解させていく必要があると思われる｡
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調査項目4 たし算やひき井の筆井
(1) 井数の学力
【表現 ･処理】
【知識 ･理解】
(2) 問題
○ (2位数)± (2位数), (3位散)- (2位散)の筆算を,
-の位から順に.繰り上がりや繰り下がりに気をっけて計算で
きる｡
〇十進位取記数法の理解を深めることができる｡
3 計芳 しましよ う o
(1) 27 (2 ) 9 6 (3 ) 7 2 (4) 1 2 6
+35 +3 7 - 2 8 - 3 2
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
3 (1) 62....97% 52
(2) 133...93% 123
(3) 44....87% 100,56
(4) 反応から見た学力診断
たし井やひき井
の筆昇の技能
･つまずき反応
･つまずきの原因
筆算には,桁数がどんなに大きくなっても.1位数同士のた
し算 ･ひき井を,位ごとに,いくつかのきまりに従って行えば
答えが求められるというよさがある｡ 従って,筆算の学習では
筆井の手順 (アルゴリズム)を習熟させることが大切である｡
そこで,この問題では,たし算やひき算の筆算の技能が身に
付いているかどうかを調査 した｡
(2位致)+(2位数)に関しては,繰り上がりが1回ある
計井については97%,繰り上がりが2回ある計算については
93%であった｡ (2位数)- (2位致)で繰り下がりが 1回
ある計昇については87%, (3位数)- (2位致)で繰 り下
がりが1回ある計算については85%であった｡
期待値を90%と設定 していたので,ひき算については,結
果は期待値をやや下回るものであった｡
特番のあるつまずき反応は,数としては少ないが.たし井で
は,練り上がりを忘れていたり.ひき芽では.ひける方からひ
いたりするつまずきが目についた｡問題 (3) (4)のひき井.
の計井については,たし算にするというケアレスミスも見られ
た ｡
つまずきの原因としては,次の点が考えられる｡
･1位数同士のたし第 ･ひき昇での計算 ミス
･繰り上がり,繰り下がりの理解が不十分なため
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調査項目5 1位数同士のかけ算 (九九)の計算
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 〇九九を暗記し, (1位数)× (1位致)の計算が手隙よくでき
る｡
【知識 ･理解】
(2) 問題
○かけ井九九を確実に唱えることができる｡
3 計算 しましようo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応
3 (5) 28.....92%6 63 5
(7) 48....87%
(4) 反応から見た学力診断
九九の技能
･つまずき反応
･つまずきの原因
九九を誤って覚えて しまうと,今後の学習に対 して大きな妨
げとなる.従って,導入の時期に九九を確実に身につけさせる
ことが大切である｡
そこで,この問題では,九九の中でも児童が間違えやすいと
思われる以下の3問について調査 した｡
7×4については92%,9×7については95%であった
が8×6については87%と,期待値として設定 した90%を
やや下回った｡
問題 (7)の8×6については7×6の横42と答えを混同
している児童が若干見 られた｡
つまずきの原因としては.6の段以降は, 5の段までに比べ
て覚えにくいにもかかわらず,練習時間が不十分であるため,
九九が確実に身についていないものと思われる｡
したがって,新指導要領のもとでは,算数科のゆとりの時間
を利用 し,ゲームやパズルなどの楽 しい学習方法を工夫 しなが
ら,繰り返 し九九の習熟を図ることが必要になると思われる｡
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調査項目6 数直線
(1) 算数の学力
【数学的な考え方】 01目盛りの大きさを考えて,数の大きさを判断することがで
きる｡
【表現 ･処理】
(2) 問題
○数直線上の数を手際よくよむことができる｡
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
4 ア 850...81% 805...12%イ 99 74 999
(4) 反応から見た学力診断
数直線上の数を
よむ
･つまずき反応
･つまずきの原因
数直線には,数の大小,順序,系列等を直観的によむことが
できるというよさがある｡そこで,この問題では,数直線上に
表 した1000前後の数を, 1目盛 りの大きさを考えてよみと
ることができるかどうかを調査 した｡
850をよむことについては,81%の達成率であったが,
990については74%,1050については55%と達成率
は低 く,1･000前後の数を,1目盛 りが10になっている数
直線上で読むことはできにくいという結果がでた｡
990をよむことに関するつまずきについては,999が一
番多く12%であった｡ これは1目盛 りを1としてよんで しま
った間違いであるが,1050でもやはり,同様の間違いで
1005とよんだっまずきが12%見 られた｡また, 1050
のよみでは,1日盛りを100と考えた1500が一番多 く,
22%も見られた｡
つまずきの原因は,数直線上の 1日盛りの大きさを正 しくと
らえられないためと考えられるo また, 1000までの数につ
いては10とびで数えられるが.1000を越えた途端に100
とびになって しまう子どもが多いためとも考えられる｡1目盛
りの大きさが 1ではない数直線については,特に,数をよみと
ることが難 しくなると思われるので.丁寧に取り扱 う必要があ
ると考える｡
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調査項目7 1000までの数の大小比較 ★問庵5(2)<不等号の記号は削除>
(1) 井数の学力
【数学的な考え方】○上の位の数字から朋に比べて,数の大小を判断することができ
る｡
【表現 ･処理】 〇十進位取 り記数法の しくみをもとにして, 1000までの数の
大小を比較することができ,不等号 くく.>)を使 って,それ
を式に表すことができる｡
(2) 問題
5 どちらの 人数が 多いか くらベてみましょうo
≡ ≡ 竿
(1)どこのくらいを見れ仙 17Llう. ] を 見ればよいo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
5 (1) 十の位 ..68% 百の位 ..10%- .2
(4) 反応から見た学力診断
数の大′J＼比較と
不等号の意味
･つまずき反応
･つまずきの原因
数の大小比較をする際には.まず,何の位の数字を見ればよ
いかを考えさせ,上の位の数字から朋に比べていけばよいこと
に気づかせることが大切である｡そこで,この問題では,
1000までの数の大小比較の中でも,百の位の数字が同 じな
ので十の位の数字で比べなければならない場合について,十の
位に着目して大小を比較 しているか,また,不等号 (<,>)
を使って,それを式に正 しく表 しているかどうかについて調査
したO
十の位を見て比べたとはっきり答えられた児童は, 68%と
達成率が低い実態であったが,数の大小比較自体は, よくでき
ており,不等号を使 って正 しく式に表せている児童は97%で
あった｡
問題 (1)の ｢どこの位を見ればよいか｡｣という問題に関
する主なっまずき反応は, ｢百の位｣が10%, ｢-の位｣が
2%であった｡
678と692の大小比較がよくできていることか ら考えて
問題 (1)については.問題の意味 (問われていること)のよ
く分からなかった児童が多かったのではないかと考え られる｡
授業では,単に数の大小が比較できればよいのではなく,ど
この位の数字を見てそう判断 したのかを説明させるなどして,
数の大小比較をする際には,上の位の数字から川かこ比べていけ
はよいことに気づかせるような指導を していく必要があると考
えられる｡
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調査項目8 不等式 ★問題6<不等式は中学校へ移行統合>
(1) 井数の学力
【表現 ･処理】
(2) 問題
○問題場面の中から数量の関係をっかみ,不等号 (<,>)
を用いて放免の大小関係を式に表すことができる｡
★6 つぎの もんだいをよんで しきに かきましょう○
ひろしさんの 小学校の 男の子120人と 女の子
(3) 児童の反応
問題 期待する反応 主なつまずき反応
★6 120+150<300 120+150-270
(4) 反応から見た学力診断
不等号を使った
数量の大小関係
の式の表し方
･つまずき反応
･つまずきの原因
式は,単に計井の過程と答えを表すものとしてとらえさせる
のではなく,事柄や数量の関係 (相等関係や大小関係)を表し
ているものとしてとらえさせることが大切である｡そこで,こ
の間題では,不等号 くく,>)を使って,270く.300とい
った数の大小関係から120+150と300の大小といった
数量の関係へと発展的に考えさせて,式に表すことができるか
どうかを調査 した｡ しかし.不等号を使って数量の大小関係を
式に表すことができたのは,7%と達成率は非常に低い状態で
あった｡
主なっまずき反応では, ｢120+150-270｣という
等号 (-)を用いて計井の答えを表 した式が多 く,全体の69
%を占めた｡
等号や不等号を用いて,数量の相等関係や大小関係を正 しく
式に表すことができるようになるためには,これまで以上に,
具体的な場面を式に表 したり,逆に,式から数量の関係を読み
取ったりする指導が必要になってくるO
つまずきの原因としては,r120+150-270｣と,き
ちんと表現できるにもかかわらず,｢120+150<300｣
と書き表す必要感を子どもが感じていないということが考えら
れる｡この内容が.新指導要領において,2年生から削除され
中学校へ移行統合されることは,好ましいことである｡
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調査項目9 かけ算の適用題
(1) 算数の学力
【知識 ･理解】 O ｢～の何倍｣の意味や.単位とする大きさのいくつ分かを求め
るときにはかけ井を用いればよいことが分かる｡
(2) 問題
7 こたえを だす しきを かきましょうo
(1)赤の リボンは 3mですo胃の リボンは 赤の 2ぱ
いの 長さだそうですo青の リボンは なんmで しょうo
(2)ケーキの はこが 3はこあります0 1はこに ケーキは
2こずつはいっていますo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
7 (1) 3×2...43% 3+2....25%2×3 .7mX2m 3
(4) 反応から見た学力診断
問題場面をかけ
算の式に表す｡
･つまずき反応
･つまずきの原因
かけ算は,1つ分の大きさが同じで,それがいくつ分かある
時に,その全体の大きさを求める場合に用いられるということ
杏,かけ算の学習の早い段階で児童に理解させておくことが大
切である｡そこで,この問題では, ｢～の何倍｣と示 された問
題と ｢単位とする大きさ (基準量)｣の方が ｢いくつ分｣より
も後に示されている問題について,正 しくかけ算の式に表すこ
とができるかどうかを調査 した｡
正 しく立式できた児童は, (1)の ｢～の何倍｣と示された
問題に関 しては43%, (2)の基準虫の方が後に示されてい
る問題に関 しては35%となり,達成率は低い実態であった｡
問題 (1)に関する主なっまずき反応は, 3+2が25%,
2×3が7%,3mX2mが3%であった｡
問題 (2)に関する主なっまずき反応は. 3×2が41%,
3+2が6%であった｡
つまずきの原因としては,次の点が考えられる｡
ア ｢～の何倍｣の意味の理解が不十分であること
イ ｢○のロつ分｣という言葉が,かけ算に,ある程度はつ
ながっているものの,具体的な問題文の中から,何が○
(基準母)で何が□ (いくつ分)であるかを読み取れるま
では,理解が深まっていないこと
以上のことから,かけ算の式についての指導は,これまで以
上に時間をかけて.丁寧に行 う必要があると考えられる｡
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調査項目10 答えが同じになるかけ算
(1)算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】 ○答えが同じになるかけ算をすべてみつけようとする｡
【数学的な考え方】 01つの数を他の数の積とみる見方ができる｡
(2)問題
8 こたえが つぎの 数になる かけ算の しきを ぜんぶかきま
しよう○
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
8 仙 2×6,6×2,3×4,4×3完答 ...81%
(2) 4×9,9×4,6×6 4×9あるいは9×4が不足..6%
(4)反応から見た学力診断
答えが同じにな
るかけ算
･つまずき反応
つまずきの原因
数を他の数の和,差,稗などと多様にみることができるようにし
数に対する感覚を豊かにすることが大切であるOそこで,この間題
では,1つの数を他の数の積とみる見方ができるかどうかを調査し
た｡
1つの数を他の数の積とみる見方ができた児童は, ｢12｣に関
しては81%, ｢36｣に関しては70%であった｡
主なつまずき反応は, ｢12｣ ｢36｣のどちらに関しても,誤
答は少なく,答えが同じになるかけ算をすべて書き出せていない不
完全なものがほとんどであった｡特に, ｢36｣に関しては,4×
9あるいは9×4が不足している児童が6%,6×6が不足してい
る児童が10%いた｡
つまずきの原因としては,次の点が考えられる｡
･1つの数を他の数の積とみる見方が不十分
答えが同じになるかけ算のあることは,九九を構成していくと
きに気づいているが,九九表を使ったり,九九を唱えたりしなが
らいろいろな方法で答えが同じになるかけ算をみつける活動をす
る必要がある｡
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調査項目11 乗数が1ずっ増えるときの積の増え方
(1)算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】○既習事項を活用して.かけ算の答えをみつけようとする｡
【数学的な考え方】 ○乗数が1増えると積は被乗数だけ増えるというきまりをみ
つけることができる｡
(2)問題
(3)児童の反応
問 題 期待する反応
9 (1)かける数が1ふえると,こたえは7ずつふえる
完答 ...70%
(2) (ア) 7×4-28だから,28に7をたす - .20%
(イ) 5×7をする ...46%
(4) 反応から見た学力診断
乗数が1増える
ときの積の増え
方
既習の九九の活
用傾向
九九を構成するときには,乗数が1増えると積は被乗数だけ増え
るというかけ算のきまりがわかることは大切である｡そこで,問題
(1)では,7の段の九九について,乗数が1増えると,答えは被乗数
だけ増えるという見方ができるかどうかを調査したO
その結果,かけ算のきまりが答えられた児童は70%であった｡
主なつまずきの反応は, ｢かける数が1ふえると｣ということを書
かないで, ｢答えは7ずつふえる｣とだけ答える子どもがほとんど
であった｡つまずきの原因としては,九九のきまりについて,かけ
算の積の増加と,乗数の増加の関係が十分理解されていないと考え
られる｡九九を構成するときに,乗数が1増えると,答えは被乗数
だけ増えることをよりていねい指導する必要がある｡
また,問題(2)では,オープンな問題を設定して7×5の答えの出
し方の傾向を調査した｡結果は,複数回答で, (イ)交換法則型が
46%, (ア)関数型が20%, (ウ)累加型が17%であったO
問題(1)で,7の段のきまりが答えられた児童が70%いたにもか
かわらず,7×5の答えを見つけるのに,そのきまりを活用して,
(ア)7×4-28,28に7をたして35とした児童は,わずか
20%であったD九九のきまりは知っているが,十分活用すること
はできていないと考えられるOまた,交換法則の考え (イ)5×7
を活用しようとする傾向の子どもが多かったO
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調査項目12 答えのたしかめ
(1)算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】 ○既習事項を活用し,筆算やかけ算の答えのたしかめがで
きる｡
(2) 問題
10 こたえの たしかめします｡
じぶんの たしかめかたに ○をつけましょう｡
(1) 53 (ア)26十27を 計算して 53になるか
-27
(2) 7×6-4
どうかを たしかめる｡
(イ)もういちど 53-27を 計算して?
?
?
?
?? ? ?
?
?
?
?
(ウ)
? ?
?
?
?
?
?
?
?
ー ?
ー
? ?
ー ?
??
?
?
なるか どうかを たしかめる
や / を つかって たしかめる
6かい たして たしかめる｡
?
たしかめる｡
35に 7をたして たしかめる
を つかって たしかめる｡
(3) 児童の反応
問 題 反応 (複数回答)
10 (ア)逆算型 - .53%
(イ)再思考型 ...38%
(ウ)操作型 - .18%
(エ)累加型 - .21%
(オ)法則型 ...52%
(カ)関数型 ...30%
(4)反応から見た学力診断
答えのたしかめ 2年生では,たし算やひき算に関して成り立つ性質は結合法則や
交換法則を中心に学習しているが,その他にたし算とひき算の相互
関係から,たし算のたしかめにひき算を活用したり,ひき算のたし
かめにたし算を活用したりすることも大切である｡
そこで,この間葛では,ひき算とかけ算の答えのたしかめ方につ
いて,計算に関して成り立つ性質が活用できているかを調査した｡
問題(1)では,くりさがりのあるひき算の筆算の答えのたしかめ方
をたずねている｡その結果,減法が加法の逆算になっていることを
用いてたしかめをする児童が53%いたCそして,もう-度同じ計
算をする児童が38%,計算棒を用いる児童は18%であった｡
教科書では.減法が加法の逆算になっていることを活用して答え
のたしかめをすることを取り扱っているので, (ア)逆算型の反応
を70%と期待していたが結果は低いものであった｡これは,加法
と滅法の相互関係の理解が不十分であるためと考えられるO
問題(2)では,かけ算の答えのたしかめ方をたずねた.その結果,
交換法則を活用した児童が52%,九九のきまりを活用した児童が
30%,累加でたしかめた児童が21%,おはじきの操作でたしか
めた児童が80/.であったD
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調査項目13 かけ算の意味と式
(1) 算数の学力
【表現 ｡処理】 ○かけ算の式とその図を正しく結ぶことができるO
【知識 ･理解】 ○基準量のいくつ分を求めるかけ算の意味がわかる
(2) 問題
11 つぎの しきと ★のずを 線で つなぎましょうo
[亘] 匹] [享∃★★★★★ ★ ★ ★★★ ★★★★★★ ★ ★
★★★★★ ★★★★★ ★★★★
･★★★★l
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応
ll 3×5- (イ) ...64%5 3 ア
4×2- (ウ) ...91%
(4)反応から見た学力診断
･かけ算の意味と与 この学年では,かけ算が用いられる場合について知り,それを式
･つまずき反応
つまずきの原因
で表したり,その式をよんだりしてかけ算の意味について理解を深
めることが大切である｡
そこでこの間題では,かけ算の式を見て,その式の意味を表して
いる図と正しく結ぶことができるかどうかを調査した｡
結果は,3×5,5×3の式と図を正しく結ぶことができた児童
はどちらも64%であった｡また,4×2は91%であった｡
4×2の式と図はほとんどの児童が正しく結べていたが,3×5
と5×3の式と図を反対に結んでいる児童が圧倒的に多く,かけ算
の意味理解があやふやになっている実態が見られた｡
つまずきの原因としては,かけ算の意味の理解が不十分だと考え
られるO特に, ｢基準量のいくつ分｣という見方を具体物や半具体
物などを用いて記号的段階まで高められていないと考えられる｡ ｢
具体物や半具体物の操作｣と ｢かけ算の式｣や ｢『～のいくつ分』
という言葉｣の三者の関係が一体となるように繰り返し指導を行う
必要があると考える｡
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調査項目14 かけ算の作間
(1)算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】○絵を見て,かけ算の式になるような話をつくろうとする｡
【知識 ･理解】 ○かけ算の場面がわかる｡
(3)児童の反応
問題 期待する反応 主なつまずき反応
12 完答 ...52% ｢3人ずつ｣を忘れて
(例) いた作間 -.1%
子どもが 3人ずつくみに なって, 4くみ｣を忘れてい
4くみ なわとびをしていますoみん た作間 .- 7%
(4)反応から見た学力診断
かけ算の作間
･つまずき反応
つまずきの原因
この間題は,かけ算の作間である｡かけ算の式指導では,具体的
な問題を抽象的な式に表すことと,逆に,式から具体的な問題場面
を読むことの両面があるCここでは,絵を見せて3×4の話を作ら
せるようにした｡
結果は,完答で52%の達成率であった｡期待値を80%と設定
していたので,かなり低い達成率となったD
主なつまずき反応は, ｢3人ずっいます｣という基準量が不足し
ていたり, ｢4組います｣といういくつ分にあたる言葉が欠けてい
たりするものであった｡また,題意がとらえられなくて,たし算で
お話づくりをしていた児童が多った｡ ｢3人ずつ｣を忘れた作間に
なっている児童が1%. ｢4組｣を忘れた作間になっている児童が
7%,無答の児童も数%あった｡
つまずきの原因としては,かけ算の意味の理解が不十分だと考え
られるDつまり,基準畳やいくつ分となる数を的確にとらえられて
いないと考えられるCかけ算の作間の指導では,絵や図に印をつけ
たり,丸でかこませたりして基準量のいくつ分になっているかをは
っきりさせる活動を取り入れる必要がある｡また,作間をさせたま
まで終わるのではなく,友達と答え合わせを十分させたりすること
も大切である｡
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第3学年算数学力診断調査結果と分析
-｢数と計算｣の領域-
調査 平成 10年 3月
調査対象児童数 1088人
新学習指導要領において
▲上の学年に移行統合される内容項目
▼下の学年に移行される内容項目
★削除される内容項目
149-
担当者 (片山晴夫 ･森金永二)
調査明日1 九九の桃成
(1) 井数の学力
【数学的な考 え方】
(2) 問題
○ 乗法に関 して乗数が 1減 るごとにその積 は被乗数ずつ減 る
ことがわかる｡
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主 なつ まず き反応
(4) 反応か らみた学力診断
･九九の榔成
･つまず き反応
･つまずきの原因
第 2学年では. 7×4に被乗数である7をた して 7×5の砧を
見つけだすというように九九を械成 して きている｡九九は唱える
ことができるだけでな く,乗数増減に対する被乗数 と積の増減の
関係を理解す ることがで きては じめて活用す ることがで きやす く
なる｡そ こで, この間題では,乗数が 1減 ると楢が い くつ減 るか
といった｡乗数の減少に対す る被乗数 と横の関係をfJ.LJ査 した｡ 正
答率は 85%であった｡期待値 を 90%と設定 していたので,期
待値を下回 る結果であ った｡
主なっまずさ反応 は,乗数が 1減 ると積 も 1減 ると考 えている
ものが 7%いた｡ これは,かけ算の意味 を考 える前 に,乗数の大
きさに目を向けてその差を答え とした もの と考 え られ る｡かけ算
の意味,かけ算の式に表す意味のJIP.解が深 まるよ うに指導を丁_夫
する必IJAEがある｡
つまずきの原因 としては,次の点が考 え られる｡
〇 九九の構成段階の理解が不十分
･5の段, 2の段, 3の段- と九九を椛成 し,唱え られるよ
うに指導 してい くが,かける数が 1増えるごとに答えは,か
けられる数ずつ増えてい くとい う九九を械成 してい く段階で
逆 にかける数が 1減 った ときは答 えはどうなるか といった指
導 も取 り入れなが らていねいに九九を構成 させてい くように
する必要がある｡
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調査項 目2 数の相対的な見方
(1) 昇数の学力
【数学的fi考え方】 〇 十,百,千,一万などの数を 11は位 として考え,ある大
きさの数をそのいくつ分 とみることができる｡
(2) 問題
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまず き反応
(4) 反応か らみた学力三を断
数の相対的な
見方
･つまずき一反応
つまずきの
原因
第 3学年では,数の純閲を万の単位 まで拡張 して数の相対的な
大 きさについての理解を深めることをね らいとしている｡数の相対
的な大きさを活用することにより,5000+7000,800×5 などの計
舞において,5+7, 8×5などと考 え,計井を簡蝉にすること
ができる｡
そこで, この間題では,一万を単位 とす る数の相対的な大 きさ
の理解を調査 した｡その結果は,正答率 51%と非常に低い値で
あった｡
240と解答できた子 どもは,全体の半数程度で, 24と答た
子 どもが41% もいたことは焚 きである｡
つまずきの原因としては,次のことが考え られる｡
ア 数の相対的大 きさの理解が方の単位に拡張 されていない｡
･ 十や百を単位 として数をみる見方は, 2学年 までに,具体的
な振作を通 して学習 してきている｡2400000は10000のい くつ分
であるかを2400が 100のいくつ分であるか関連づけて考
えさせた り.i=1休的な操1'T:でとらえさせた りす る必要があるo
イ 240万を24万 と見誤 っている｡
･ 桁数が多くなると位を読み間適えることは,起 きやすい｡4
つのけたが 1組 となって読みの単位が ｢万｣ ｢億｣-と変わっ
ていくこと,その中で, ｢-｣ ｢十｣ ｢百｣ ｢千｣が繰 り返 さ
れることなど板番を工夫するなどして大きな数を椎実に読ませ
るように したい｡
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調査項E13 数の構成
(1) 舞数の学力
【知識 ･理解】
(2) 問題
○ ある数を 10倍 した り, 10でわ った数及 びその表 し方 につ
いて理解する｡
1(3)① 500を 10倍 した数 は口ですo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主 なつ まず き
1 (3)① 5000...82% 50-3% 50000-2%
(4) 反応か らみた学力診断
10倍 した り,10
でわ ったときの数
の大 きさ
･ つまずき反応
･ つまずきの原因
ある整数の 10倍の大 きさの数をつ くると位が 1つ上が り, そ
の数は, もとの数字の右に 0を 1つ付 け足 して表せばよいこと,
また,ある整数を 10でわ ると,位がひとつ下が り,その数 は,
もとの整数が何 十何百 とい うよ うに下の桁 に 0がついている場合
0を 1つ取 った数字で表せばよいことを理解 で きるよ うにす る｡
そこで, この間箱では, もとの整数を 500として, その 10
倍の数. 10でわ った数 の大 きさの理邪 を調査 した.
期待値をそれぞれ 90%と考えていたので予想を下回 る結果で
あった｡児童にとっては, 10でかけることよ りも10でわ るこ
との方が抵抗が大 きいことが分か る｡
(3)① 50と答えるものが 3%,50000と答えるものが 2%であ っ
た｡
(3)b 500と答えた ものが 6%であった｡
つまずきの原因 としては,次の ことが考 え られる｡
ア 10倍する意味及び 10でわる意味 の理解が不十分
イ 位取 り記数法の原理の理解が不十分
1桁, 2桁の数を 10倍 した数 ともとの数 を並べてかいた り
もとの数 との遅 いに着 目させた りして, 2つの数 の相互の関係
を丁寧に指導 してい く必要がある｡
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調査項 目4 分数の意味 (Li位分数の考え)
▲問越 1(4)<分数は, 4年 に移行統合 >
(1) 策数の学力
【知識 ･理解】 0 3/5は 1/5を単位に した3つ分の大 きさであることをIni
解する｡
(2) 問題
(3) 児童の反応
問 題 期待す る反応 主なつ まず き反応
(4) 反応 か らみた学力診断
分数の意味
･つまず き反応
･つ まずきの原因
分数の意味は, その観点の置 き方によって,次のようなとらえ
方がで きる｡ 2/3を例にす ると,次のよ うである｡
① 3等分 したときのこつ分の大 きさを表す｡
② 2/3m, 2/3dPのよ うに,mJ足 したときの量の大 き
(卦 1を3等分 した もの (1/3)を単位 とした2倍の大 きさ
を表す｡
④ AはBの2/3というよ うに,Bを 1としたときのAの大
きさの割合を表す｡
⑤ 2÷3の商を表す｡
米 これ らは便宜上分 けたもので,指導にあた っては,いくつ
かの考えが混 じって用い られ る場合が多い｡
初めて分数を導入するにあたっては,上記の①②③の考え方を
理解 させ ることが大切である｡
そこで, このrH】越では, 3/5を取 り上げ,上記の③の意味FA!
解を調査 した｡その結果, 1/5と解答できた児童 は69%と低
い値であった｡
つまずき反応の多くは, 1であった｡ この ことか ら,inIt'(_分数
の考 えが十分定着 していないことが伺える｡
つ まず きの原因 としては,次の点が考え られる｡
○ 数 としての分数の理解が不十分
分数の導入では,まず, 1mとか 1Aを等分 してその 1つ分の
畳を言い表す ことで,分数で表すよさに気づかせてい く｡次に,
その 2つ分, 3つ分を分数で哀 し, しだいに,墓を表す分数か
ら数を表す分数へと移行 していく｡ その際には, 1つの分数を
数直線を使 って 1と対応 させなが ら単位分数のいくっ分 として
丁寧 にとらえさせてい く必要がある｡
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調査項目5 小数の意味 (単位小数の考え)
▲問題 1(51<小数は,4年に移行統合 >
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 01や小数を0.1のいくつ分で考えることができる｡
【知識 ･理解】 0 0.1を10こ集めた数は, 1になることを理解する｡
(2)関越
(3)児童の反応
問 期待する反応 主なつまずき反応
(4)反応か ら見た学力診断
･小数の意味
･つまずき反応
･つまずきの原因
小数は,は した部分の表示方法 として,十進位取 り記数法の意
味を 1より小 さい部分の大 きさを表す場合に広げていき, 1を単
位 とする大 きさとしてその 1を 10等分 して新 しいLi1.位である0.
1をつ くり,そのいくつ分かで表すという考えでできている｡
そこで,この間堰では,0.1が 10こで 1になるJ小数の意味
の理解を調査 した｡
0.1が 10こで 1になると答えたものは,全体の85%であっ
た｡小数の怒妹を理解する上での北本rJ'.な考えであるので丁仁答率
は決 して高いとはいえない｡
つまずき反応 としては, 1と答えたものが7%,0.9と答え
たものが 2%などであった｡
つまずきの原因としては,次のことが考え られる｡
01が0_1のいくつ分かという理解が不十分
小数の導入では, 1cmより短いながさを, 1cmを 10等分 して
mmで表 したことを想起 させたり, 1dDと0.1dDの関係を液
量図に色をぬる,数直線に表すなどの活動を十分させたりして,
10等分 して表すよさを味わわせる授業展開がいっそう求めら
れる｡
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i=JLa企JnIヨ6 数の人 ささ (数出陳 を読む)
(1)算数の学ノJ
【数学的な考え方】 0 数Ili紬 を見て, 11盛 りの大 きさを考 えることがで きる｡
【知識 ･JiJ･)_解】 ○ 数LtLlI紬 を比て,手際 よ く数の大 きさを読む ことがで きるG
(2)r.'目地
2 1の 数をか きま しょうO
[=コ □
501.0.OHI.I.6.OlO.0.0… … 7.OlO.0.… .i.8.OIOLOlO.
(3)児EIrの反応
r,り 仙 JU｣7.7する反 応 二.Ltd:つまずき反応
2 ア 55000...84% 50500...3%05() 2
(4)反応か ら見た学 力 診断
数直線上の数を
読む｡
･つまずき反応
･つまずきの原因
救出紬には.数の大小,Wl序,系列等をRYT里に表せ るよさかあ
る｡大 きな数を去 した り,読んだ りす る場合 には,数値紬 を姐て
1日 盛 りか い くらになるかを考える必要があ る. この日LI地では.
数偵紬_日こ表 された50000-80000の数 を 1｢l盛 りが い くらにti:る
かを-ylえて読む ことかで きるか ど-I)かを1-JN.したO
とちらのJ.I-JILIも80%を越えるIJL:.答率であ ったか)UJj.HLlji･(J0
%とぢえていたので今後 の指噂 に曾/,g:す る必 'iiがあ る｡
50500は 1[j推 りを100と考えた もので 3%,50050は. 1L-1盛 り
を10と甥えたもので2%のつまずきが見 られたく,
つまずきの原LFlは, 1[l蛸 りの人 ささをitしくとらえ られてい
ないためである｡敷浪線上の数伯を順 に読み収 らせた り,そのわ
けを説Il)Jさせた りするなど低学年1の ころか ら系統的 に 1日盛 りの
大 きさに着Ii-lさせて数混線を読 ませ ることにより数T_Fi線 上の人 き
な数をTLしく読む ことがで きるようになるとギえ る｡
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flLJ査J1-ll三17
(1)井数の学力
【衷]jl･処祉 】 ○ 小数や分数を数 として とらえ,大ノ1､,Lt較をす ることかで きるJ
(2日ll過
3 口の中に, < か > か - を宙 きま しょうo
(1)0,1亡]0 (2)0.9 ⊂11
(3) 1□ 7/7 (4) 1/3口 1/5
(3)児童の反応
rHJ 題 JU｣子I.tする反応 i,IlLi-つまず き反応
3 (1) > ...95% く ...4%
(2) <...96% > ...2%
(3) - ...73% > ...20% , < ...7%
(4)反応か ら見た学JJ診断
小数,分数の大小
･つ まずき反応
･つまずきの[)JriB]
小数 も分数 もは したの塵の大 きさをIkす もの と して中人をはか
り,やがて数 と しての小数,分数 に高めてい く必要があるO この
rH】題では,小数や分数が粍数 とFr-JL数系列の｢lに位Lr-ELつ き,数 と
してその大小を比較できるか どうかを訪AJ査 した｡
0.1が 0より大 きいこと, 0.9が 1よ り小 さいことといった
小数についての大小比較はよ くで きるといえるが, 1に仙当する
分数を見つけることや分子が 1で分付が粥-なる分数同士の大小比
較はそれぞれili答率が 73%,340/o'とで きに くいことが分か っ
た ｡
lHJい(3)では,7/7より 1のIJjが大 きいと答えた ものが 20%'
Hl,Jい(4)では,I/3よ り1/5が大 きいと答 えた ものが 63%いたO
(3)については,分散は.は したを表す もの と して とらえている
ため 1よ り小 さいと考えたのではないかO また,(4)につ いては,
J)性の意味Ll=u解不足 と考 え られる｡数 と しての分数は,数直線を
仕 ってその大 きさをT率 にとらえ させ る必要がある｡
指導要領の改訂で,小数が 41l'ftか らとな り,真分数に続 いて
仮分数を扱 うようになることで,数 と しての分数を仏系的 とらえ
やす く1よると考えている｡
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訂.J泰Jjin8 Ii.J十 ･何rl'のかけTLとfLiJl･†･-.JfH"1卜のわ り3')-_
(1)井数の学力
【表現 ･処挫】 (何 十 ･何百 ) ×1位数, (何十 ･fT･l百何 卜)÷1位数の計妹 をす る
ことがで きる｡
(2)I:lJ旭
(3)児垂の反応
Fi:J RLi )tJ)待す る反応 主 なつ まず き反応
4 (1) 100...92%
(2) 30...80% 270...9%
(3) 600...94% 6000 ...2%
(4)反応 か ら見た学力診断
かけ井 とわ り井
･つまず き反LL=
･つまず きの原凶
(何十,何百 ) ×1位数, (何 十,何百何十)÷1位数の計井
は, (2位数 ) × (1位数 ), (2位数 ) ÷ (1位数 )の言l井 の
韮礎 であ る｡10や100を叫位 に して九九 を仕 って計許 で きることが
入 りJである. このr:り雌では,か け井,わ り井の筆耕 につ なが る†･[
十,何百 (何 百何-I･)のかけ件,わ り井がで きるか ど ･')かをil-JA
した｡
か け井の正答率 は, 2関 ともに 90%を越 えて いたか.わ り井
については, 80%程促 の正答率であ ったO
問 い(2)については,か け許 と舶通 い して計井 した t)のが 9%と
いうことで学力的 には心配 ないが,l㍑】い(4)については,300-3%
3･･2%, その他意味不明の解答が 15% もあ った ことは,指導
を安するところである.
lLJいく4)のつまず きの原凶は,10をIi位 と して120を10の12こ/Iと
見ることの不十分 さであ ると考 え られ る｡
指導 にあたっては,120÷4,1200÷4を12÷4に付着 して考え
やす いように,お企傾犯 などを使 って挫作 させ,数 の仙女Lf的な見
方が広が るよ うに指導 してい く必 要 かある｡
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湖水JIlr=Ⅰ9 かけ井の難件の増 え
(1)井数の学力
【数学的な考え方】 ○ (2位数 ) × (l柾数 )の碓井 の什 -Jjを,L';･Ji'/)桃をず らして考
えることがで きる｡
(2日:I.J地
5 計井の仕jj'を考えています｡⊂= コ は･ どんな計井 を しているので しょ
く1)筆井の考え
27
× 5
(3)児童の反応
?? ? ?
?
問 RB JU]符する反応 iなつ まず き反J.tこ
5 (1) (喜黒 ,) ''●22% 2×5, 5×2...42%
(4)反応か ら見た学力診断
かけ井の筆井
･つまず き反応
･つまず きの原因
かけ卦筆第の指導は,10とい くつに分 けて位 ことに計井 す ると
いうかけ井の計井の1-L一方 と結 び付 けた指導 によ ってqlI井の計井原
ILL.をとらえることがで きるO このrLfl,(ifiでは,か け井 の箪井の部分
轍の意味を意識 して位 ごとに計算で きているか ど うかをIilJh_した｡
FHJ6の結火か らもJ))か るように範外の=T･順が/))か り,辛.I熊 もで
きているよ うにJiLえるが.位をず らしてか くJ.!u山につ いてu峻味
になっているよ うである｡
壬1.Lっまずさ反応二は, 2×5.5×2が 42% とLI-例的 に多か っ
た ｡
つ まず きの原凶には次の ことが考 え られ る｡
○ 筆第の手相は分か っているが,JFhM'JriPl解 で,考 え方が十
分身についていないO
お金偵419を1米作 した り,郡J)I梢のj:Llか一･【]で/))か るよ うに仏
製を工夫 Lた りするIEL-ど脱髄的 に位 ごとに計昇 するというかけ
井の計升の意味 に振 り返 る指導か人 yJであるO
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調査項 目 10 かけ井の計井の仕方
(1)許数の学力
【数学的 な考 え方】 ○ (2位数 )× (1位数. 2位 数)の計井 の什-jjを 2位数 を
何 十 とい くつに分 けて考 え ることがで きる｡
(2)I目地
5 計井の仕方を考 えていますo[= =:コ は, どん fi吉[-昇 を しているので しょうO
(2)12×3の計井 を, l2を 二L大 して計昇す る と ,
12×3-l l+ l 2× 3 l
(3)25×l8の計井 を, 18を 二L大して計 井す る と ,
(3)化蓑の反応
問 誰 JUj待す る反応 主 なつまず き反応
5 (2) 1(03×03,1...33% 36...17% , 10 ...15%
(4)反応か らみた学力診断
かけ井の計井 の
仕方
･つまず き反応
･つまず きの原因
(2位数)×(l柾数. 2iDL.敬)の計317-の什-))●は,乗法の分hl
法則を活JHして何-I-とい くつ とい うj5えに棉著 して考え ることが
大 切である｡ この日nrJ雌では,か け井 の計井 を位 ごとに計算すれば
よい ことが分か っているか どうかを調査 した0
12×3が 36になることやか け界 の箪欝 の手JViにつ いては次
のl.I-J6の結架か らも分か るよ うに概ね達成 で きて いることが/Jlか
るが,)f;式井 にな っていて位 を.5-:識 した計解かで きて いる十は少
ないことがJJかる｡
何十 とい くつに分 けて計昇 す ることに気 づいて いない子 どもか
多い｡
つまず きの原因には次 の ことが考 え られる｡
7 ,ILB意の皿析不足
イ r:り(2)では, 12を 10と 2に分 けるとい うは営むLjIに棉着で
きることに矢もづ いて いないo
イJl.ごとに分 けて計井 す るとい った計井 辿雌 の指導をて いね いに
扱 い,10とい くつに分 けて計井すれば どん fL1-か け井 も計井 でき
るというよさに気づかせた上で,考 えのよさを碓かめ る問iiiを
す るJ"Lを設妊す るなど して よさを冥感 させてい くことが入り｣で
あ る｡
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調査項目11 かけ算の筆算
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】
(2) 問題
○ (2位数)× (1､ 2位数)の筆舞が正 しく速 く計算できる｡
6 次の計算を 筆算で しましよう.
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応例 主なつまずき反応
6 (1) 81. .89%2 288 . .85%
(4) 反応か ら見た学力診断
･かけ算の筆算
･つまずき反応
･つまずきの原因
第 3学年では､かけ算九九や (何十 ･何百) × (1位数)を発
展 して､一般的な (2､3位数)× (1位数)の計算を畢舞でで
きるようにする｡また､乗数を 1位数か ら2位数に広げた場合の
筆算を学習することになるC そ こで､この間題では､ (2位数)
× (1位数)や (2位数)× (2位数)の計算問題 をすることに
よって､十進位取 り記数法に基づいて位 ごとに分けて計算する準
算の計算技能が定着 しているかどうかを調査 した｡
(2位数)× (2位数)の主なつまずき反応は､ 225 (3%)
であった｡
問題 (3)のつまずきの原因としては､45×2の計算の後､
45×30を計算するのであるが､45×3と見て計算 している｡
これは,筆算の仕方の表面的な理解にとどまり､十の位の部分積
は位を1つ左にず らしてか くという意味をとらえきれていないた
めと考えられる｡
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調査項 目12 わ り算の筆算 ▲問題 (4) (5) (6) くわ り算の輩算は4年へ移行統合)
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】
(2) 問題
○ (2､3位数)÷ (1位数)の筆算が正 しく速 く計算できる｡
6 次の計算を 筆算で しましようo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応例 主なつまずき反応
6 (4) 24. .81%5 33 . 78
(4) 反応から見た学力診断
わ り算の筆算
･つまずき反応
･つまずきの原因
第 3学年では､答えが何十 ･何百になるわ り算を指導 し､その
後で恭算形式を導入し､商が 2位数や 3位数になる計算を指導す
るようにしている｡そこで､この間題では､ (2､ 3位数)÷
(1位数)の計算を九九を 1回用いるわ り算に帰著させて､それ
を機械的に繰 り返して商を求めることができるかどうか､ (3位
敬)÷ (1位数)の問題では､空位のあるわ り算の筆算ができる
かどうか調査した｡
(3位数)÷ (1位数)の主なつまずき反応は､ 15 (13.
2%)と 101･ ･2 (3%)であった｡
つまずきの原因としては､商が 105であるが､ 15と答えて
いる児童は空位の0を記入することが定着 していないか らだと考
える｡すなわち､百の位に 1を立てた後､次の計算を 15÷3と
考えてはいるが､十の位に0を記入するのを忘れている｡これは､
わ り算の筆算の指導の際､操作活動が不十分な り､計算原理の理
解不足ではないかと考える｡
また､答えの見通しを考えたとき､百の位に 1が立つのに 15
ではおかしいという見積もりの指導が不十分であると考えられる｡
101･ ･2と答えている児童は空位の 0を記入 した後に､
5÷3を計算している｡十の位の 1を見落として計算 している｡
これは､わり算の意味理解の指導が不十分によるケアレスミスと
考える｡
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調査項目13 わり算の計算の意味
(1) 算数の学力
【数学的な考え方】 ○問題場面から数量の関係を見出し､演算決定することができ
る｡
【知識 ･理解】
(2) 問題
○文章問題を読んで立式 し､除法を用いる場面を理解できる｡
7 次の間題を読んで､答えを出す式を 書きましょう｡
(1) あめが 18こあります｡3人に同じ数ずつあげます｡
1人分は､なんこでしょう｡
(2) 24mのロープは､4mの何倍でしょう｡
(3) 20こ りんごがあります｡1人に3こすつくばります｡
何人にくばれて､なんこ あまるでしょうd
(3) 児童の反応
期待する反応例 主なつまずき反応
7 (1) 18÷3...84%2 24 4 67 24×4. .22%
(4) 反応から見た学力診断
除法の立式
･つまずき反応
･つまずきの原因
除法は､第 3学年で初めて学習する内容であるが､乗法との関
係などにも考慮して､除法の意味について理解できるようにする
ことが大切であるC除法が用いられる場合には､包含除と等分除
があるが､式で表したり､式をよんだ りする指導を重視すること
が大切である｡そこで､この間題では､文章問題か らわ り算の用
いられる場面を理解し､式に表せるかどうかを調査したC
等分除と包含除の問題では､それぞれ達成率が 84%､ 86%
とおおむね満足できる結果であったが､何倍かを求める問題では
達成率が 67%と期待値を下回るものであった｡
問題 (2)の何倍かを求める文章問題では､ 24×4とかけ算
の式に表している児童が22%であった｡
問題 (2)の何倍かを求める問題では､ ｢何倍を求める｣とい
う意味理解が不十分で､除法の用いられる場面をイメージできて
いないためと思われる｡これは ｢何倍｣という言葉にかけ算だと
勘違いをし短絡的に24×4と立式 したものと考えられる｡
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調査項 目14 わ り算の答えのけた数 ▲問題 8 くわ り算の筆算は 4年へ移行統合)
(1) 算数の学力
【数学的な考え方】 ○わ り算の筆算で答えがどの位か らたつのか,頭の位の
数字 を見て直観的に判断す ることができるC
(2) 問題
8 次のわ り算のうち､ぱっと見て､答えが 3けたになる式 に
○をつけましょう○
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応例 主なつまずき (複数解答)
(4) 反応か ら見た学力診断
･わ り算の意味理解
･つまずき反応
･つまずきの原因
第 3学年では､商が 3位数になる筆算まで一気に指導す る.こ
れは､既習の (2位数)÷ (1位数)で商が 2位数 になる場合の
筆算の手順を基本にすれば､商が 3位数になる筆算 を効率よ く学
習できるか らである｡計算の仕方では､どのくらいか ら答えが始
まるか見直す ことが大切であるDそこで､ この問題では､ (3位
敬)÷ (1位数)の筆算で答えが 3けたになるかどうかを問い､
わ り算の答えがどの位か ら始まるか直観的に判断する力を調査 し
た｡
答えが 2桁になる式を選んだ児童は 27%いた｡
百の位の数 と除数を見比べた とき､除数の方が大きくなれば答
えは3桁にな らない｡つまずきの原因としては､こうした頭の位
で商の見当をつけるという見方が育っていないためと考える｡
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調査項目15 あまりのあるわ り算の答えの確かめ
(1) 算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】 ○既習事項を総合的に活用 し､進んで答えの確かめを
しようとする｡
【数学的な考え方】 ○できるだけ簡潔な答えの確かめ方を考えることがで
きる｡
(2) 問題
9 30÷4-7 ･ ･2の答えを たしかめます｡
あなたなら､どの考えでたしかめるか ○をつけましょう｡
( ) おはじき30こを､4こずつ分けてたしかめる｡
( ) 4のだんの九九を､もう一度言いながらたしかめる｡0
( ) 4×7+2 の計算をしてたしかめる｡
(3) 児童の反応
問 題 反応 (複数解答)
9 操作型 . ..11%再思考型 . 46
逆算型 . ..44%
(4) 反応から見た学力診断
･答えの確かめ
･答えを確かめる
態度の傾向性
どんな計算でも､計算 した結果が正しいかどうかを確かめる態
度を育成することは大切なことである｡こうした態度の育成が､
ものごとに慎重に対処する力を育てるものと考える｡そこで､こ
の間題では､どうやって確かめをするのか児童の傾向を調査 した｡
あまりのあるわ り算の答えの確かめ方には､(D半具体物を使っ
て操作しながらする方法､②もう一度同じ計算をする方法､③か
け算とたし算を使って逆算する方法があるo
①の操作型は 11%､②の再思考型は46%､③の逆算型は4
4%という傾向であった｡③の逆算型 44%は､指導の力点を置
いている割には少ない傾向にあることがわかった｡
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調査項 目16 わ り算の問題づくり
( 1) 算数の学力
【関心 ･意欲 .態度】 ○わ り算の式になる問題を進んで作ろうとする｡
【知識 ･理解】 ○式からわ り算の場面を想起 し､問題を作ることを通 して､
わ り算の用いられる場面の理解 を深めることができる｡
(2) 問題
(3) 児童の反応
問 題 反応 (複数解答)
10 等分除の問題づくりをした児童 .... ..43%包含 28
(4) 反応か ら見た学力診断
･わ り算の作間
･作間の傾向
わ り算の作間では､式を見てわ り算の用いられる問題を具体的
に作ることを通 して,わ り算の用いられる場面の理解 を深めるこ
とを意図 している｡そこで､この間題では､わ り算の意味理解が
十分であるかどうかを調査すると共に､児童が問題作成をすると
き3つのパターンのうちどの型の問題 を選択するのかその傾向を
調べた.
わ り算の問題は､ ｢等分除｣ ｢包含除｣ ｢何倍かを求める｣の
3つに類別できる｡調査結果を見ると､等分除の問題を作った児
童は43%､包含除の問題を作った児童は28%､何倍かを求め
る問題を作った児童は18%であった｡
等分除の問題を作った児童は43%で多かったのであるが､ ｢
同じ数ずつ｣という言葉が抜けた不完全な等分除の問題を作った
児童が 11%いた｡ ｢同じように分ける｣というわ り舞の意味指
溝の際に､正しい言葉で正 しい操作が行われているかどうか注意
して授業を進めることが大切と考える｡
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第4学年算数学力診断調査結果と分析
-｢数と計算｣の領域-
調査 平成 10年3月
調査対象児童数 865人
新学習指導要領において
▲上の学年に移行統合される内容項目
▼下の学年に移行される内容項目
★削除される内容項目
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担当者 (福田博雅 ･杉能道明)
調査項目1 大きな数の表記
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 〇億や兆などの単位を含む大きな数を,位取りに注意して数字
で正確に表記することができるO
【知識 ･理解】 ○整数が十進位取り記数法のしくみによって表されていること
が分かる｡
(2) 問題
1 数字でかきましょう○
(1) 五億六千2 十兆三百億
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
1 (1) 500006000 560000000
･..68% ･..18%
(2) 10030000000000 1030000000000.-5%
(4) 反応から見た学力診断
大きな数の表記
･つまずき反応
･つまずきの原因
と対策
第4学年では,億や兆などの単位を知らせ,十進位取り記数法
で表されている整数のしくみについてまとめる｡
そこで,この間層では,億や兆などの単位を含む大きな数を,
位取り記数法のしくみに注意して数字で正確に表記することがで
きるかどうかを調査した｡
数字で正確に表記できた児童は,五億六千については68%,
十兆三百億については67%であった｡
五億六千に関する主なっまずき反応は,六千を六千万と位取り
を間違った560000000 (18%)であった｡十兆三百億
に関する主なっまずき反応は,十兆を一兆と位取りを間違った,
1030000000000 (5%)などであった｡
これは,十進位取り記数法のよさを児童が実感できる指導にな
っていないからではないかと考えられる｡そこで,｢億,兆｣と
いう新しい単位は,教え込むのではなく,4桁ずつで新しい位を
取り入れているという既習の十進位取 り記数法のしくみを使っ
て,新しい位を児童に兄い出させるような活動が大切だと考えるO
また,よさを実感した後に,億や兆を含む大きな数をよんだり,
かいたりする習熟が図られていないことも指摘できるD位取り板
などを使って数をつくる活動も大切にしたい｡
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調査項目2 大きな数の10倍,1/10
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 〇十進位取り記数法のしくみをもとに,億,兆にかかわる数の
10倍,1/10の数を表記することができる｡
【知識 ･理解】 ○整数が十進位取り記数法のしくみによって表されていること
が分かるQ
(2) 問題
2 口 の中に,あてはまる数をかきましょうo
･1,4000万の 10倍の数は l lですo
1
(2)5兆の - の数は ですo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
2 (1) 4億 ...62% 40000...13%万 .8
(4) 反応から見た学力診断
大きな数を10
倍した数,I/10
の数
･つまずき反応
つまずきの原因
と対策
十進位取り記数法で表されている整数の10倍,川0の数を
考えることは数の構成の理解を深める上で大切なことであるoそ
こで,この間唐では,十進位取り記数法のしくみをもとに,倭,
兆にかかわる数の10倍した数や 1/10の数をつくれるかどうか
を調査した｡
数を正確に表記できた児童は,4000万の10倍については
62%,5兆の1/10の数については47%であった｡
4000万の10倍に関する主なっまずき反応は,40000(13%),
40000万 (8%)であった｡5兆の1/10の数に関する主なっまず
き反応は,5000万 (7%)であった｡
これは,既習事項を活用して新しい知織を兄い出すという授業
展開がなされていないからではないかと考えられるoそこで,3
年生までに学習した十進法の考えをもとに,ある数の10倍の数
は位が1つ上がり,0が1つ付くこと,1/10の数は位が1つ下
がり,0が1つ減ることから,大きな数でも同じことが言えるの
ではないかと類推し,きまりを兄い出していく活動を大切にした
い｡また,1000万の10倍は1億,1000億の10倍は1
兆という新しい単位を導入する際には,教え込みをするのではな
く,4桁ごとに新しい単位を取り入れている十進位取り記数法の
しくみから新しい単位が必要だ,新しい単位があるはずだという
意識が持ててから知らせるなど児童の意識を大切にした指導にし
たい(
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調査項目3 小数,分数のしくみ
(1) 算数の学力
【数学的な考え方】
【知識 ･理解】
(2) 問題
O ｢単位のいくつ分｣という考えを使って,1/1000の位までの
小数,1をこえる分数をつくることができる｡
○小数,分数のしくみが分かる｡
(3) 児童の反応
間 期待する反応 主なつまずき反応
2 (3) 0.34...88%4 02または0.020･ . 7%
(4) 反応から見た学力診断
小数,分数の
しくみ
･つまずき反応
･つまずきの原因
と対策
｢小数は単位小数がいくつか集まったもの｣という ｢小数の相
対的な見方｣が身に付いているかどうか,｢分数は単位分数がい
くつか集まったもの｣という ｢分数の相対的な見方｣が身に付い
ているかどうかを調査したO
｢小数の相対的な見方｣ができた児童は,0.34については,
88%,0.02については87%であったo｢分数の相対的な
見方｣ができた児童は 7/3について90%であった｡期待値を,
90%と設定していたので,小数については期待値を下回るもの
であったo
つまずき反応は,無答や意味不明なものが多く,傾向はつかめ
なかった凸
これは,小数や分数が ｢単位のいくつ分｣であるという ｢相対
的な見方｣の理解が不十分なためと考えられる｡小数や分数の加
法 ･減法の計算の仕方を考える際にもこの ｢相対的な見方｣が使
われ,小数や分数の意味の理解を深めていくことになる｡小数や
分数の ｢相対的な見方｣の学習をより重視する必要があると考え
る｡
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調査項目4 数の構成
(1)算数の学力
【数学的な考え方】
(2)問題
(3)児童の反応
〇十進位取り記数法のしくみを手がかりに,上の位から大小を比
べることで,4けたの整数の大小を判断することができる｡
2 (6)ロの中に,あてはまる数をかきましょう｡
1,7,6,3,8,4の 6この数字のうち,4この数字を
使って4けたの数をつくろうと思います｡
･ -%大きい数は[二二 コ ですo
･ 一番小さい数は⊂二二コですo
問 題 期待する正反応 主なつまずき反応
2 (6) ① 8764 876431...8%
･..70% 8 ...4%888 2
② 1346 134678...8%
･..69% 1 ...5%111 2
(4)反応から見た学力診断
数の構成
･つまずき反応
つまずきの原因
と対策
第4学年では,整数はどんな大きな数でも10種類の数字で表
せることを学び,億をこえる数の大小を考えたり,十進位取り記
数法のしくみをまとめたりすることになっている｡そこで,数を
構成的に見る見方ができているかどうか判断するために,数の大
きさを4けたにしぼり,数の大小を考えさせた｡
6個の数字から4個の数字を選んで,一番大きな数をつくるこ
とができた児童は70%,一番小さな数をつくることができた児
童は69%であった｡
主なつまずき反応は,4けたの数を考えるところを6けたの数
を答えた876431 (8%)や 134678 (8%),1けた
の数を答えた8 (4%)や 1 (5%),同じ数字を4回使ってし
まった8888 (2%)や 1111 (2%)があった｡
これは.例えば.｢8764は千が8こ,百が7こ,十が6こ,
1が4こ集まったもの｣という数の構成的な見方が十分に育って
いないためと考えられる｡｢八千七百六十四｣という数を数字で
かいたり,｢8764｣という数をよんだりする際には,｢何が
何こ集まったものか｡｣という数の構成的な見方を重視して指導
する必要がある｡また,問題設定についての問題点として,子ど
もは6個の数字のうち4個を選択して数をつくるという経験はほ
とんどないであろうという点があげられる｡
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調査項目5 およその数
(1)算数の学力
【表現 ･処理】
(2)問題
(3)児童の反応
○四捨五入によって概数を求めることができる｡
2 口の中に,あてはまる数をかきましょう○
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
2 (7) 400...71% 390...5%4.. 2%無答 10
(4)反応から見た学力診断
およその数
･つまずき反応
つまずきの原因
と対策
第4学年では,小数の場合も含めて,概数の意味を理解し,敬
を手際よくとらえたり処理したりすることができるようにすると
共に,目的に応じて概数をもちいることができるようにすること
をねらいとしている｡
そこで,この間題では,数のしくみに基づいて,四捨五入によ
って概数を求めることができるかどうかを調査した｡
394を上から1けたの概数に正しく表せた児童は71%であ
った｡
主なっまずき反応は,394の下から1けた目を四捨五入した
と考えられる390 (5%),｢上から1けた｣の意味をとりち
がえ,上から1けただけを畢いたと考えられる4 (2%)であっ
たOその他意味不明なものが多く,無答も10%あった｡
これは,概数のよさが十分に分かっていないためと考えられる｡
概数といえば ｢四捨五入ですればよい｡｣と形式的に理解してい
る傾向がある｡｢何のために｣｢どこまで｣という目的に応じて
概数を考えることが大切である｡概数を用いることによって,日
常事象が大局的に判断でき,数が簡潔になって他の数値との関係
がとらえやすくなったり,数処理がしやすくなったりするという
よさもある｡
このように,指導の際には,概数を用いることのよさ,すなわ
ち,概数を用いると大きさが端的に分かり,物事の判断及び処理
が容易になり,見通しをもって仕事ができることなどに着目させ
ることが大切だと考える｡
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調査項目6 計算結果の活用
▲問題3<整数の10倍 ･100倍の数,小数の乗法は5年へ移行統合>
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 ○ (2けた)× (2けた)の計算結果をもとに,末尾に0がつく
整数のかけ算や,小数のかけ算の答えを考えることができる｡
【表現 ･処理】 ○計算結果の1000倍,1/100の数を求めることができるく
(2)問題
3 25×17-425ですo
このことをうまく使って,次の計算の答えを求めましょうo
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
3 ▲(1) 425000...75% 42500...7%. 3%
(3)児童の反応
(4)反応から見た学力診断
計算結果の活用
･つまずき反応
つまずきの原因
と対策
新しい学習指導要領では,桁数の多い整数 ･小数の加減乗除な
どの計算を軽減することがうたわれている｡当然,学習内容は減
るわけであるが,今まで以上に,既習事項を活用する力を育てる
ことが大切になってくる｡そこで,(2けた)× (2けた)の計
算結果を使って,末尾に0がっくかけ算の計算や,小数の計算が
できるかどうかを調査したD
計算結果を使ってその1000倍を考えることができた児童は
75%,計井結果を使ってその1/100を考えることができた
児童は58%であったQ
主なっまずき反応は.1000倍を考えるところを100倍し
たもの (7%)や10倍したもの (3%),1/ 100を考える
ところを1/1000にしたもの (18%)や 1/ 10にしたも
の (4%)があった｡
これは,｢0を□つつけるQ｣｢小数点を右から□番目にうつ｡｣
という結果のみを重視した指導になっているのではないかと考え
られる｡むしろ,｢なぜそうなるか｡｣という意味を大切にして,
きまりを兄い出す過程を大切に扱う指導が必要であると考える｡
ある数を10倍すると位が1つ上がり0が1つ付く,ある数の
1/10は位が1つ下がり0が1つ減るという既習事項をもとに,
1000倍や 1/100を考える活動も積極的に取り入れていきたい｡
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調査項目7 計算のきまり ▲間屠4<計算法則を活用した計算は5年-移行統合>
(1)算数の学力
【数学的な考え方】 ○計算法則を活用して,計算を工夫することができる｡
【表現 ･処理】
【知識 ･理解】
(2)問題
(3)児童の反応
○()を使った式や四則混合の式の計算が正しくできる
○交換法則,分配法則をもとにした計算の仕方が分かるO
4 口にあてはまる数を かきましょうo
▲ (1)16÷ (2+8)-口
▲ (2)83+59+7-83+□+59
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
4 ▲(1) 1.6..,23% 1-6.,.30%6. .17%
▲(2) 7...90%
(4)反応から見た学力診断
計算のきまり
･つまずき反応
つまずきの原因
と対策
四則の意味や相互の関係,計算法則など四則に関して成り立つ
性質については,1-3年の学習を通して漸次理解を積み上げて
いる｡また,4年では,整数の乗法,除法の計算方法や手順につ
いて扱い,整数についての四則計算は完成している｡そこで,( )
を使った式や四則混合の式の計算や,交換法則や結合法則を使っ
た計井ができるかどうかを調査した｡
( )を使った式や四則混合の式の計算ができた児童は23%,
交換法則を適用することができた児童は90%,分配法則を適用
することができた児童は53%であった｡
主なっまずき反応は,( )を使った式や四則混合の式の計算
については,商を整数の範囲の中で処理して余りを出したと考え
られる1-･6 (30%),( )を無視して前から順に計算した
と考えられる16 (17%)があったQ交換法則の適用について
は,つまずき反応に傾向は見られなかった｡分配法則の適用につ
いては,99-9(9%)を筆頭に,意味不明の式や無答が多かったD
これは,計算のきまりを形式的に教えてそのよさを充分実感で
きるような指導になっていないのではないかと考える｡そこで,
きまりを見つける活動の中で,そのよさに気づかせる工夫が望ま
れる｡更に,それを活用させ,計算のきまりのよさを実感させる
よう指導方法を工夫する必要があると考える｡内容を5年-移行
統合するのはやむを得ないと考える｡
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調査項目8 わり算の性質
(1)算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】O｢わり算の性質｣を使って考えようとする｡
【数学的な考え方】 O｢わり算の性質｣を使って整数のわり算の計算を手際よくする
ことができる｡
(2)問題
5 6÷2と答えが同じになる式に,全部○をつけましょうo
( ) 60÷2 ( ) 600÷200
( ) 60÷20 ( ) 600÷2
間 屠 期待する反応 主なつまずき反応
(3)児童の反応
(4)反応から見た学力診断
わり算の性質
･つまずき反応
つまずきの原因
と対策
わる数とわられる数に同じ数をかけても,わる数とわられる数
を同じ数でわっても,その計算結果は同じになるという ｢わり算
の性質｣は,小数÷小数,分数÷分数につながる重要な内容であ
る｡そこで,この ｢わり算の性質｣が活用できるかどうかを調査
した｡
｢わり算の性質｣をもとに,6÷2と答えが同じになる式全部
に○をつけることができた児童は73%であった｡
主なっまずき反応は,60÷2 (15%), 600÷2 (
11%),0.6÷2 (11%)であった｡児童の答案に計算の
後が見られたものは2%であった｡問題の趣旨から言うと計算に
頼らず,直感的に答えることを期待したものであるD
これは,わる数とわられる数に同じ数をかけても,わる数とわ
られる数を同じ数でわっても,その計算結果は同じになるという
｢わり算の性質｣の定着が図られていないためと考える｡
6÷2の答えは,600÷200とも60÷20とも6000
÷2000とも同じになり,計算が簡単になるという ｢わり算の
性質｣のよさに気づかせる指導を行うことだけでなく,活用の有
用性を実感する活動も大いに取り組むことが大切だと考える｡
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調査項目9 小数の加減の筆算 ★問題6 (2)<1/100の位を含む小数は削除>
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 〇十進位取り記数法のしくみをもとに小数の加法 ･減法を筆算
で計算することができる｡
(2) 問題
6 次の計算を筆算でしましよう○
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
6 (1) 29.2...87% 292...4%
(4) 反応から見た学力診断
小数の加減の筆
算
･つまずき反応
つまずきの原因
と対策
小数は整数と同じように十進位取り記数法のしくみに基づいて
いる｡小数の加法,減法の計算も,位をそろえる (小数点をそろ
える)こと,位ごとに計算することなど,整数と同じ原理,手順
でできることを理解することが大切である｡
そこで,この間題では,小数の加法,減法の計算が筆算で正確
にできるかどうかを調査した0
27.4+1.8を筆算で正確に計算できた児童は87%,
3.2-0.37を正確に計算できた児童は66%であった｡
27.4+1.8についての主なつまずき反応は,小数点をつ
け忘れたと考えられる292 (4%)であった｡3.2-0.37
についての主なつまずき反応は,2.97 (11%)など,繰り
下がりの計算の間違いが多かった｡
これは,まず,小数が整数と同じように十進位取り記数法のし
くみに基づいていることの理解が不十分であることが挙げられ
る｡つまり,小数の加法の計算も減法の計算も,位をそろえ (小
数点をそろえ),位ごとに計算すれば手際よく計算することがで
きることの理解が不十分であると言える｡
次に,整数の筆算の計算自体の理解が不十分な場合が挙げられ
る｡特に繰り下がりがある引き算で,空位からひく場合の理解が
不十分であると考えられる｡
小数点以下の桁数が違うもの,繰り下がりがあるものについて
の達成率が低いという実態はあるが,I/100の位を含む小数の学
習は十進位取り記数法の理解を深めることができるものである｡
I/100の位を含む小数については,上学年に移行することも考え
られ,検討の余地があるのではないだろうか｡
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調査項目10 整数のわり算の筆算
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 ○整数のわり算の隼算が手際よくできる｡
(2) 問題
6 次の計算を筆算でしましようo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
6 (3) 7...86% 無答 ...6%
(4) 21...86% 無答 ...7%
(4) 反応から見た学力診断
整数のわり算の筆
･つまずき反応
･つまずきの原因
と対策
除法について,第4学年では,除法の意味についての理解を深
め,除数が2位数の場合について,その計算ができるようにする
ことをねらいとしている｡
そこで,この間題では,2位数で割る計算が筆算で正確にでき
るかどうかを調査した｡
252÷36,672÷32を筆算で正確に計賀できた児童は
それぞれ86%であったQ
主なっまずき反応は,｢立てる｣｢かける｣｢引く｣｢下ろす｣
の中の商を ｢立てる｣ところの間違いが多かった｡また,全く何
も書けていない ｢無答｣もそれぞれ6%,7%あったQ
これは,2位数で割る計算の手順の形式化を急ぎすぎるからで
はないかと考える｡指導に当たっては,計算の各段階の意味につ
いて十分に理解できるようにする必要がある｡
各段階の積や商を求める際には,例えば,67を70と見るな
ど見当づけをして計算を進めることになる｡
その際に,右のような間違いが見られた｡
謹 言至左器 是 震 孟土器 課 て 32〕
いく中で,除数と余りの関係に着目する
20
672
64
32
ことができなかったためと考えられる｡
ただ,3年生のわり算の筆算 (除数が 1位数の場合)の達成率
(6(4),(5),(6))と比べて4年生の筆算の達成率が高く
なっているのは,筆算に習熟してきていると言えるのではないか
と考えられる｡
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調査項目11 小数の乗除の筆算 ▲問題6(5)(6)<小数の乗除は5年-移行統合>
(1) 算数の学力
【数学的な考え方】
【表現 ･処理】
(2) 問題
O｢単位のいくつ分｣の考えを使って小数の乗除の計算の仕方
を考えるo
O答えを見当づけて考える｡
○手際よく小数の乗除の計算をすることができる｡
6 次の計算を筆算でしましようo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
6 ▲(5) 95.2...57% 952...16%無答 . 4%
(4) 反応から見た学力診断
小数の乗除の筆
算
･つまずき反応
つまずきの原因
と対策
この学年では,小数が整数と同じしくみで表されていることを
もとに,乗数や除数が整数の場合の乗法及び除法について指導し,
小数の理解を深めていくことを主なねらいとしている｡
そこで,この間題では,乗数や除数が整数の場合の乗法や除法
の筆算が正確にできるかどうかを調査した｡
2.8×34が正確に計算できた児童は57%,4÷25が正
確に計算できた児童は37%であった｡
2.8×34についての主なっまずき反応は,小数点をつけ忘
れたと考えられる952 (16%),無答が4%であった｡4÷
25についての主なっまずき反応は,わる数とわられる数を逆に
とらえて25÷4としたもの (21%),小数点をつけ忘れたと
考えられる16 (17%),無答が11%であった｡
(5)については,まず,28×34の整数の乗法が十分に理
解されていないことが挙げられる027%の児童がこれに当ては
まる｡次に,r0.1のいくつ分｣という r小数の相対的な見方｣
が不十分なためと考えられる｡あるいは,2.8を3と見て3×
30で答えは90くらいなどと見当づけをして計算することがで
きていないことが挙げられる｡答えに小数点を打っことができて
いない16%の児童がこれに当てはまると考えられるD
(6)については,まず,わり進む意味の理解が不十分なこと
が挙げられる｡4÷25のような除数が被除数より大きい場合は
もう割れないのではないかと考えてしまうのである｡3年生まで
のわり算の計算では,整数の範囲で計算していたので余りを出し
ていたが, 4年生では割り進むことになっているので低い達成率
になったと考えられる｡次に,｢整数は小数を単位にして大きさ
は変えないで形は変えられる｣という考え方 (小数の相対的な見
方)が理解できていないことが挙げられる｡
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調査項目12 商の見積もり
(1) 算数の学力
【数学的な考え方】
(2) 問題
○除数や被除数の大小やけた数から,除法の結果を見積もるこ
とができる｡
7 次の計算のうち,ぱっと見て答えが2けたになるわり算はどれ
でしょうo答えが2けたになると思うものに みんな○をつけま
しょう｡
( )96÷32
( )252÷36
( ) 1653÷37
) 732÷3 2
) 31 2÷2 6
) 88 33÷ 2 5
9 次の計算の商で,240÷6の商より大きいのはどれでしょう｡
大きいものにみんな○をつけましょう｡
( )240÷5 ( ) 250÷6
( )220÷6 ( ) 240÷7
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 つまずき反応
7 完容 .- 22% 96÷32-.29%252÷36 -37%8833 25.- 2
(4) 反応から見た学力診断
商の見積もり
･つまずき反応
つまずきの原因
と対策
整数の除法の計算をする場合に,商を見積もることは,結果に
対して見通しを立てたり,大きな誤りを防いだりするために大切
なことである｡今後,電卓の活用が図られてくる際にも有効にな
ってくる｡
そこで,見積もりによって商が2けたになる式が分かるか,除
数や被除数の大小関係から商の大小が見積もれるかを判断した｡
概算によって商が2けたになる式が分かった児童は22% (完
答),除数や被除数の大小関係から商の大小が見積もれた児童は
46% (完答)であった｡
商が2けたになると答えたつまずき反応は,96÷32 (29
%),252÷36 (37%),8833÷25 (22%)を選んだ
ものであった｡商の大小を見積もることについてのつまずき反応
は,220÷6 (10%),240÷7 (33%)を選んだもの
であった｡
これは,見積もりのよさを重視した指導を繰 り返し行えていな
いからと考える｡除法の筆算で仮商を立てる際に,｢およそいく
ら｣と見る指導を繰り返 し行う必要があると考える｡
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調査項目13 ( )を使った式 ▼問題8<乗法の計算法則は3年へ移行>
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】
【知識 ･理解】
(2) 問題
○( )を使って,答えを求める式を1つの式で表すことがで
きる｡
○( )を使った式の意味が分かる｡
8 ( )を使って 答えを求める式を,1つの式で表しましょうo
▼ (1)1さつ75円のノー トを4さっと1本25円の鉛筆を4本
買いましたo代金は,全部で何円でしょうo
▼ (2)たまごが50個ありますoこのたまごを,たてに2個,横
に5個 ならべて パックにつめようと思いますo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
8 ▼(1) (75+25)×4 (75×4)+ (25×4)
･..30% ･..21%75×4+25×4134× (75+25)3%
▼(2) 50÷ (2×5) (2×5)÷50
(4) 反応から見た学力診断
( )を使っ
た式
･つまずき反応
つまずきの原因
第4学年では,単に式の計算に慣れさせるだけではなく,(
)を用いた式に表したり,そのような式をよんだりし,式のよ
さが分かるようにするとともに,式を適切に用いることができる
ようにすることをねらいとしている｡
そこで,この間題では, ( )を使って,答えを求める式を,
1つの式で表すことができるかどうかを調査した｡
問題に応じて ( )を使った1つの式に表すことができた児
童は,(1)の問題については30%,(2)の問題については
50%と達成率が低かった｡
主なつまずき反応は,(1)については,｢( )を使って｣
という問題の条件に当てはまらない75×4+25×4 (34
%),乗数と被乗数を間違えた4× (75+25) (3%)であ
った｡(2)については,除数と被除数を間違えた (2×5)÷
50 (7%), 除数に ( )を付けていない50÷2×5 (2
%)であった｡
｢別々に｣の方が学習経験が多いD｢一緒に｣の方は,指導に
当たっては具体的な場面と対応させていく必要があると考える｡
3年へ移行する内容だが,結果を見ると心配である｡
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調査項目14 仮分数と帯分数
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 ○仮分数を帯分数や整数に,帯分数を仮分数に直すことができるO
【知識 ･理解】 ○仮分数や帯分数の意味が分かり,その理解を深める｡
(2) 問題
10 仮分数は帯分数か整数に,帯分数は仮分数になおしましようo
(3) 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
10 (1) 22- ...86%52 3
(4) 反応から見た学力診断
仮分数と帯分数
･つまずき反応
･つまずきの原因
分数について,第4学年では,1及び 1より大きい数について
も同じような考え方で大きさを表すことを理解できるようにす
る｡つまり,仮分数.帯分数について知らせ,分数の表し方やそ
の意味についての理解を深めることをねらいとしている｡
そこで,この間膚では,仮分数を帯分数や整数に,帯分数を仮
分数に直すことができるかどうかを調査した｡
仮分数を帯分数に直すことができた児童は86%,仮分数を整
数に直すことができた児童は86%.帯分数を仮分数に直すこと
ができた児童は88%であったO期待する達成率を85%として
いたので,この間題についてはおおむね達成していると言える｡
仮分数を帯分数や整数に,帯分数を仮分数に直すことについて
のつまずきに特徴的なものは見られなかった｡
まず,仮分数や帯分数という用語の意味理解が不十分なためと
考えられる｡次に.｢基準量｣の理解が不十分なことが挙げられ
る｡分数は任意に単位が取れ,その単位を基準として.いくつ分
を表すことができるのだが,このことの理解が不十分なため,
2 12 左のような間違いができくるのだと考えら
1- -- れる｡また,仮分数や帯分数の具体的なイ
5 5 メ-ジをつかませるために,数直線や線分
図に表すなどの方法を活用していくなどの指導が考えられる｡
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調査項目15 計算方法の選択 ▲問題 11<加法の結合法則の利用は5年へ移行統合>
(1) 算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】○筆算や工夫した計算で買い物の計算を進んでしようとする｡
(2) 問題
11 右のぶんぽうぐを 貫いました｡
代金を求めるとき,あなたは,ど
ちらの計算方法を選びますかo
Oをつけましょうo
?
? ? ? ? ??
? ??
?
? ?
?
えんぴっ ･･･72円
消しゴム ･･･23円
:のり･････82円
‡色紙 - - ･38円
( )▲
72+23+82+38-72+38+23十82
-110十105
-215
(3) 児童の反応
問 題 児童の反応
ll 筆算 - .61%
(4) 反応から見た学力診断
計算方法の選択
反応結果の分析
2位数の加法の筆算,いくつかの数をまとめたり順序を変えて
計算したりする加法の結合法則や交換法則については,第2学年
で学習済みである｡
買い物場面の代金を計算するとき,筆算で計算するか,工夫し
て計算するかを尋ね.どちらの計算方法を選ぶ児童が多いかを調
査した｡
筆算で計算する方を選んだ児童は61%,工夫して計算する方
を選んだ児童は33%であった｡
加法の筆算については,習熟が図られているようである (第2
学年,問題3(1),(2),2けたの加法の筆算の達成率はどち
らも90%以上)｡このことから,第2学年から学習して習熟し
ている筆算を選んだ児童が61%いたことは十分うなずけること
である｡
一方,買い物場面ということから,紙に計算することができな
いことから工夫して計算する必要性に迫られることがある｡この
時,いくつかの数をまとめたり,順序を変えて計算したりする,
すなわち,加法の結合法則や交換法則を活用して工夫して計算す
ることになる｡指導に当たっては,結合法則や交換法則を活用す
るものとして活動を取り入れることができれば,大きさをとらえ
やすい数の組にしていく考えを選択する児童が増えるものと考え
られる｡
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第5学年算数学力診断調査結果と分析
-｢数と計算｣の領域-
調査 平成 10年 3月
調査対象児童数 1038人
新学習指導要領において
▲上の学年に移行統合される内容項目
▼下の学年に移行される内容項目
★削除される内容項目
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担当者 (深井文雄)
調査項 目 1 小数のしくみ
1 算数の学力
【知識 ･理解】 〇十進位取 り記数法に基づいて小数の しくみを理解することができる｡
2 問題
3 児童の反応
1 つきの口にあてはまる数を書 きましょうo
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
4 反応か ら見た学力診断
･小数の しくみ
･つまずき反応
･つまずきの原 因
第 5学年では,整数 と小数が ともに十進位取 り記数法によって表
されているという観点にたって,その しくみをまとめることをね ら
い としている｡そこで,この問題では,小数を構成 している数字の
意味の理解を調査 した｡
小数を構成する数字の意味理解 については,達成率を 90%と設
定 していたので,結果は期待値 をやや下回るものであった｡
つまずき反応 に一定の傾向は見 られなかったが,誤答の多 くは,
口に適当な数値を入れているものであった｡
つまずきの原因としては,次の点が考え られる｡
小数を構成的にとらえる指導が不十分
小数の学習では,計算練習に多 くの指導時間 を使い,小数も
整数 と同 じ十進位取 り記数法によって表されていることや,そ
の数字が表す意味を形式的に扱っているのではないか と考え ら
れる｡
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調査項 目2 小数相互の関係
1 算数の学力
【数学的な考え方】 ○小数は十進位取 り記数法によって表 されていることか ら, 10
倍や 1/10の小数 を考えることがで きる｡
【知識 ･理解 】 0 10倍すると小数点が右に 1つ移 り,1/10にすると小数点 が左
に 1つ移 ることが分かる｡
2 問題
3 児童の反応
1 つきの口にあてはまる数 を書 きましょうo
(2)2.35を10倍 した数はロですo
問 題 期待する反応 主なつ まず き反応
1 (2) 23.5,..88% 235.... 7%
4 反応か ら見た学力診断
･小数相互の関係
･つまずき反応
･つまずきの原因
?
?
?
???
???????? ???????????????????
って表 されているので
けで , 10倍 の小数
?
??
きる｡ この
にすることを通 して ,小数の意味を理?
こで ,この間題では,小数点 の位
1/10の小数 をつ くるとい う見方がで きるか
10倍の小数 をたずねた(2)はおおむね
が ,1/10にな ってい るこ とを答 えさせ た(3
??
?????
? ?
?
???
????? ??
???
?
??
?
??
???っ?ー
?ぁ?
?????????
?
??
?
??
?
??
られなかった｡
(3)で 1/10とい う正答 に対 して,逆の関係 である 10倍 を解答 し
た児童が 42%いた｡
つまずきの原 因としては,次の点が考え られ る｡
ア 小数相互の関係の指導が不十分
3.5の 1/10をつ くらせ る指導にばか り重点 を置 き,0.35と 3.5
の関係 をとらえさせ るような小数相互の関係の指導が不十分で
あると考え られる｡
イ 設問が不適切
｢1/10になっている｣ とい うこ とはあ って も,｢1/10倍 にな
っている｣ ということはあ ま りない｡従 って,1/10倍 と表現 す
ることになれてお らず, 10倍 としか表現で きなかったのでは
ないか と考え られる｡
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調査項 目3 分数の相等 ▲問題 1 (4)(約分は第 6学年へ移行)
1 算数の学力
【数学的な考え方】 ○分数の性質を考えて,同 じ大 きさを表す分数をつ くることがで
きる｡
【表現 ･処理】
【知識 ･理解】
2 問題
3 児童の反応
○分母 と分子の最大公約数でそれぞれを割 り,分母のもっとも
小さい分数をつ くることができる｡
○約分の意味が分かる｡
1 つきの口にあてはまる数を書 きましょう○
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
4 反応か ら見た学力診断
･分数の相等
･つまずき反応
･つまずきの原因
???????
???ぁ????????? ????? ???????? ??? ?っ?? ???
?? ???
?
?
?
?
????
???????????? ?
?
?
?
?
?
???? ???? ??? ??? っ?? ?????????? ぅ????? ???
であった｡この反応の期待値は 80
期待値 をやや下回るもの となった ｡
4/6などの途 中約分で,7%いた｡分母 と
母の小さい分数をつ くることはで きるもの
の,その分数が,分母のもっとも小さい分数 になっているかどうか
の吟味が不
?
??
??
?
多い
つまずきの原因としては,次の点が考え られる｡
約分の意味理解が不十分
なぜ,約分が必要なのか といった,約分の意味理解が十分で
きていないまま,約分の仕方にばか り重点を置いた指導を して
いるのではないかと考えられる｡
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調査項 目4 公倍数,公約数
▲問題 1 (5)(6)(公倍数 ･公約数は第 6学年に移行)
1 算数の学力
【表現 ･処理】 ○それぞれの倍数や約数を作 って,公約数や公倍数を見つけるこ
とができる｡
【知識 ･理解】 ○最小公倍数,最大公約数の意味が分かる｡
2 問題
3 児童の反応
1 つぎのロにあてはまる数を書 きましょう○
▲ (5)4と8の最小公倍数は,ロですo
問 題 期待する反応 主なつまずき反応
1 ▲ (5) 8 ...74% 16 .... 9%24 2324 3
4 反応か ら見た学力診断
･最小公倍数,
最大公約数
･つまずき反応
･つまずきの原因
約数,倍数,公約数 ,公倍数は,分数の約分や通分に用い られる
だけではな く,整数の性質 として,整数を理解するために重要な内
容である｡そこで,この問題では,最小公倍数,最大公約数につい
ての理解度を調査 した｡
最小公倍数をたずねる問題(5)は,期待する反応が 74%であっ
たが,最大公約数をたずねる問題(6)では期待 する反応 が 55% し
かなかった｡
(5)のつ まずき反応 と しては,｢16, 24, 32｣のように,
最小でない公倍数を解答 した児童が 13%いた｡同様なっまずき反
応 として(6)では,｢6,2｣ のように,最大でない公約数を解答
した児童が20%いた｡また,最小公倍数 と最大公倍数を逆に解答
している児童が,(5)では5%,(6)では 4%いた｡
つまずきの原因としては,次の点が考え られる｡
最大公約数,最小公倍数の意味指導が不十分
例えば,最小公倍数や最大公約数の意味を理解 させる際には,
それぞれの倍数や約数をすべて表に書いて,共通な倍数や約数
を調べるなどの活動が必要であるが,すべての場合を出さない
うちに結論を出 して しまっていると考えられる｡
この内容は,第 6学年に移行 となるが,学年が上になったか らと
いって,最大公約数,最小公倍数 という言葉だけを単に理解 させる
ことのないように指導 しな くてはな らないと考えるO
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調査項 目5 商分数
1 算数の学力
【数学的が考え方】○わ り算 と分数の意味を活用 して ,商 を 1つの数で表す表 し方を考
えることがで きる｡
【表現 ･処理】 ○割 られる数 を分子 ,割 る数を分母 に して,わ り算の商 を分数で表
すことがで きる｡
2 問題
3 児童の反応
1 つ きの口にあては まる数 を書 きま しょうo
問 題 期待する反応 主なつ まず き反応
4 反応か ら見た学力診断
･商分数
･つまずき反応
･つまずきの原 因
2つの整数の加法 ,乗法
で表すことがで きる｡ と
の演算の結果は,整数や
で きる とは限 らない
の商を表す ときに分
1つの数で表すこと
を広げてい くことを
???
割 り切れない場合の
?????
34%であった｡これは
割 り切れない場合 の除
す き反応 は,あ くまで? ? ???????
?????
?? ?????
ー ?? ?? ??
?
0.43
??
?
?
?
????
?
???
?
?? ?
?
? ?
?
?
??
? ?
?
?
????
?
?
??
?
?
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?
?
??
?
?
??
? ??????????
?
??
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?
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?
?
??
?
?
??
?
?
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?
?
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? ??? ???
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?
?
?
?
?
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?
?
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?
?
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?? ?????????
?
?
?
?????????????
?
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??
?
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???????
?
??
? ??????????
?
?
?
????
????? ?
きた児童は,
某であった ｡
する主なっ ま
な位で四捨五???
,また ,小
ちのの ,そ
分数で表す と便利である?
十分であることが指摘
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調査項 目6 小数 についての計算の意味
1 算数の学力
【数学的な考 え方】
【表現 ･処理 】
2 問題
3 児童の反応
○文章題か ら小数の乗除 を演算決定 す るこ とがで きる｡
○文章題 の異体的な数量 に着 目して ,かけ算やわ り算の式で表 す
ことがで きる｡
2 次の問題 を読んで ,答 を求める式を書 きま しょう｡
(1)長 さ 22,4mの ロー プがあ ります｡ この ロー プを
5.6mずつに切 って短 い ロー プを作 ろ うと思 い ます｡
短 いロープは何本作れ るで しょう｡
(2) 1mが 500円の リボ ンを､ 2.8m 買お う と思い ます｡
代金はい くらで しょう｡
(3)鉄のほ うの重 さをはか った ら 1.44kgで した｡
この鉄のほ うの長 さを調べ た ら 1.8mで した｡
この鉄のほ うの 1mの重 さは､何kgで しょう.
(4)あきらさんの体重は 35kgです｡
お兄 さんの体重は､あ きらさんの体重の 1.2倍 だそ うです
お兄 さんの体重は何kgで しょう.
問 題 期待 する反応 主なつ まず き反応
2 (1) 22.4÷5_6...95%
(2) 500×2.8...86%
(3) 1.44÷ 1.8...67% 1,8÷1.44. 7%無答 . .12
4 反応か ら見た学力診断
･小数 についての
計算の意味
･つまずき反応
･つ まずきの原 因
文章題 か ら小数のかけ算やわ り算の演算決定 をす るには ,文章か
らいろいろな情報 を収集 し,小数についての計算 の意味 をもとに考
えな くてはな らない｡そ こで ,ここでは ,かけ算 については小数倍
にあたる数量 を求める問題 ,わ り算 については包含 除にあたる問題
と等分除にあたる問題 を取 り上げた｡
小数倍 にあたる数量 を求め る立式がで きた児童は , どち らの問題
も 85%を上回 り,おおむね期待通 りの結果であ った｡ しか し,わ
り算 については,包含 除の問題 の達成率 が 95%で あるのに対 し,
等分除の問題の達成率は 67%と低 い もの となった｡
主なっます き反応 として,等分除の問題 において ,割 る数 と割 ら
れる数を逆 に書 く児童が 7%,無答の児童が 12%いた｡
つ まずきの原 因 としては,次の点が考 え られ る｡
問題場面のイメー ジ化が不十分
文章を読んで立式す る際 には,その文章 に書かれてい る問題
場面をイメージすることが必要であ る｡ このイメー ジ化 が不十
分なため,適 当に教 を組み合わせて立式 してい るこ とが多い と
考え られ る｡
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調査項 目7 小数の計算の結果の見積 も り
1 算数の学力
【数学的な考え方】○乗数や除数が 1の ときを基準に して,計算結果を考えることがで
きる｡
【表現 ･処理】 ○小数をかけた り,小数で割った りしたときの結果を,もとの数 よ
り大きいか小さいかを見積 もることがで きる｡
2 問題
3 児童の反応
3 答えが 4.5を越える式に みんな○をつけま しょう
( )4.5× 1,5 ( )4,5÷ 1.5
( )4.5×0.1 ( )4.5÷ 0.1
( )4.5÷ 0.9 ( )4,5× 0.9
問 題 児 童 の 反 応
3 完 答 ......... . .52%
かけ算を完苔 .... . . . .68%
わ り算を完答 .... . . . .58%
問題別正答反応
4.5× 1.5 .........91%
4.5÷ 1.5 ..... . . . .84%
4.5×0.1 .........91%
4.5÷0.1 .... . . . . .76%
4,5÷0.9 .........72%
4.5×0.9 .........77%
4 反応か ら見た学力診断
小数の計算の し
くみ
･つまずき反応
･つまずきの原因
整数 においては,かけ算をすると増 え,わ り算をすると少な くな
るが,乗数や除数が整数の範 囲を越えて小数になると,その数が 1
よ り大 きいか小さいかで,もとの数 よ り大 き くなるか小さ くなるか
が決まる｡そ こで,被乗数 ･被除数 を 4.5に固定 し,乗数 ･除数の
大きさによって計算結果が どうなるかを尋ねた｡
完答 した児童は52%で,かけ算について完答 した児童は 68%,
わ り算について完苔 した児童は 58%であった｡
1よ り
な ると考
る児童
つま
? ?????
?????????
????????????? ? ?
い数で割った場合の計算結果は,もとの数 よ り小 さく
児童や ,0.9倍 する ともとの数 よ り大 き くな ると考え
?????????? ????????????? ?????
?
? ?
??
89
点が考え られる??????
活動が不十分?????
通 しをもっことは,大 きな誤??????????
る
早
,少な くとも,ち
く見抜いてほ しい
算結果を求めること
活動を軽 く扱 ってい
調査項 目8 分数 と小数の関係
1 算数の学力
【数学的な考え方】○分数や小数の意味 を活用 して ,分数 を小数 として見た り,小数 を
分数 として見た りすることがで きる｡
【表現 ･処理】 ○分数を小数で表 した り,小数 を分数の形 に直 した りすることがで
きる｡
2 問題
3 児童の反応
4 分数は小数に,小数は分数 になお しま しよう○
問 題 期待する反応 主なつまず き反応
4 (1 ) 0.4-.63% 無答 ...... 8%
4 反応か ら見た学力診断
･分数 と小数の関
係
･つまずき反応
･つまずきの原因
整数や小数は,それ に対応 する分数 を必ずつ くることがで きる｡
これによって,整数 ,小数 ,分数 (量分数)それぞれにおいて調べ
て きた大小関係 を 1つの数直線 に表すことがで きるようにな り,ど
れ も同 じ ｢数｣である と統合 的に見 ることがで きるようにすること
をね らっている｡
分数 を正 しく小数 になおす ことので きた児童は63%で ,小数 を
正 しく分数になおせた児童は 35%であ った｡ただ し,約分 が不十
分で正 しく表せていない児童が 31%いるので ,この児童は,小数
を分数 になおす考え方は よい と考えると, 61% となる｡
分数を小数になおす場合のつまず き反応 についての一定の傾 向は
見 られなかった｡ また,小数 を分数 になおす場合 についてのつ まず
き反応でもっとも多かった ものは,｢0.75｣の ｢7｣ と ｢5｣
を適当に組み合 わせて 5/7や7/ 5と表す児童であ り, 15%い
た｡また,どう表 して よいか分か らず無答 に してい る児童は,分数
を小数 になおす場合で8%,小数を分数 になおす場合で 10% と,
他の調査問題 に比べて多 くいた｡
つまずきの原 因 としては,次の点が考 え られ る｡
分数や小数の意味理解が不十分
分数や小数の意味か らかけ離れて ,小数か ら分数へ,分数か
ら小数へ となおす方法だけを形式的 に教え込む指導を している
のではないか と考 え られる｡
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調査項 目9 小数の計算の習熟
★問題 5 (2)(3)(4)(1/100の位の小数の計算は削除)
1 算数の学力
【表現 ･処理】 ○小数同士の乗除計算を手際 よ くすることがで きる｡
2 問題
3 児童の反応
問 題 期待する反応 主なつ まず き反応
5 ( 1) 15,54 .-80%
★ (2) 4.2 ..-- 68% 420 -.-.. 2%
★ (3) 3.1 .-...73% 31 .--.-. 10%
4 反応か ら見た学力診断
･小数の計算の習
熟
･つまずき反応
･つまずきの原 因
ここでは,電卓を使わずに計算で きるようになってほ しい乗除計
算を4問取 り上げ,その計算技能 を調査 した｡
(1)の 1554とい う整数の計算結果 を 100で割 って 15.54と計算
する問題は 80%であったのに比べ ,(2)の 4200を 1000で割 って
4.2と計算する問題は 68%の低 い達成率であった｡ また,(3)の
46.5÷ 15の計算に帰着する問題は 73%,25.5÷ 75の計算に帰着
する問題は 74%の達成率であったO
つ まずきの多 くは,九九や加減の計算 ミスであ ったが ,(2)
は 1000で割 らずに 10で割 った児童が 20/.,(3)では 46.5
せずに 465÷ 15を した児童が 10%,(4)では無答の児
いた｡
つまずきの原因として次の 2点が考え られ る｡
ア 計算の仕方の理解が不十分
小数点 の移動を聞違えている児童が多い｡形 式
??? ?
??
?
??????
方の指導にだけ力を入れ るのではな く,なぜそのように計算 し
てよいのか といった計算の仕方の理解 とい う面か らの指導 も力
を入れる必要がある｡
イ 九九や加減計算の定着が不十分
5年生の段階で九九や加減計算 といった基礎 ･基本的な計算
の習熱がで きていないのは,繰 り返 し練習の不足である｡ 計算
単元 の時だけ練習をするのではな く,長期的に習熱で きるまで
繰 り返 し練習をする必要がある｡
1/100の位 までの計算は削除 となるが,(2)(3)(4)ような計
算については ,発展的な扱い として取 り扱 うように したい｡
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調査項 目 10 小数の計算の仕方 ★問題 6,7(1/100の位 の小数の計算 は削除)
1 算数の学力
【数学的な考え方 】 ○小数 同士の乗除計昇 を整数 同士の乗 除計算 に帰着 して考えるこ
とがで きる｡
【表限 ･処理 】 ○小数 同士の乗除計算 を手際 よ くす るこ とがで きる｡
2 問題
3 児童の反応
★6 76×43=3268で す ｡
この ことを使って,0.7 6× 4 .3の答 えを出そ うと思い
ま す ｡ 答えに○をつけましょう｡
( )0.3268
( )32.68
( )3.268
( )326.8
★7 912÷24=38です｡
この ことを使 って , 9.12÷2.4の答 え を出そ うと思い
ます｡答 えに○をつけま しょう｡
??
?
?
??? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ?
問題 期待する反応 主なつ まず き反応
★6 3.268...82%
★7 3.8.....50% 0.038.. . 28%38. . 13
4 反応か ら見た学力診断
小数の計算の仕
方
･つ まず き反応
･つ まず きの原 因
小数は整数 と同 じ十進位取 り記数法で表現 されてい るか ら,乗法
や除法の計算は ,単位 ,すなわち小数点 の位 置に着 目 して これ を移
動 し,整数に置 き換 えれば ,整数の計算 と同様 な考 え方で積 や商 を
求めるこ とがで きる｡ ここでは ,小数の乗除計算 をす る際 に ,その
ことが うま く使 えているか どうかを調査 した｡
乗法 に関 しては,達成率 が 82%であ るが ,除法 に関 しては ,逮
成率が 50%と,低い結果 となった ｡
除法 において も,乗法 と同様 に ｢1000倍 したの だか ら 1000で割
って｣ と考 えて,0.038と答 えた児童が 28%い た ｡
つまず きの原 因 として次の点が考 え られ る｡
十進位取 り記数法の しくみの よさ計算 に使 ってい ることにつ
いての理解 が不十分
かけ算の仕方 をそのままわ り算 に当てはめて ミス してい る児
童が多い こ とか ら,計算 の仕方のみ を形 式的 に覚 え込 もうとす
る傾向にあると考 え られ る｡
1/100の位 までの計算は削除 となるが,(2)(3)(4)ような計
算 については,発展的な扱い として取 り扱 うように したい ｡
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調査項 目 11 小数同士の額や商の見積 り
▲問題 8 (積や商の見積 も りは第 6学年 に移行)
1 算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】 ○ 概数 を使 って積や商 を見積 もろうとする｡
【数学的な考え方】 ○ 萌や商を見積 もる計算 を考 えることがで きる｡
2 問題
3 児童の反応
▲ 8 次の計算の 答 えの見 当をつけ ま し ょう○
(1)9.98×4. 12
｢ 見当をつける計算 l｢見当｢
(2) 8.56÷0.98
｢ 見 当をつける計算 l｢見当｢
問 愚 主 な 反 応 (式のみ)
▲8 ( 1 ) 10×4..............64%
10×4.1or10×4.12... 5%
10×5.............. 1%
9×4..... 1%
#6 .,.150/O
(2) 9÷1..............54%
8.5or8.56or8_6÷1 ....... 6%
10÷1............. 1%
熊谷 ..............15%
4 反応か ら見た学力診断
･小数 同士の積や
商の見積 も り
･つまず き反応
･つ まず きの原 因
整数や小数 についての乗法や除法の計算をする前 に,積 や商 を見
積 もることは ,計算結果の見通 しが もて るので ,大 きな誤 りを防 (･
ためにも大切 な ことである｡ ここでは,小数の乗除 において ,児童
は,どの ように結果の見通 しを立て るかを調査 した｡
(1)では 10×4,(2)では 9÷1を期待 していたが,主な反応 に
示 してあ る (無苓以外)立式で見積 も りを立てた児童は ,どれ も達
成 してい ると考 えているので,乗法 においては,達成率が 71%,
除法においては,達成率が 61%であ った｡
乗法 ,除法 どち らも撫答 が 15%である.残 りの児童は,9×4.12
な どの暗算では難 しい立式 を している ｡
つまず きの原 因 と しては ,次の ことが考え られる｡
計算結果の見通 しを立てる経験 が不十分
熊谷が 15%いるこ と,筆算 を使 って計算 している児童がい
ることか ら,｢計算結果 の見 当をつける｣ とい う言葉 の意 味の
理解 が不十分であ る と考え られ る ｡ いろいろな場面において ,
計算結果 を見積 もる経験 をさせ ることが大切である｡
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調査項 目12 分 数の計算の習熱
▲問題9 (1)(異分母分数の加減は第 6学年へ移行)
★問題9 (2)(帯分数の計算は削除)
1 算数の学力
【数学的な考え方】○異分母の分数を,共通の分母 を持つ分数 と して考 えることがで き
る｡
【表現 ･処理】
2 間愚
3 児童の反応
○通分 を使 って手隙 よ く異分母分数の減法がで きる｡
9 計算 しま しようo
問 魔 期待 する反応 主なつ まず き反応
9 ▲(1) A ....71% 与÷ ......... 7%無 答 -- 8
4 反応か ら見た学力診断
･異分母分数の計
算
･つまずき反応
･つまずきの原 因
異分母分数の計算は,同 じ単位の分数 に直す とい う通分の考 えを
活用すれば,解決することがで きるが,形式的にその計算の仕 方を
教えるのではな く,単位 をそ ろえて計算するとい う加法 ,減法の計
算の基本 となる考えに着 目させることが大切である｡
真分数 同士の減法(1)がで きた児童は 71%,帯分数 を含 む減法
(2)がで きた児童は49%であ った｡ただ し,帯分数 を含 む減法の
場合 ,約分途 中の 1と5/10を含めると67% となる｡
主なっ まず き反応 として ,減法 と加法 を間違 えた児童が ,(1)で
は 7% (19/35),(2)では 3%いた｡ また,(2)では 1と 4/5を通分
する隙に, 1と 4/10と間違えた児童が 2%いた｡そ して,舛答の児
童は,(1)が8%で,(2)が 9%であった｡
つ まず きの原 因としては,次の点が考え られる｡
分数の ｢意味｣ と ｢計算の仕 方｣が遊離 している
｢計算の仕方｣ を知 らせ ,繰 り返 し練習 させ ることで定 着を
はかっているため,｢分数の意味｣ を考 えるこ とな く計算結果
を求める指導が多い と考え られる.
異分母分数の加減は 6学年へ と移行 になるが,上学年へ と移行 に
なって もていねいな指導が必要である｡
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調査項 目13 整数の積の見積 り
▲問題 10 (一部)(嶺の見積 もりは第 6学年へ移行)
1 算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】○ 簡単な方法で積の正否を確かめようとする｡
【数学的な考え方】 ○ 概数を使って整数のかけ算の計算結果を確かめる方法を考え
ることができる｡
2 問題
3 児童の反応
10 ただ しさんが計算すると,46× 708の積は 325668に
なったそうです｡
答えが正 しいか どうかを確かめるには,あなたなら次のどの
方法で確かめますか,○をつけましょう｡
( ) かける数 とかけられる数を入れかえて,708× 46を筆算
する｡
( ) 46×708を もう一度筆算する｡
▲ ( ) 46を 50,708を 700とみて,50×700=35000
と見当をつけて確かめる｡
▲ ( ) (2けた) × (3けた)の積は,4けたか 5けたのどち
らかになることから判断する｡
問題 児 童 の 反 応 (複数回答)
10 708×46を筆算 .........30%
46×708をもう一度 .......37%
▲50×700で見当 .........30%
4 反応か ら見た学力診断
整数の額の見積
り
･つまずき反応
･つまずきの原因
けた数の多い計算においては,電卓を利用することがあるが,電
卓は,ち ょっとした押 し間違いで,大 きな間違いに結びつ く｡ しか
し,子どもは,ディスプレイに示された数字に何の疑問ももたず,
正解だと信 じている場合が多い｡そこで,あ らか じめ知 らされた計
算結果が,正 しいかどうかをどのように調べるかを調査 した｡
ここで期待する反応は,｢50× 700｣ と ｢2けた×3けた｣であ
り,どちらも30%以下と低い達成率 となった｡
確かめるのに時間のかかる ｢708× 46｣や ｢46× 708｣を選んだ
児童が,簡単な ｢50× 700｣や ｢2けた×3けた｣の方法を選んだ
児童と同じ程度いることがわかる｡
つまずきの原因として次のことが考えられる｡
概数を用いて計算するよさの理解が不十分
概数を用いて計算すると大まかではあるが,計算結果は簡単
に分かる｡しか し,児童の多 くは,そちらに目が向いていない｡
つま り,概数を用いて計算するよさの理解が不十分なので,そ
れを使おうとしていないと考えられる｡
積の見積もりは 6学年へ と移行になるが,どの学年に移行 しても,
よさがわかる指尋を工夫する必要がある.
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第6学年算数学力診断調査結果と分析
-｢数と計算｣の領域-
調査 平成 10年 3月
調査対象児童数 1010人
新学習指導要領において
▲上の学年に移行統合される内容項目
▼下の学年に移行される内容項目
★削除される内容項目
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担当者 (糸島耕太郎)
調査項目1 時間を表す分数
(1) 算数の学力
【数学的考え方】060を基準量とした見方ができる｡
【知識 ･理解】 ○分数で表された時間の意味がわかる｡
(2) 問題
1 つぎのロにあてはまる数を書きましょうo
(3) 児童の反応
問題 期待する反応 主なつまずき反応
(4) 反応から見た学力診断
時間を表す分
数
･つまずき反応
･つまずきの原
因
分数の量分数的な面の中でも,60を基準量としてとらえることは
10や100を基準塵としてとらえることと共に,大切なことである｡そ
こで,この問題では分数で表された時間を,60を基準量としてとら
え ｢分｣で表すことができるかどうかを調査した｡
主なっまずき反応は20(4%)というものであった｡ これは,基準
量を60でなく100ととらえたためと思われる｡
つまずきの原因として,免分数というものを何を基準東としてと
らえるのかという見方が,今一歩であると考えられる｡特に60を基
準量としてとらえることは,10や100を基準量としてとらえること以
上に特殊である｡そこで,指導の際にも基準の量がはっきりするよ
うに数直線でその量を表すなどの工夫をして,何を基準最としてと
らえるとよいのかという見方を,養わせる必要があると考えられるQ
調査項目2 逆数の意味
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 ○逆数をつくることができる｡
【知識 ･理解】 ○逆数の意味がわかる｡
(2) 問題
1 つぎの口にあてはまる数を書きましょうo
(3) 児童の反応
問題 期待する反応 主なつまずき反応
(4) 反応から見た学力診断
逆数の意味
･つまずき反応
･つまずきの原
因
｢2つの数の欄が 1になる時,一方の数を他方の数の逆数といい
ます｡｣という逆数の意味を理解 しているかどうかを調査した｡達
成できた児童は85%であった｡2
主なつまずき反応は 了 (3%)というものであったGたして 1
になる数だと考えたと思われる｡
つまずきの原因として,逆数というものをただ単に分母分子を入
れかえた数だと形式的にとらえ,逆数の意味の理解までには,十分
に至 っていないのではと考えられる｡逆数を考える際に,逆数の意
味についても丁叫に取り扱 う必要があると考えられる｡
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調査項目3 分数の乗法の意味
(1) 算数の学力
【数学的な考え方】 ○もとにする丑の何倍になるかを,図や言葉をもとに分数の乗法に
なることが説明できる｡
【知識 ･理解】 ○分数の乗法の意味がわかる｡
(2) 問題
2 つぎの間顔を読んで答を求める式を書きましょう｡
(1)1mの重さ 号 k lの鉄のパイプがあります｡こ
の鉄のパイプ3mの重さは,何 kgでしょう｡
(4)ある農家では トラクターを使って, 1時間あたり
ミ haの水田を排しますO 三時間では,何haの
水田を耕すでしょう｡
(5)ひろしさんの体重は40kgです｡弟の体重は,ひ
ろしさんの体重の 三倍だそ うですO弟の体重は
何 kgでしょう｡
(3) 児童の反応
問題 期待する反応 主なつまずき反応
2 (1) 2 2
-X3 ..83%5 3X盲 ..130/o
(4) 3 3了x盲 ''510/o 3.3 ..16%4■5旦x旦 - 15 4 8
(5) 4 4
(4) 反応から見た学力診断
分数の乗法の
意味
･つまずき反応
･つまずきの原
因
もとにする量の何倍になるかと考えることは,乗法を考える際の
大切なことであるCそこで,この間題では,分数が混じった場合､
もとにする最の何倍になるかを,乗法の式として表すことができる
かどうかを調査した｡
達成できた児童は(1)83% (4)51% (5)82%であったC
(1)での主なっまずき反応は 3X号 (13%)とい うもので,もとに
する最と何倍とが逆になっていた｡ (4)では､演算決定ができていな
かったO (5)では 407言(10%)というもので除法になっていた.
つまずきの原因として,もとにする量の何倍かという乗法の意味
の理解が,不十分であると考えられる｡取 り扱 う数量が共に分数に
なると,かなりの抵抗があることは,主なっまずき反応からもわか
る｡そこで,ただ数丑だけで状況を考えさせるのではなく,線分図
等の図や言葉の式を効果的に利用して,もとにする血の何倍かとい
う状況が,少しでも把握しやすくなるような丁夫は必要であると考
えられる｡それと共に,数量が分数だと考えにくいのなら,分数を
整数になおして,整数の場合と同じように考えればよいことに気づ
かせることも,有効な方法として考えられるO
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調査項 目4 分数の除法の意味
(1) 算数の学力
【数学的考え方】○数虫が分数の場面から図や言非をもとに,分数の除法になることが
説明できる｡
【知識 ･理解】 ○包含除の意味や割合 としての分数の意味がわかる｡
(2) 問題
2 つぎの問題を読んで答を求める式を香きま しょうo
l l(2) 57 mのひもがあ りますo このひもを 7mずつ
に切ると何本のひもができるで しょうQ
(3)赤のリボンの長 さは 6mあ りますo これは,青の リ
2ボンの 盲にあたるそ うですo青の リボンの長 さ
(3) 児童の反応
問題 期待す る反応 主なつまずき反応
2 (2) l l l l5才÷盲 .. 92% 5iX1- - 3%
(4) 反応から見た学力診断
分数の除法の
意味
･つまずき反応
･つまずきの原
因
わ り算を考える場面 として,等分除に相当するもの ･包含除に相
当するもの ･何倍になるかに相当す るものの 3種類がある｡それぞ
れの場面 ともすべて除法になることがわかることは,大切なことで
ある｡そこで､この間層では包含除の意味や割合 としての分数の意
味が理解できているか どうかを調査 した｡
(2)での主なっまずき反応は 車 i (3%) とい うもので乗法に
なっていた｡ (3)では,演算決定ができていなかった｡
つまずきの原因として,基準且 とそれに対する割合が, どうなっ
ているのかとい う把握が,不十分であると考えられる｡ 2つのもの
を比べて,その間の関係をとらえようとすると,数量だけでは状況
はとらえにくい｡そこで,線分図や関係図等の図や言葉の式を効果
的に利用 して,両者の関係が,少 しでも把握 しやす くなるような工
夫は必要であると考えられ る｡それ と共に,数量が分数だ と考えに
くいのなら,分数を軽数になお して,整数の場合 と同 じように考え
ればよいことに気づかせることも,有効な方法 として考えられ る｡
どうして除法になるのかが､図や言葉で説明できる過程 を大切に し
たい｡
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調査項 目5 分数のかけ算の仕方を考える
(1) 葬数の学力
【数学的考え方】 ○分数のかけ算で,基準丑のいくつ分であるとい うことをもとに,
計算の仕方を考えることができる｡
【表現 ･処理】 ○分数のかけ算の計算ができる
(2) 問題
3 口にあてはまる数を著きましょう.
(i) 言r4は口が (2×4)こ
(3) 児童の反応
問題 期待する反応 主なつまずき反応
(1) ! ...43% ≡ 21%1 19
(4) 反応から見た学力診断
･分数のかけ算
の仕方を考え
る
･つまずき反応
･つまずきの原
因
分数のかけ算の計葬の仕方を兄いだすことは,計算技能と共に大
切なことである｡そこで,この間題では､基準最が何でそのいくつ
分かとい う計算の仕方が,できているかどうかを調査 した｡
(1)での主なつまずき反応は そ (21%) と1(190/o)とい う
ものであった｡
つまずきの原因としては,基準量のいくつ分かとい う意識がない
ことがあけられる｡児童の反応からも,分数のかけ算の計葬が形式
だけの技能に終始 し,その計算の仕方については,理解が不十分 と
いえる｡そこで,指導する際には,基準量のいくつ分かとい うこと
を,線分図や面積図をつかってきちんと説明できる過程を大切にし
たい｡そのことを十分にしてから,形式的な計算の形にもっていく
ことが,必要であると考えられる｡
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調査項 目6 分数のかけ算やわ り算の計算
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 ○分数のかけ算やわり算の計算ができる｡
【知識 ･理解】 ○計算のきまりがわかる｡
(2) 問題
4 計算 しましようo
(1) 旦x4 -□ (4) 呈上旦 -□
7 3 5
(2) 旦xl旦 -ロ (5) 土.旦x旦 -∩
5 3 2 4 3
(3) 旦÷5 -ロ4 (6) 旦x旦+旦x旦 エロ5 7 5 7
(3) 児童の反応
間腰 期待する反応 主なつまずき反応
4 (1) 些 or2旦 ‥ 95%7 7
(2) 1 ...92%
(3) 230 ..88%
(4) 5 2-or1- ..91%3 3
(5) 1 ...48% 5 .‥ 26%6
(4) 反応から見た学力診断
分数のかけ算や
わり算の計算
･つまずき反応
･つまずきの原因
分数のかけ算やわり算の計算技能は,今までの分数のたし算 とひ
き算の計算技能とともに,身につけることが大切である｡そこで,
この問題では分数のかけ算やわり算の計算技能が身についているか
どうかを調査 した｡達成できた児童は(1)95%,(2)92%,(3)88
%,(4)91%であった｡また,たし算 とかけ算の混じった発展的問
題の(5)48%,(6)50%であった｡
(5)での主なっまずき反応は i (260/.)で,とにかく前から順
に+×区別なく計算 したものであった｡ (6)では､意味不明なものが
多く､計算のきまりが理解できてないことはいえそうだ｡
つまずきの原因として,分数のかけ算やわり算自体の計算はでき
るが,計算のきまりがわかるまでには,いたっていないことが考え
られるb指導の際には,整数の計算のきまりが,分数の計算の場合
でも同じように成 り立つことに気づかせる場を設定し,計算のきま
りの理解を深める必要があると考えられる｡
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調査項目7 わり算の式をかけ算の式になおす
(1) 算数の学力
【表現 ･処理】 ○逆数を使ってわり算の式をかけ算の式になおすことができる｡
【知識 ･理解】 ○逆数の意味がわかる
(2) 問題
5 次の計算を,かけ算の式になお しましようo
(1) 号x十号 -□×□×□
(3) 児童の反応
問題 期待する反応 主なつまずき反応
5 (1) 215- -- ..88%7′3'2
(2) 1 106,盲,石 ''65% 整数の逆数ができない･.7%′ト 18
(4) 反応から見た学力診断
わり算の式を
かけ算の式に
なおす
･つまずき反応
･つまずきの原
因
わり算の式でわる数を逆数にすると,かけ算の式にかき変えられ
ることは,乗法と除法との関係において大切なことである｡そこで
この間題では整数や小数や分数のわり算の式を,かけ算の式に変え
ることができるかどうかを調査した｡達成できた児童は(1)88%､
く2)65%であった｡
(2)での主なっまずき反応は,整数や小数の逆数をつくることがで
きないとい うものであったO
つまずきの原因としては,整数や小数の逆数がつくれないことが
あげられる｡このことは,逆数の意味が不十分であるからできない
のか,単に逆数にする技能が今一歩なのかの2つのことを含んでい
る｡いずれにしても,指導の際には,逆数の意味をしっかりおさえ
逆数を使 うよさにも気づかせててから,整数や/｣､数を逆数にすると
いう技能の習熟をはかる必要があると考えられる｡
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調査項目8 分数の計算結果の見積もり
(1) 算数の学力
【数学的考え方70かける数やわる数が 1より大きいか小さいかをみて､積や商ともと
の数との関係が判断できる｡
【表現 ･処理】 ○かける数やわる数をみて､積や商がもとの数より大きくなるか小さ
くなるかを,見積もることができる｡
(2) 問題
6 答が3より大きい式に､みんな○をつけましょうo
( ) 3X旦 ( ) 3×1旦
5 5
( ) 3÷旦 () 3÷1旦
5 5
( ) 3÷⊥ ( ) 3×⊥
(3) 児童の反応
問題 期待する反応 主なつまずき反応
(4) 反応から見た学力診断
分数の計算結果
の見積もり
･つまずき反応
･つまずきの原
因
積や商がもとの数より大きくなるか小さくなるかについて,かけ
る数やわる数に着目することで判断できるということは,見積もり
の 1つとして大切なことであるQそこで,この間題では,かける数
やわる数が分数の場合に,積や商がもとの数の3より大きくなるか
小さくなるかを調査した｡達成できた児童は6間ともの完答で 52
%であった｡
主なつまずき反応は,かけ算の3間が完答できてわり算が完答で
ない(61%),わり算の3問が完答できてかけ算が完答でない (67
%)というものであった｡
つまずきの原因として,積や商がもとの数より大きくなるか小さ
くなるかは,かける数やわる数が 1を基準にして大きいか小さいか
で判断できるという見積もりの方法が,理解できていないと考えら
れる｡一つ一つ計算 して判断していたものが,完答していた児童の
中にも少なくなかったことは,見積もりのよさが児童に感じられて
いないことを物語っている｡そこで指導の際には,見積もりの方法
を教え込むのではなく気づかせる工夫が必要であると考えられる｡
そうすることで,計算 しなくても答が見通せる方法があるとい うよ
さが感 じてもらえやすくなり,その方法の理解もはかられると考え
られる｡そして,さらにその見積もりの方法を,日頃の算数の場面
で,結果のみに急ぐのではなく､活用する場を設けていくことが,
必要であると考えられる｡
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調査項 目9 計算方法の選択
(1) 算数の学力
【関心 ･意欲 ･態度】 ○かけ算わり算の混じった式を左から順にするか,かけ算にまと
めてするかのどちらかで計算しようとする｡
(2) 問題
(3) 児童の反応
問題 反応例
(4) 反応から見た学力診断
計算方法の選
釈
･反応結果等
式があると,それをどういう方法で計算するは,大原則の左から
順にするという方法と,逆数を利用 してわり算をかけ算になおして
かけ算の式にまとめてするという方法の 2つがあげられる｡ともに
学習していることであるので,この間題では,この2つのどちらで
する児童が多いかを調査した｡
左から順にする方法が33%,かけ算の式にまとめてする方法が
65%であった｡
6年生では,かけ算の式にまとめてする方法に,計算のしやすさ
等のよさを兄いだした児童が多いことがわかる｡計算の際には,式
というものを形式的にとらえて計算しようとしていることが,うか
がえる｡
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第3章 学力診断評価を生かす算数の授業改善に
関する基本的な考え
1 算数学力診断評価の目的
1)｢生きる力｣の育成を目指す算数科授業改善
2)算数の学力を量と質の面からとらえる
3)スローガンではない基礎 ･基本の確実な定着
2 算数の授業改善-向けて
1)算数の学力診断評価を生かした予防的指導
2)算数学力診断を生かした授業改善の視点
3)私たちの考える授業改善を必要とする指導事項
4)誤答 ･つまずき分析に基づく授業改善
5)｢算数的活動｣を核にした授業改善
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第 3章 学力診断評価を生かす算数の授業改善に
関する基本的な考え
1 算数学力診断評価の目的
1)｢生きる力｣の育成を目指す算数科授業改善
今回の学習指導要領改訂に伴う指導内容の30%縮減により､算数 ･数
算数学力診 学の学力低下を危倶する声が上がっている｡ 岡山大学算数 ･数学教育学会
断評価の目 の ｢学力診断評価｣の目的は､こうした学力低下の実態があるかどうかを
的 単に調査するものではないO私たちの考える算数学力診断評価の目的は､
算数の学力診断評価した結果を､算数科授業改善に生かすことにあるO
新学習指導要領の意図は､ゆとりの中で､｢自ら学び､自ら考える力｣
等の ｢生きる力｣の育成を目指しているO従来の ｢教え込み型の算数授業｣
から､子ども自らが数量や図形に関わり､数量や図形の意味や原理 ･法則
を自ら学び､自ら考えるといった主体的な ｢算数の学びを育てる授業｣-
の転換を求めているO 新学習指導要領において算数科の指導内容が 30%
縮減されたのも､たくさんの数量や図形に関する知識を詰め込んだり､複
雑な計算技能の習熟に終始したりすることよりも､こうした数量や図形へ
の主体的な子どもの学びを育てることに､算数教育の主眼を置くための具
体的な方策と考えられるD
算数の指導内容を30%縮減したことの適否､移行及び削除内容の適否
等を客観的に判断できるデータは何もないOしかしながら､IEAの調査報
告 (1999)は､子どもの算数 ･数学-の関心 ･意欲は国際比較におい
て最低レベルにあると指摘している｡数量や図形の学習に興味 ･関心を示
さない子どもが増えていて理数離れが進み､算数 ･数学教育は危機的場面
に直面しているというのであるtl
｢自ら学び 算数教育のこうした危機的な場面を打開する方策として考えられたのが､
自ら考える ゆとりの中で作業的体験的活動を通して､算数-の関心 ･意欲を高め､｢自
力｣の育成 ら学び､自ら考える｣といった児童の主体的な学習活動を主軸にする算数
の授業改善策である｡
楽しさと充実感のある算数の授業改善を図ることは､活動的な学習を好
む児童には最適な授業改善の方策と思われる｡子どもの中では､楽しさと
充実感は､同時達成されるものであろう｡数量や図形の意味が分かり､自
分の力で新しい数量や図形の原理 ･法則を創っていくとき､借 り物でない
本当の楽しさと充実感を味わうことができるものと考える｡
私たちの目指す授業は､こうした楽しさと充実感のある授業であり､算
数学力診断評価は､こうした授業づくりをしていくための基礎的 ･基本的
な調査として位置づくものである｡
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2)算数の学力を量と質の面からとらえる
新学習指導要領の改訂に伴 う学力低下の危快の声が高まるにつれて､学
学習指導要 習指導要領を ｢最低基準｣と見なすという見解が､文部省によって公表さ
領 ｢最低基 れた｡学習指導要領の ｢最低基準説｣の根拠は､ゆとりの中で ｢生きる力｣
準説｣ を育成するために､算数科の指導内容を最小限必要な指導事項に厳選 した
ことにある｡
学習指導要領に示された算数科の指導事項は､どの子にも習得させたい
量的な面か ミニマム ･エッセンシャルな指導事項ばかりであるO厳選の名の下に極端
らみた算数 にスリム化に走った観はないわけでもないが､量的な面からだけで学力低
の学力 下を危慎するのも一考を要する030%縮減に伴い､確かに ｢知識 ･技能｣
に関する算数の学力は低下することは危慎される｡ しかしながら､新学
習指導要領では､指導内容に比べて､標準指導時数の縮減幅はノトさくして
質的な面か いる｡ これは､子ども自らが作業的 ･体験的な活動等の算数的活動を通し
らみた算数 て､数量や図形について主体的に関わっていき､算数-の ｢関心 ･意欲｣
の学力 ｢数学的な考え方｣といった質的な面に関わる学力を､時間的なゆとりの
中で､伸ばそうとする趣旨によるものであるo 指導事項の多い少ないの量
的な面から学力低下を論じるべきではなく､その指導内容を通 して､単に
｢知識 ･技能｣を身につけるだけに留まらないで､今まで以上に､｢関心
･意欲｣｢数学的な考え方｣といった質的な算数の学力を同時達成してい
くことを求めていると考える｡
3)スローガンではない基礎 ･基本の確実な定着
新学習指導要領では､学習指導要領の30%縮減に伴い､｢基礎 ･基本
従来と異な の確実な定着｣をめざす方向性が示された｡基礎 ･基本の重視の方向性は､
る ｢基礎 ･ これまでも叫ばれた経緯がある｡例えば､昭和 43年の学習指導要領の改
基本｣ 訂に伴 う算数教育の現代化が失敗 したとき､反省 として昭和 52年の学習
指導要領改訂では ｢基礎 ･基本｣が叫ばれた.そのときは､厳選ではなく､
算数の指導内容の精選が叫ばれ､難易度も易しくなった0
では､昭和 52年の学習指導要領改訂の際に叫ばれた ｢基礎 ･基本｣と､
今回の ｢基礎 ･基本｣と同格のとらえ方でよいのであろうか｡
答えは､同格に捉えてはならないということである｡学習指導要領を ｢最
低基準｣として位置づけて公表されたのは､今回が初めてのことである｡
学習指導要領が ｢最低基準｣という位置づけが示された以上､確実にその
定着が図られなければならない｡学習指導要領が最低基準という線引きが
マスタリー されたからには､新しい算数教育では､学習指導要領に示された指導事項
ラーニング は完全習得できるようにすることが求められるようになったと考えるべき
である｡この意味で､今回の ｢基礎､基本の確実な定着｣は､昭和 52年
に叫ばれた ｢基礎 ･基本｣と意味合いが異なる｡単なるスローガンで ｢基
礎 ･基本の重視｣に終わらせてはいけないのである｡
ところが､従来は､ややもすれば履修主義の算数教育に終わっていた傾
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今後の算数
･数学の学
習を創造的
なものにす
る基礎 ･基
本
向がある｡｢6年生になっても九九を覚えていない｣｢中学生になっても分
数の計算ができない｣という声を現職教員の声として聞くことがある｡.こ
れは､教え放しの履修主義教育の弊害の一端と思われるC.学習指導要領が
最低基準として位置づけられたからには､該当学年における数量や図形に
関する算数の学力を確実に身に付けさせることが求められる｡.
例えば､｢かけ算の意味を理解し､九九の構成の仕方をマスターして覚
える｣のは､第2学年の指導事項である｡ また､｢分数の加減､乗除の意
味やその計算の仕方をマスターする｣のは､第6学年の指導事項である｡
第2学年で ｢基礎 ･基本｣としてのかけ算の意味や九九の構成の仕方等を
マスターしておかなければ､これを基礎として学習するその後の ｢わり算｣
｢かけ算｣等の算数の学習内容を､既習事項を活用 して創造的に学ぼうと
しても支障が生じるのである｡
｢基礎 ･基本｣は､人によっていろいろな意味合いで用いられているO算
数科は国語科と同様､様々な教科の核となる基礎教科だから算数の指導内
容は､基礎 ･基本といっている人もいる｡｢読み ･書き ･算｣を基礎 ･基
本と捉え､計算技能のみを算数科における ｢基礎 ･基本｣といっている人
もいる｡ 私たちの意味する算数科の ｢基礎 ･基本｣は､生活､とりわけ今
後算数 ･数学の学習をしていく上で必要とする指導事項 及び既習事項とし
て活用されるべき指導事項を ｢基礎 ･基本｣と言っている.〕｢計算技能｣
や ｢知識 ･理解｣だけが ｢基礎 ･基本｣ではなく､｢関JL､･意欲｣｢数学的
な考え方｣等も､今後の算数の学びを創造的な学習活動にしていくために
大切な ｢基礎 .基本｣と考えているO
このように､｢基礎 ･基本｣を基にして､新たな数量や図形の意味や原
理 ･法則を子ども自らが創造的に学習していくためには､履修主義の算数
教育から完全習得主義-の転換が求められている｡最低基準としての学習
指導要領に示されている指導事項について目標達成できなければ､本当に
算数の学力低下が生じることになるのであるoこの意味で､今回の学習指
導要領の意図する ｢基礎 ･基本の確実な定着｣は､昭和 52年の学習指導
要領で叫ばれた ｢基礎 ･基本の徹底｣と表層的には似ているが､スローガ
ンに終わらせてはいけないところに大きな違いがあると考えるo
学習指導要領に準拠して編集されのが算数科の教科番である｡ 学習指導
要領が最低基準ならば､それに準拠して編集された教科番も最低基準とな
るO算数科の教科書レベルの数量や図形に関する意味や原理 .法則は､ど
の子どもも達成すべき最低基準だという指針が示されたと考えるoLかし､
その最低基準である算数の教科書内容について､子どもがどの程度理解 し
ているのか､その達成度を把握している客観的なデータはないのであるO
2 算数の授業改善-向けて
1)算数の学力診断評価を生かした予防的指導
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治療的指導
私たちの考 えた算数学力診断調査の特徴は､学力診断調査問題 を算数の
教科書水準の難易度 に しているO そのよ うに した理 由は､学校現場では､
教科書に準拠 した算数の授業実践がなされていることを考慮 したか らであ
る｡学校教育における算数 の授業で取 り扱われていない事項 を学力診 断評
価 問題 として取 り上げて学力診断 したのでは､その結果によって算数の学
力が上がった とか､低下 した とかを議論す るわけにはいかないか らである｡
例 え､学力診断評価のよい結果が出た として も､それは学校 におけ る算数
の授業によるものとは考えにくいO
従来は､算数の教科書内容は標準的な指導事項 とい う位置づけにあったb
今や最低基準 として位置づけられている｡ ｢標準｣ とい う意味合 い と ｢最
低基準｣ とい う意味合いは､大きな違いがある｡学習指導要領 が最低基準
であると公表 された時点で､算数教育は大きな転換期 を向か えた ことにな
る｡学習指導要領 に準拠 した教科書内容 について理解す るのが望 ま しい と
う方向 目標ではなくなったのである｡子 ども一人ひ とりが数 量や 図形の意
味や原理 ･法則 を､本当に理解 し､確実に身に付けていなけれ ばな らない
とい う達成 目標 になったのであるO最低基準の数量や 図形 についての内容
が ｢分か らない｣｢できない｣ とい うになれば､深刻な学力低下問題 とな
ると思われ るo
そこで､私たちは早急に､子 どもたちの算数 の学力が､本 当に最低基準
である教科書に取 り上げ られている学習内容について､その達成状況が ｢概
ね満足｣の状況にあるのか どうかを調査す ることが重要である考えた0
教科書 レベルの基礎 ･基本の定着が不十分な場合 ､問題解消の打開策 と
と予防的指 しては､2つの方策がある｡
･一つは､予防的指導 としての授業改善の方策である｡
予防的な指導は､数量や図形についての基礎的 ･基本的な指導事項である
にもかかわ らずその達成状況が不十分な傾 向にある指導内容について､何
とか ｢概ね達成｣状況以上になるよ う予防的方策を構築す るものである｡
治療的指導は､計算技能面が達成不十分であれば､計算 の ドリル指導 をす
るとか､数学的な考え方が不十分であれ ば､適用問題で数学的 な考え方の
思考パ ターンの練習をす るものである｡
どち らの指導も重要な指導であるが､私たちの 目指 しているのは､予防
的指導 として算数科授業改善の方策であるo理 由は､予防的指導の方が抜
本的指導であ り､学習の効率性か ら考えて も適切であると考えたか らで る｡
算数の学力診断の結果を活か して､算数の授業改善 を図 り､ ｢算数 的活
動｣を通 して､楽 しさと充実感の中で､教科書内容 程度の数量や図形に
ついての意味や原理 ･法則を､確実に理解 し､身に付けるように したいの
であるO
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2)算数学力診断を生か した授業改善の視点
算数の学力診断評価の結果を､子 ども主体の算数授業の在 り方にフィー
指導と評価 ドバ ックすることが重要である｡すなわち､指導 と評価の一体が大切なの
の-体 である｡学力診断評価の結果を辞数の授業改善に生かすには､算数の学力
を自ら学び､自ら考える力の育成を目指す ｢生きる力｣の育成の観点か ら
適切に捉え､授業改善を図る必要がある0
4観点に基 新学習指導要領で指導内容が 30%縮減 されたのに伴い､算数の学力低
づく授業改 下を危倶する声の中には､｢知識 ･技能｣といった量的な面か らのみで学
者 力を捉えているものもある｡ ｢知識 ･技能｣は捉 え易 く､誰もがその重要
性を認める重要な算数の学力の一つである｡ しか し､それだけが算数の学
力ではないO新学習指導要領の目指す学力観は､｢生きる力｣の育成 を目
指 した ｢自ら学び､自ら考える力｣等の育成であ り､数量や図形-の学び
や学び方などの ｢関心 ･意欲｣｢数学的な考え方｣ といった質的な学力を
重視 している｡数畳や図形に関する ｢知識 ･理解｣｢技能｣だけの習得に
終始する算数の授業では､新学習指導要領の意図実現は難 しいといえよう｡
数量や図形について自ら学ぼ うとする力 としての ｢関心 ･意欲 ･態度｣
も算数の育てたい学力の一つである｡ さらに､数量や図形についての意味
や原理 ･法則を学ぶ原動力 としての ｢数学的な考え方や考え方｣ も重要な
算数の学力の一つあるO
そこで､数量や図形に関する ｢関心 ･意欲 ･態度｣｢数学的な考え方｣｢表
現 ･処理｣｢知識 ･理解｣の 4観点か ら達成度を診断評価 し､量的に指導
内容が 30%縮減 しても､質的な面で学力低下を補完 して余 りあるよ うな
数量や図形について学ぶ意欲や考える力を一層伸ばす算数の授業改善を図
りたいと考えている｡
3)私たちの考える授業改善を必要 とする指導事項
学習指導要領が最低基準 と位置付けられ､それに準拠 した算数の教科番
で取 り上げられる数量や図形の内容を理解す ることは､最低基準 とい うこ
とになる｡最低基準 としての算数の教科書で取 り 口ずられ る数量や図形の
内容は､全ての子 どもに完全習得 させるべきところであるが､本当に完全
習得することは難 しい｡
教育課程審議会の答申 (2000)で､絶対評価重視の方向が示 されて
いるo 絶対評価では､ 目標準拠によって指導 し､評価す ることが大切であ
るO
私たちは､学校教育における算数指導では､最低基準である教科書で取
り上げられる数量や図形の内容をどの子 どもも完全習得できるようにす る
ことが求められていると判断 した｡完全習得す るとい う意味は､｢概ね達
成｣とい う評価基準に到達することを意味 していると考え､その達成度を
見極めることが大切であると考えた｡ したがって､授業改善を必要 とす る
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指導事項は､｢概ね達成｣という評価基準に達成 していない数量や図形の
指導事項ということになる｡
授業改善のためには､数量や図形についての指導事項を ｢関心 ･意欲 ･
態度｣｢数学的な考え方｣｢表現 ･処理｣｢知識 ･理解｣の4観点から ｢概
ね達成｣という評価基準に照らして､その達成度を診断評価 していく必要
評価基準の がある｡ 4観点についてその達成度を診断評価 していく場合､尺度を数値
数値化 化することは難 しいことである｡ しかし､数値化する方が分か りやすいの
で､敢えて数値化することにした｡.もちろん､｢知識 ･理解｣や計算技能
などの ｢表現 ･処理｣の達成度と ｢数学的な考え方｣の達成度 とは､数値
的に尺度が異なり､前者は高く､後者は低く設定されるべきであると考え
るO
例えば､70%の通過率は､｢知識 ･理解｣や ｢表現 ･処理｣の観点か
らすれば､｢不十分｣ということになるが､｢数学的考え方｣の観点からす
れば ｢概ね達成｣ということになるということもあり得るのであるOまた､
低学年 と高学年との尺度も異なるものと考えている｡実際に､通過率がど
の程度の数値であれば ｢概ね達成｣なのか､今後その妥当性を検討 して､
信頼性の高いものにしていく必要があるが､現場教師の豊かな実践的な指
導経験に基づいて設定した､学力診断評価の期待する通過率に達成 してい
るかどうかで､授業改善が必要か否かを決定することにした0
4)誤答 ･つまずき分析に基づく授業改善
前述の3)では､授業改善を必要とする指導事項かどうかを見極めるた
めに､算数の学力診断評価の通過率を参考にすると述べた｡しかし､通過
率の高い､低いを問題にしていたのでは､算数教育の改善点は見つかりに
くいo
つまずき分 そこで､私たちは､期待している通過率よりは低い指導内容について､
析 ･誤答分 どのように授業改善したらよいかを探求
折を基にす するために､つまずき分析､誤答分析す
る授業改善 ることを重視 しているD
例えば､第 3学年の (2桁)× (1桁)
の筆算の場合､次のような誤りがみられ
るO -見､繰 り上がりのあるかけ算の筆
算の計算技能が ｢不十分｣とみられるが､
そうで簡単に片づけられる問題ではない｡
? ?
??
? ?
?
A児の誤答とB児の誤答とでは､大きな違
いがあるoA児の誤答からは ｢繰 り上がり｣の原理を理解 していない様相
が診断できる｡ところが､B児の誤答はどうであろうか｡B児の誤答には
｢繰 り上がりの原理を意識した取組｣を読みとることができるO ｢3×5
- 15､繰 り上がった 1と2で3､3×3-9で十の位は9､あわせて9
- 1 1 1 -
5｣ とB兄なりに筋道を立てて考えているし.このように､険答分析 して､
子どものつまづき傾向､誤り傾向を知らずして､授業改善の具体的な方策
は打ち出し訳にはいかないのである｡.A児の誤答や B児の娯答を生じさせ
ないようにするための授業改善の方策として､｢算数的活動｣｢見積もり｣
｢部分積の表し方やその処理｣などに創意工夫をして欲 しいのである｡
5)｢算数的活動｣を核にした授業改善
私たちは ｢算数的活動｣ を核にして ｢楽しさと充実感のある算数の授業
｢算数的活 改善｣を図ることを意図している｡子どもたちが自ら数量や図形について
動｣の効用 作業的 ･体験的活動を通して関わっていき､数量や図形の意味や原理 ･法
則を五感に訴えて学ぶことで､｢関心 ･意欲｣｢数学的考え方｣｢知識 ･理
解｣をよりよく学ぶことができると考えるからであるO
例えば､第 1学年の ｢繰 り上がりのあるたし算｣に関しては､計算技能
に観点から計算力を捉えれば､通過率は90%を越えてお り､｢概ね達成｣
状況にあるO ところが､計算の仕方を子どもなりに筋道を立てて説明する
ことに関しては､通過率は50%を下回っている｡計算はできるけれども､
計算の仕方は分からない子どもがいるのである｡.
ややもすれば､教師はBタイ
プの子どもをAタイプとの子ど
もと十把-絡げに捉えがちであ
る｡Bタイプの子どもは､計算
算数の楽し
子どもの様相
＼ 分かる 分からない
できる A B
技能は達成状況にあっても､｢数
学的な考え方｣｢知識 ･理解｣については達成不十分と判定できる｡
｢計算はできるけれども､計算の仕方は分からない｣｢計算の仕方を説明
さと基礎 ･ できない｣という ｢っまずき｣を生じさせない有効な方策は､｢算数的活
基本の同時 動｣であると思われる｡実際にブロック等の具体物を使って､ 12-9の
達成 計算の仕方を考えさせたり､場合によっては､ロールプレーニングを取り
入れて体験的に活動したりして計算の仕方を子どもに創らせるようにするo
こうした ｢算数的活動｣を通した授業改善を積極的に進めることで､教
師中心の授業から子ども自らが学び考える授業-の転換を図ることができ､
しかも､算数の楽しさと充実感を味わわせるとともに､基礎 ･基本の確実
な定着とを同時達成できるものと考えている｡
(黒崎東洋郎)
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第4章 学力診断評価を生かした
算数科授業改善の実践例
1 第1学年
① ｢くり上がりのあるたし算｣
② ｢くりさがりのあるひき算｣
2 第2学年
① ｢かけ算 (1)｣(なんの いくつ分)
3 第3学年
① ｢かけ算の筆算｣(12×3の計算の仕方)
② ｢計算のじゆんじよ (2)｣
③ ｢かけ算の筆算｣(2位数をかけるかけ算)
2 第4学年
① ｢およその数｣(概数の意味)
② ｢およその数｣(概数の表し方)
5 第5学年
① r(小数)× (並数)の計算の仕方｣
② ｢小数のわり算｣
③ r分数｣(分数と小数 ･並数の関係)
④ ｢商分数｣
6 第6学年
① ｢分数｣(通分)
- 1 1 3 -
1 単元名 くり上がりのあ るたし算 (第 1学年)
題材名 8十3などの計 算の仕方
2 日徽
･和が 10をこえるた し算があることに気付き,その計算の仕方を考えてい こうとす るC
･10の補数を活用 して,くり上が りのあるた し算の計算の仕方を考えることができる｡
･1桁十1桁でくり上が りのあるた し算の計算ができる｡
･くり上が りのあるた し算の計算の仕方が分かる｡
3 指導鮒可 と本時の位tづLl
第 1次 くり上が りのあるた し算の計算の仕方 -------･--･･--･･5時間
第 1時 和が十何になるた し算を知 り.その計算の仕方を考える｡--2時間 (本時)
第 2-4時 10の補数を活用 した計井の仕方の理解を深める｡
第2次 くり上が りのあるた■し算の計算の仕方の定着-･･--･･-･-･･- ･･-4時間
4 指導上の立場
(1)軟材観
計算の指導については, 1学期 に,10までの数 について,加法や減法の意味 を学習 し
た り,その計算の仕方を学習 した りしてきた｡数の理解 については. 1学期 には, 10ま
でだったものを.2学期の初めには.20までに広げてその意味を拡張 してきた｡
本単元では.計算の措辞においても. 1桁 十 1桁のた し算 において, くり上が りのある
場合へと扱 う範囲を広げてい くoその指導では,既習事項である 10の補数 を活用すれば
計算が簡単であることからその計算の仕方を兄いだす ことができるようにす ることが大切
である｡
(2)児童の学力実♯
平成 9年度に実施 した算数診断調査によれば,次に示す実態であ った｡
左 の ように, 10の補数 を活用
した加数分解 による9+3の計算
方法 を兄いだす 力 (数学的な考 え
方)の達成率は 42% と低い｡
加法 の計算技能 の達成率が 90
%を超 えていることか ら考えると.
計算技能 に比べて.計算 の仕方 を
考 え出す意味 についての理解 は不
十分であるという実態がわかる｡
5 授業改善の視点と方法
(1)今までの指導の間趨点
上記の通 り.計算の答えを出す ことはできてもその計算の仕方 を説明できる児童は42
%と少ない｡ これは.操作などを通 して計算の仕方を考えさせ る活動が不十分なまま.計
算の答えを求めているため,計算方法を意識せず.数え足 しなどで答えを求めている児童
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が多いのではないかということが指摘できる｡
(2)新 しい指導
① ブロックなどの操作を計算の仕方に発展させ る算数的活動の工夫
この授業 は,第 1学年 ｢くり上が りのあるた し算｣の導入である｡は じめて,答えが 10
を越えるた し算 に出会 う子 どもに,具体物や半具体物 を使 った活動 な しにその答えを求め
させるのは無理である｡ また.ブロックの操作 と計算の仕方が逆離 して しまわないような
工夫をす ることが大切であるOそ こで,増加 (加数 3)の場面 を取 り上げ,操作す るブロ
ックの動 きを説 明 してい く中で.ブロックの操作 をそのまま計算の仕方 と して発展 させ る
ことができるようにす る｡
② イメージによる操作を取 り入れた算数的活動の工夫
ブロックの操作がで きたか らとい って,す ぐに,計算の仕方が分かるわけではない｡そ
こで.ブロック操作 (具体) と.計算の仕方 (抽象) の間に,｢イメ-ジによる操作｣の
活動 (並んだブロックを見なが らブロックを動かさず に答えを求め る活動) を取 り入れ る
ようにす る｡
6 本時案 (第 1次 第 1時)2単位時間故い
目 標
8+3の答えをブロックを使 って考えてい く中で,被加数 の8に加数の
3を分解 した 2を加えて 10を作 っていけばよいことに気づ き, 8十3
などの くり上が りのあるた し算の計算の仕方 を加数分解の方法 で説明す
ることができる｡
学 習 活 動 算 数 的 活 動 へ の 支 援 形成的評価
1 問題場面か
ら本時の課頬
をつかむ｡
2 ブロックを
使 って8+3
の答えを求め
る｡
3 ブロックを
動かさずに,
8+3の答 え
を求める｡
1(1)子 どもが 8人遊 んでい る所 に友だちが遊 びに
や って来 るという場面絵 を提示 し, 自由に話 し
合わせるようにす る｡
(2)遊 びに来 る友だちの数がい ろいろに変化 して
も, た し算で求め られ ることが分か った ところ
で.本時のめあてを ｢8+3の答 えの出 し方 を
考えよう｣ と決めるようにす る｡
2(1) 3人遊びに来 ると.合わせて何人 になるかを
ブロックを動か しなが ら.考 えさせ るようにす
る｡
(2) ブロックをどのように動か した ら.答えが 11
になることが分か ったのかを話 し合わせ,｢8
のブロックに2つ加えて 10のまとま りを作れば
答えが 11になることがよく分かる｣ ことをまと
めるようにする｡
3(1) 8個のブロックと3個のブロックを見なが ら,
答え 11を求めた活動 を思い出させ るようにす
る｡
(2)10のまとまりを作 ったことを意識 しやす いよ
うに,吹き出 しを使 ってまとめるようにす るO
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10の ま と
ま りを 作
って 答 え
を 求 め て
いるか｡
10の ま と
ま り を 作
る よ さ に
気づいて
いるか｡
4 8+3の式
を見て計算の
仕方を考え
る0
5 計算の仕方
を一般化す
る｡
6 本時のまと
めをする｡
4(1) ｢8+3｣の式を見なが ら,答え 11にたど
り着 くまでの道筋を説明させるo
(2) 8個 と3個のブロ ックがどの ように動 いたの
かを思い出させ るように助言 しなが ら,計算の
仕方を吹き出 しを使 ってまとめるようにす る｡
5(1) ｢8+3｣の計算の仕方が整理で きた ところ
で.｢8+4｣｢8+5｣な どの場合 も考 えさせ
るようにする｡
(2)被加数が8だけでな く.9の場合 も取 りあげ,
ブロック操作や イメージによる操作 もさせなが
ら.答えが 10を超えるた し算は,いずれ も 10
のまとまりができるように加数 を分解 して計算
すればよいことをまとめるようにす る｡
6 本時の学習を振 り返 らせ,繰 り上が りのあるた
し算の計算の仕方を見つけ出 した ことをまとめ る
ようにする｡
加 数 を 分
解 して 10
の ま と ま
り を作 ろ
う と して
いるか｡
7 授業展開の実際 と児童の反応
(1)場面絵につい
て話 し合 う中
で,本時の課
Jlをつかむ
何人遊びにきて
も合計を求める
式はた し算にな
るぞ｡
答えが.す ぐに
分からないた し
算があるぞ｡
子どもが8人遊んでいるところに,何人かの友だち
が遊びにや って くる場面 を表 した絵 を提示 し. 自由に
話 し合わせるようにす る｡
8人の子どもが遊んでいることは分かるが,何人の友だちが逆び
にきたのかははっきりしないということに気づいたところで,いろ
いろな場合を示 し.合計人数を求める式を話 し合わせるように した｡
T l人遊びにきたときは.何算になるかな ?
C た し算です｡ (賛成多数)
C やってきた (動作をつけて)んだか ら.た し算ですo
T じゃあ,3人 (以下 ランダムな数で繰 り返す)遊びにきた と
きは.何算 ?
C 人数が増えても.や ってきた (動作をつけて)のは同 じだか
ら,た し耳ですO (賛成多数)
こうして.遊びにきた友だちの数が何人にな っても,合計を求め
る時には.すべてた し井になることが分か った児童に,答えを尋ね,
答えがす ぐに分かる (既習)計算 と答えがす ぐには出てこない (莱
育)計算があることをとらえることができるように したo
C 8+1や8+2はす ぐに答えが分かるけれ ど. 8+5などは
す ぐには分か りませんで したo
C 練習 したた し算カー ドの中に. 8+3などはあ りませんで し
た｡
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こう して,未習のた し算があることに気づいた児童は,｢8+3
の答えの出し方 (計算の仕方)を考えよう｣と本時の課題をつかん
でいった｡
(2)ブロックを使
って.8+3
の答えを求め
る｡ 増加の場面で加数 3の場合をブロックで操作させ.
その操作をそのまま計算の仕方 として発展 させ るよう
にする｡
ブロックを使 って答えか調べさせると,児童は.次のA児やB児
のように操作 した｡
〇〇〇〇〇
9 1011
8人いて 3人来たのだか ら,9,10,11で
A児の考え
8+3の答えは
10と1で 1 1
だよO
(3)ブロックを動
かさすに, 8
+3の答えを
求める｡
〇〇〇〇〇 ●● ●
〇〇〇 11
10
2人来たら. 10人になるか ら.全部で
B児の考え
答えを求めるだけなら.A児の操作でもよいわけであるが.計算
の仕方へ発展 させるためには, 10のまとま りを作 るB児のような
操作をさせたい｡そこで.い くつにな ったのかわか りやす く置 くよ
うに指示 しなが ら.ブロックの操作を数回させた｡す ると,ほとん
どの児童が,B児のように操作するようにな った｡
C 3人遊びにきたか ら,
〇〇〇〇〇 ●
〇〇● で, 11人にな ります｡ (賛成多数)
T 数えな くても. 11人だ と分か るの ?
C 見ただけで, 11だ と分か りま した｡
C こっちは. 10のまとま りで,あと1つあるのだか ら,全部
で 11です｡
T 3人のうちの2人をここに持 ってきたんだね｡ どう してそう
したの ?
C だって, 8つあるんだか ら.あと2つ もってきた らちょうど
10になるからです. (賛成多数)
ブロックの操作 と計算の仕方 を直接結びつけるので
はな く.イメージによる操作の活動を取 り入れるよう
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この 2個を持 っ
ていけば 10が
できるよ｡
(4)8+3の式 を
見て計算の仕
方を考える｡
ブロックを想像
しなが ら,計算
すればいいんだ
よ｡
にす るo
lOのまとまりを作 って,答えを求めることができた児童に.そ
の答えの求め方を.ブロックを動かさないで も説明できるかを尋ね
ると.｢蘭の ビデオに録画 してあるか ら簡単だよ｣とい って次のよ
うに説明 してきた｡
C ここから (3個の方を指 して) 2個 を 8個 の方に持 ってい っ
て. 10｡あと. 1個残 っているか ら. 11にな ります｡
C 先に2個持 ってきて 10を作 って,あ と 1個あるか ら, 11
です｡
これ らの説明を.吹き出 しを使 って.次のようにまとめてい った｡
〇〇〇〇〇
〇〇〇
ブロックを動かさな くても計算の仕方が説 明できるようになった
ところで,板書 を隠 し.｢今度 は, ブロックも見ないで, 8+3の
式だけを見て計算できるかな ?｣と問いかけると.｢できるよ｣｢簡
単だ｣ と言いなが ら.次のように発言 してきた｡
C 先に. 8に2をた して 10｡あと1残 っているから,それ も
た して. 11です｡ (賛成多数)
C 3はブロックが 3つあることだか ら.その中か ら2つ 8とた
して 10で.あと 1個残 るから.合わせて 11です｡
T なぜ,先に2をたすのかなあ ?
C だ って, 8に2をた した ら.ち ょうど 10になるからです｡
C 8は,あと2つで 10だか ら, 3の方か ら先に2つ もって く
ると10ができて.い くつになるかがよくわか ります｡
このように.式だけを見ても計算の仕方が十分に説明できるよう
にな ったところで,イメージによる操作 を整理 した板啓 と対応でき
るように次のような吹き出 しを使 って整理 してい った｡
′､( -ヽ
･il Zj･,, (垂 範 )
′-ノ~｢ →､
8 + 3 11
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(5)計算の仕方 を
一般化する｡
いっ も. 10を
作 って計算す る
と簡単だね｡
8+3の計算の仕方が整理で きたところで. 8+4や
8+5になって も計算できるかと問いかけ. 10のまと
ま りを作 って計算す る計算方法のよさが分かるようにす
る｡ また.被加数 を 9に拡張 し.計算方法の一般化 を図
るようにす る｡
8+4や 9+3などの計算の仕方 を次のように してまとめてい っ
た｡
① 並べたブロックを (動かさず に)見なが ら.答えがい くつ
になるか考える｡
????????
-㌍``この2個を8と合わせ て
② ブロックの動きをイメージ しなが ら.計算の仕方を声 に出
して言いなが ら考える｡
????
?
?
?
??
2に分けて
このように して, 8+3の場合だけでな く, 8+4や 9+3も.
被加数が 10になるように加数 を分解 して,同 じように計算で きる
ことがわか った児童は,計算の仕方を ｢最初 に, 10になるように
た してか ら.残 りをたせばよい｣ とまとめてい った｡
8 授業の考嚢
(1) ブロックなどの操作 を計算の仕方に発展 させ る工夫 について
増加 (加数 3)の場面 を取 り入れたことにより,ブロックを使 って答えを求めた操作 と.
計算の仕方にギ ャップが少な くな り,スムーズに考えを進め ることができた｡
(2) イメージによる操作 を取 り入れた工夫について
ブロックの操作 と計算の仕方をつなげ る ｢イメージによる操作｣は.児童が. 自分 自身
でブロックの操作を計算の仕方 として意識す ることができ.計算の仕方 と して整理す る上
で大いに役立 った｡
(深 井 文 雄 )
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1 単元名くりさがりのあるひき算 (第1学年)
題材名 12-9などの計算の仕方
2 目標
･減加法のよさが分かり,進んで活用しようとする｡
･計算の仕方を工夫し, 10から減数をひいてからたす考えを見出すことができる｡
･手際よく繰り下がりのあるひき算ができるようになる｡
･繰り下がりのあるひき算の原理を理解することができる｡
3 指導計画と本時の位置付け
第 1次 減数が6以上の場合の繰 り下がりのあるひき算の仕方 - 3時間
第 1時 繰り下がりのあるひき算の課題をつかみ,操作を通して
繰り下がりのあるひき算の仕方を見つけることができる ｡
第 2時 繰り下がりのあるひき算の計算の仕方を
イメージ化することができる｡･･･ ･･･････(本時)
第 3時 繰り下がりのあるひき算の計算の仕方を形式化することができる｡
第 2次 減数が 5以下の場合の繰 り下がりのあるひき算の仕方 ･･3時間
第 3次 繰り下がりのあるひき算の習熟 ･ ･4時間
4 指導上の立場
(1)_教材観
ひき算については,求残の場面 ･求差の場面を基にひき算の意味を学習し,おはじきの
操作を通して繰り下がりのない場合のひき算の仕方の理解とその習熟をしてきている｡
本単元は,繰り下がりのあるひき算の仕方の学習に進む｡指導では,繰 り下がりのある
計算の仕方を子どもが自ら見出すようにするとともに,その計算の習熟を図ることが大切
である｡
(2)児童の学力実態
9 けいさんの しかたをいいましょうO
口に あてはまる かずを かきましょう｡
(2) 14-9の けいさんのしかた
匪 `` ``
10から [コ を ひいて ⊂ ]
4と ⊂ ] で [コ 達成率40%
10 けいさんしましょうC
(2)11-8 達成率 91%
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5 授業改善の視点と方法
(1)今までの指導の問題点
上記の通り,繰り下がりのある計算技能はかなり達成率はよいが,計算の仕方を見出す
数学的な考え方,及び,繰り下がりのあるひき算の仕方の理解は達成率がきわめて低い傾
向にあると考えられる｡これより,繰り下がりのあるひき算の指導では,操作的活動を 1
例だけ取り上げて,直ちに減加法に帰着することに急ぎがちであるという問題点が指摘で
きる｡
(2)新しい指導
① 算数的活動を重視した展開法の工夫
減加法に帰着するまでの過程でもっと操作的活動に時間をかけ (1時間),2時目以降
漸次,この操作を内面化していくようにするO
② 操作のイメージ化を高める工夫
本時は,五二進法に基づいて ｢10から減数をひく｣という減加法の操作を,イメージ
化することをねらいとしている｡イメージ化するためには,次のステップを強調する｡
前時と同じ操作を取り上げ,操作しながら
｢12-9は,10から9ひいて1,
1と2で3｣
五二進法で並べられたブロック
を見て,同じように説明できる
6 本時秦 (第 1次 第 2時)
目 標 繰り下がりのあるひき算の仕方を ｢12-9は, 10から9ひいて 1,1と2で3｣と減加法の操作を頭の中に描いて説明することができるo(考)
学習活動 算数的活動への支援 形成的評価
1 12-9の操作 1 前時と同様に, 12-9の計算をブロックを ○ 操 作 しな が
をし,本時の課題 使って計算させ,次の様に本時のめあてを決め
をつかむ02 計算 るo2 て
ひきざんの しかたがせつめいできるように
なろうo
各自,自分で 12-9の計算の仕方をプロツ
の仕方を操作しな クを動かしながら,小声で話させるようにするoら,小声で ｢1
がらしゃべってみ J+I+I+J+J+J + + 2の10から9
るo I+I+l+I+L+I ひいて 1, 1と
｢12のうちの 2で3｣と説明
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●
3 12-3の計算
の仕方を声に出し
て説明し,よりよ
い説明にまとめ
る｡
4 11-9,13
-9,15-9等
の適用題で,計算
の説明の仕方を深
める｡
5 本時のまとめを
し,次時の課題を
知る｡
｢1と2をあわせて3｣
3(1)まず,学習活動2と同様に,ブロックを操
作しながら,12-9の計算の仕方を説明さ
せる｡
(2)その際には,｢まず｣｢次に｣という説明の
順序を示すカー ドを補助として,2段構成で
筋道を立てて話させるようにする｡
(3)操作しながら説明できるようになった段階
では,ブロックの操作を示す2段階の図を見
て,計算の仕方を説明できるようにする｡
4(1)ll-9は,操作しながら計算の仕方を説
明させるようにする｡
(2)13-9及び 15-9は,五二進法で並べ
た13や 15のブロックの図を見て,計算の
仕方を説明させるようにする｡
(3)各説明は,説明できるまで繰り返すように
する｡
5 本時のまとめを子どもの言葉でした後,次時
は,こうした計算がさっさとできるようになる
ことが課題であることをつかませる｡
○ブロックの図
を見て,｢12
の 10から9ひ
いて 1, 1と2
で3｣と説明で
きたか｡
7 授業展開の実際と児童の反応
(1)12- 9の操作
をし,本時の課題
をつかむ｡
･前時に12-8の計算ができるようになったことを想起させた
後,12-9になっても計算できるかな.｣と問いかけ,ブロ
ックを動かしながら計算させ,｢ひき算の仕方が,説明できる
ようになろうO｣という本時の課題をつかむようにする.
T 12-9になっても計算できるかな｡
C できるよ｡昨日より, 1多いだけだもん｡
T 昨日は,何を使って考えましたか｡
C ブロックです｡
C 10のブロック板も使ったよ｡
T 12-9も10のブロック板とブロックを使って計算できる
かな｡
C できる｡(全員)
こうして,子どもは,ブロックを操作して 12-9の計算を考
え,黒板に提示してある10のブロック板と掲示用のブロックを
使って, 以下のようにブロックを動かし,答えが3になることを
発表した｡
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T まず (カー ドを黒板にはりながら)どうしたのかな｡
C 12の 10から9をひきました｡
C 10から9ひいて 1になりました｡
T 次に (カー ドを黒板にはりながら)どうしたのかな｡
C この 1と残しておいた2をたします｡
C 10から9ひいた1とこっちの2で3になります｡
C (指でさしながら) 1と2で3になります｡
T 今の説明をブロックを動かさないで,ブロックを見るだけで
も言えるかな｡
C 言える｡(多数)
このようにして,子どもは, 12-9の計算の仕方をブロック
を実際には動かさないで,下のようなブロックの操作を示す 2段
階の図を見て説明できるようになっていった｡
●●●
●
(4)11-9,13-9,15-
9等の適用題で,
を深める｡
図を見て,操作は頭で思い浮かべながら,説明
･11-9,13-9,15-9等の適用題をブロックを動かし
たり図を見たりしながら説明した後,式だけを見ながら説明で
きるように操作をイメージ化していく｡
｢11-9になっても12-9の時と同じように 『まず』や 『次
に』を使って計算の仕方を言いながらブロックを動かせるかな｡｣
と問いかけると,子どもは, 11個のブロックを並べ,小さい声
で計算の仕方を言いながら,ブロックを動かして説明していった｡
● ● ● ● ●
● ● ●● ●
ー 1 2 3 -
T 13-9でもできるかな｡
C できるよ｡簡単｡
T そうか,簡単か｡じゃあ, 13-9はブロックを動かさなく
ても計算の仕方を説明できるかな｡
C えー,できるかなあ｡
T (五二進法で並べた 13個のブロックの図を見せながら)こ
の図を見て説明できるかな｡●●●●●
ほとんどの子どもは,黒板に提示された図を見ながら,小さい
声で ｢まず, 10から9をひいて 1,次に, 1と3で4｣と説
明していき,操作を頭の中で思い浮かべなが ら, 13-9の答え
が4になることを見出していった｡
また,頭の中の操作だけでは考えにくい子どもには,もう一度,
机の上に13個のブロックを並べさせ,教師が一緒にブロックを
動かしながら計算の仕方を説明させ,一人でできるようになった
ら,ブロックを動かさずに並べたおはじきを見て説明するように
指導していった｡
13-9について子どもたちに計算の仕方を発表させていくと,
友達の説明に合わせて宙で手を動かしなが ら発表を聞く姿が見 ら
れ,全員がその説明 (計算の仕方)を納得 したと思われた｡
そこで,更に定着を図るため 15-9についても下の図を見せ
操作を頭の中で思い浮かべなが ら計算の仕方を説明するよう指示
をすると,どの子も自分の言葉で説明をしなが ら答えが 6になる
ことを見出すことができた｡●●●●●●
T 15-9の計算の仕方を発表してくれる人 ?
C まず, 10から9ひいて 10次に, 1と5で60答えは6に
なりますo
C (拍手)
五二進法で並べたブロックの図を見て計算の仕方を説明できる
ようになったので,更に次のように問いかけていった｡
T みんな,計算の仕方が上手に説明できるようになったんだけ
れど,この図 (五二進法で並べた 15個のブロックの図)がな
くて式だけになっても説明できるかな｡
C できるよ｡
T 図をのけてもいい? (図を取る｡)説明できる人?
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T みんな,Aさんのやり方でいいですか｡
C はい｡(全員)
T 9は,どこからひいたのかな｡
C 10のまとまりからひきました｡
C わけも言えるよ｡ 10のまとまりからひくと,いっぺんにひ
けれるもん｡
C (拍手)
T よく覚えていたね｡まず,10のまとまりから9をひけばよ
かったんだね｡おはじきを動かしながら ｢まず,～した｡次に
～した｡｣ってお話もできるかな｡
C できるよ｡
C うーん ･･･o
このような話し合いの後,以下のように木崎のめあてを決め,
子どもは,自分の言葉で 12-9の計算の仕方をブロックを動
かしながら,説明していった｡
ひきざんのしかたが,せつめいできるようになろう
(2)12-9の計算
の仕方を操作しな
がらしゃべってみ
る｡
(3) 12-9の計算
の仕方を声に出し
て説明し,よりよ
い説明にまとめ
る｡
ブロックを動かしながら,小声で ｢12の 10
から9ひいて1,1と2で3｣などと説明をす
子どもは.各自,自分の机の上でブロックを動かしながら,
｢12の10から9をひいて 1になって,その 1と残しておいた
2をたして3になる｡｣などと説明をしていった｡
･黒板の前で掲示用のブロックを動かしながら,12-9の計算
の仕方を説明した後,ブロックの操作を示す2段階の図を見て
説明できるようにする｡
計算の仕方を数名の子どもに発表させた後,｢まず｣｢次に｣と
いう説明の順序を示すカ-ドを提示し,子どもの説明をまとめて
いった｡
-125-
C (式を見ながら) 15を 10と5に分けて,まず, 10から
9ひいて 1｡次に, 1と5で6｡
C (拍手)
C ぼくも,言えるよ｡
T 15を10と5に分けるというのは,こういうことかな｡
15-9
∧
10 5
C そうそう｡
(5)本時のまとめを
し,次時の課題を
知る｡
T 今日はどんなことができるようになりましたか｡
C 15-9とか13-9の計算ができるようになりましたc
c 計算の仕方が言えるようになったよ｡
C ブロックを使わなくても,できるようにな りました｡
T そうですね｡ブロックを使わなくてもできるようにな りまし
たね｡次の時間もこんな計算がさっとできるように練習 してい
きましょうね｡
8 授業の考察
(1)算数的活動を重視した展開法の工夫についての考察
ブロックを操作しながら計算する活動に,たっぷりと1時間かけることにより,子ど
もの考えは,無理なく減加法にしぼられていったと考えられる｡第 1時で控作的活動が
しっかりとできていること,また,子どもの考えが減加法に絞られていることにより2
時目以降,操作を内面化することができやすくなったと考えられる｡
(2)操作のイメージ化を高める工夫についての考察
ただ,ブロックを操作して計算の答えを出すだけでなく,ブロックを操作 しながら
小声で操作の仕方を説明させることにより,滅加法が子どもの中でイメージ化されやす
くなったと考えられる｡
ブロックを操作 しながら計算の仕方が説明できるようになった後で ｢五二進法で並べ
られたブロックを見て計算の仕方を説明する｡｣というステップを加えることにより,
減加法のイメ-ジが高まり,式だけ見て計罪するという段階につながりやすくなったと
考えられるQ
(新潮 陽子)
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1 単元名 かけ算(1日第2学年)
居材名 なんのいくつ分
2 日額
･かけ算に関心を持ち,身のまわりからかけ算で表せるものを進んで見つけようとする｡
･乗数が 1増えると積は被乗数だけふえることを使って,九九を構成することができる｡
･九九を唱えた り,それを適用 した りすることができる｡
･記号 ｢×｣や用語 ｢かけ算｣｢～ぱい｣の意味,単位 とする大きさのい くつ分かを求
めるときにかけ算を用いればよいことが分かる｡
3 指導計画と本時の位置付け
第 1次 基準畳のいくつ分とい うかけ算の意味や計算の仕方 ･4時間
第 1時 基準量のいくつ分というかけ算の意味を考え,
かけ算の課膚をつかむ ･･････････････(本時)
第 2時 基準量のいくつ分とい うかけ算の意味を式で表す
第 3時 かけ算の計算の仕方を考える
第 4時 連続丑をもとに倍の意味を知 り,かけ算が用いられる場面について考える
第 2次 かけ算の九九 (2,3,4, 5の段)を構成する
第 3次 かけ算の九九を習熟する
･･･8時間
･･･4時間
4 指等上の立替
(1)教材観
本単元では,基準量のいくつ分とい うかけ算の意味や計算の仕方について学習する｡ま
た,九九の構成や習熟についても学習を進める｡指導にあたっては,おはじきの操作を通
してかけ算の概念が形成できるようにするとともに,子 ども自らかけ算が構成できるよう
にすることをねらいとしている｡
(2)児童の学力実態
3 計算 しましようo
(6)9×7 ...達成率 95%
7 こたえを だす しきを かきましょうo
(2)ケーキの はこが 3はこあります0 1はこに ケーキは2こずつ
はいつています○ケーキは,ぜんぶで なんこあるで しょうo
(しき) ...達成率 35%
11 つぎの しさと ★のずを 線で つなぎましょうo
巨互司 匡 四 匹 垂∃
7★★★★★L ★★★ L★★
l★★★★★ l ★★★ l★★★l1★★★★★l ★★★
★★★ ...達成率 64%
上記の問題 3から,かけ算九九の計算技能はかな り習熟が図られていると判断できるが,
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問題 7,問題 11をみると達成率が低く,かけ芽の意味理解が不十分であると言える｡
5 授業改善の視点と方法
(1)今までの指導の問題点
上記の通り,九九の計芽技能はかなり達成率がよいが,かけ算の意味をたずねる問題で
は達成率が低い傾向にあると考える｡これは,かけ算の意味の指導において,かけ算の用
いられる場面をおはじきなどの半具体物であらわしたり,式であらわしたりする活動に問
題があり,かけ算の意味理解が十分できていないと指摘できる｡
(2)新しい指導
① おはじきの操作と言葉を関連づける活動の工夫
同じ人数ずつ乗っている乗 り物を見つけ,人の絵とおはじきを対応させて,視覚的に人
数をとらえさせ,｢基準塵のいくつ分｣というかけ算の意味に着 目させるようにするQそ
して,おはじき 軒●●●馴 鵬●▲▲鵬 轟▲{●叫 は ｢5この3つ分｣で表すこと
を繰 り返し説明させたり,逆に,言葉からおはじきを並べさせた り,｢3この4つ分｣や
｢2この5つ分｣などについてもおはじきの操作と言葉や式と対応させる活動を取り入れ
ながら ｢基準丑のいくつ分｣という表 し方の理解を深めさせるようにする｡
② ｢基準量のいくつ分｣で表すよさを実感させる芽数的活動の工夫
乗り物に乗っている人数を調べる活動では.基準量をはっきり意識 しやすいように,意
図的に5のまとまりであるジェットコースターと人数がばらばらになっているコーヒーカ
ップを取り上げて数えやすさを比較させるようにする｡さらに,その後,2のまとまりで
あるゴーカー トをとり上げ ｢同じ数ずつのいくつ分｣だと数えやすいということをさらに
実感させるようにする｡
6 本時案 (第 1次 第 1時)
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によって人数が違 うことに気づいたとこ
ろで次の学習のめあてを決める｡
のりものの にんず うを しらべよう
2 おは じきを使
って人数を調べ
る｡
3 人数の数え方
について話 し合
う｡
2(1)乗 り物 1台に乗っている人数 とその乗
り物の数に着 目できるように数固ブロッ
クの操作を取り込む｡
(2)はじめに,ジェッ トコースターとコー
ヒーカップを取 り上げ,どちらが数えや
すいかを問 うことで,｢同じ数ずついく
つ分｣とそ うでない場合の違いをはっき
り意識させるようにする｡
3(1)次に,ゴーカー トを取 り上げることで
｢同じ数ずつのいくつ分｣のよさに気づ
かせるようにする｡
(2)5とびや 2とびのように ｢何このいく
つ分｣で表される計算の仕方について話
し合わせるようにする｡
(3)本時の学習を振 り返らせ,次のような
単元の課題をつかませるようにする｡
｢5この3つ分｣のような新 しい計算につ
○操作しながら
同じ数ずつにな
っていることに
気づいたか｡
○同じ数のいく
つ分のよさに気
づいたか｡
7 枚兼展開の実際と児童の反応
(1)課題を見出す ･遊園地の絵を見て話 し合 う中で,いろいろな乗り物があることや
乗 り物によってのっている人の数が違 うことに気づかせ,人数を
調べてみようという関心を高めるO
たくさんの人がいろいろな乗 り物に乗っている遊園地の絵を提示
するようにするo子どもたちは,｢ジェットコースターがあるよ｡｣
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｢ゴーカー トもあるね｡｣と自由に言い始めた｡
人数を調べてみた
いな｡
(2)おはじきを使っ
て人数を調べる｡
,I-･･L〔提示した絵〕
いろいろな乗 り物があることがわかっている子どもは多くいた
が,乗 り物に乗っている人の数に目を向けている子 どもが少なかっ
たので ｢どの乗 り物にたくさんの人が乗っているだろうか｣と問い
かけた｡
C ジェットコースターは多そうだ｡
C ほんとだ｡ゴーカー トより多いよ｡
C 馬車にもたくさん乗っているよ｡
このように,乗 り物の種類だけを見ているのではなく,乗 り物に
乗っている人数が違っていることに気づいたところで本時のめあて
を決めるようにした｡
のりものにのっている人の数をしらべよう
おはじきの操作と言葉を関連づける活動を取 り
･人数をおはじきに置き換える活動で,基準量の ｢いくつ分｣に着
目できるようにしたり.基準量を意識 しやすいように,取 り上げ方
や数値を工夫する｡
乗 り物に乗っている人の数をおはじきと対応させる活動を通して,
｢同じ数ずついくつ分｣になる場合とそ うでない場合の違いをはっ
きり意識させるようにする｡
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･おはじきをおいて
しらべてみよう
(3)同じ数ずつで数
えるよさに気づ
く｡
2とびだから数え
やすいね｡
遊園地の乗 り物の中で,意図的にジェットコースターとコーヒー
カップを取 り上げるようにする｡ジェットコースターは,まとまり
で計算しやすいように ｢5この3つ分｣にしておき,コーヒーカッ
プは同じ数ずつになっていないことう意織させるような数値にして
おく｡ しかし,どちらも3つ分はそろえてお
き,より基準量の違いが明確になるようにする｡
l『命令○○●匡≡≡≡司匡≡重国
叩◎ 0㊤ …l
I
T どちらが数えやすいだろうか｡
C ジェットコースターだよ｡
C ｢5,10,15｣と数えられるよ｡
C コーヒーカップは ｢4,2,3｣で数えにくいね｡
C コーヒーカップは人数が違 うからね｡
C ジェットコースターは見ただけで答えが出せるよ｡
C ジェッ トコースターは5人ずつになっているから数えやすい
んだよ｡
｢基準丑のいくつ分｣で表すよさを実感させる
･｢同じ数ずついくつ分｣のよさをとらえやすくするために,ゴー
カー トを取り上げて話し合わせるようにする｡
i`}王 ◎ 歯 句碑 ゆ め
C 簡単だよ｡見ただけでわかるよ｡
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T どうしてかな｡
C ｢2,4,6｣と数えるだけでわかるよ｡
C 2とびで数えられるよ｡
T 他に気づいたことはないかな｡
C コーヒーカップはのっている人の数がばらばらだけど,ゴーカ
ー トはジェットコースターと同じように人数が同じになってい
るんだね｡
このように,子どもたちは,乗 り物 1台に乗っていいる人数が同
じだと数えやすいことやそのよさをだんだん実感 した｡そして,｢5
この3つ分｣や ｢2この3つ分のような言い方を知 り,これを式に
表し,計算の仕方を考えていこうとい う単元の課題をとらえた｡
単元の課題
｢5この3つ分｣のような新しい計算について考えていこう
6 授業の考察
(1)おはじきの換作
と言葉を関連づけ
る活動の工夫
(2)｢基準量のいく
つ分｣で表すよさ
を実感させる算数
的活動の工夫
児童に提示 した遊園地の乗 り物に乗っている人の絵 と数図ブロッ
クを対応 させる活動を取 り入れることで,児童が視覚的に人数をと
らえ,かけ算の意味の概念である ｢基準丑のいくつ分｣に着 目させ
ることができた｡さらに,ワークシー トの上でおはじきを換作させ
ることで,児童一人ひとりがジェットコースターやコーヒーカップ,
ゴーカー トに乗っている人数をはっきりとらえることができた｡
おはじきの換作 言 葉
｢5この3つ分｣
算数的活動
人数調べの活動では,基準量をはっきり意識 しやすいように,敬
り上げ方や数値を吟味したO遊園地の乗 り物の中で,意図的に5の
まとまりのあるジェットコースターと計算のしにくい数になってい
るコーヒーカップを取 り上げることにより,児童は,｢5この3つ
分｣になっていジェットコースターの人数の方が数えやすいことを
とらえていった｡そ して.｢同じ数ずつのいくつ分｣のよさがわか
るよに,2のまとまりのあるゴーカー トを後から比較させることで,
児童は乗 り物一台に乗っている人数が同じだと数えやすいことを実
感していったO
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